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史
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ユ
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「
社
会
」

「
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治
」

観
の
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l

概
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第
二
節
「
社
会
」
概
念
|
初
期
・
中
期
・
後
期
の
変
遷

第
三
節
考
察
|
「
社
会
」
概
念
か
ら
「
政
治
」
論
へ

第
三
章
「
社
会
」
概
念
に
よ
る
「
政
治
」
観
の
再
構
成

第
一
節
同
業
組
合
構
想

第
二
節
国
家
論

第
三
節
「
政
治
」
像
の
終
着
点

結
論

第
二
章

「
社
会
」
概
念
の
転
換

ー
第
三
共
和
制
に
お
け
る
政
治
問
題
と

会
学
」

第
二
節

「
社
会
」
概
念
|
初
期
・
中
期
・
後
期
の
変
遷

第
一
節
で
は
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
の
「
社
会
」

概
念
に
お
け
る
政
治
的
問
題
構
成
を
継
受
し
つ
つ
も
、
第
三
共
和
制
下
の

政
治
社
会
構
造
に
合
わ
せ
て
「
社
会
」
概
念
に
一
定
の
転
換
を
加
え
る
背

景
、
お
よ
び
時
代
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
で
第
二
節
で
は
、
デ
ユ

ル
ケ
ム
の
「
社
会
」
概
念
の
内
容
を
検
討
す
る
。
「
社
会
」
の
側
か
ら

「
政
治
」
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
再
構
成
す
る
と
い
う
企
図
か
ら
し
て
、
こ
こ

(
以
上
、
本
号
)

杜

で
は
狭
い
意
味
で
の
政
治
の
問
題
を
一
日
一
離
れ
て
、
「
社
会
」
概
念
そ
れ

自
体
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、

「
社
会
」
概
念
は
社
会
学
の
最
も
基
本
的
な
概
念
で
も
あ
り
、
こ
れ
を
扱

う
視
角
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
限
定
を
付
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
時
大
学
の
中
で
社
会
学
の
制
度
化
を
目
指
し
て
い
た
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、

「
社
会
」
と
い
う
領
域
を
学
問
的
対
象
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
の
正
当
性

に
つ
い
て
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
彼

の
議
論
の
中
で
も
、
特
に
「
社
会
」
と
い
う
領
域
の
一
般
的
性
質
や
認
識

論
、
そ
れ
を
扱
う
学
問
的
方
法
論
な
ど
に
関
し
て
、
多
く
の
部
分
が
割
か

れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
ら
の
点
を
巡
っ
て
は
、
当
時
の
学
者
の
問
で
、
さ

ら
に
現
在
に
至
る
社
会
学
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
本
稿
の
視
角
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
理
論
上
の
概
念
規
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西洋政治思想史における E・デユルケム (2・完)

定
の
問
題
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
問
題
は
、
そ
れ
ら
の
議
論

の
土
俵
が
い
か
に
生
み
出
さ
れ
、
い
か
な
る
政
治
的
問
題
と
関
連
し
て
い

た
の
か
と
い
う
点
、
具
体
的
に
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
に
お
け
る

政
治
的
問
題
構
成
を
継
受
し
て
い
た
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
、
当
時
の
政
治
社
会

構
造
の
中
で
、
そ
の
実
践
的
関
心
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
概
念
化
し
た

「
社
会
」
が
い
か
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
探
る

こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
は
、
デ
ユ
ル

ケ
ム
が
十
九
世
紀
末
フ
ラ
ン
ス
「
社
会
」
を
い
か
に
認
識
し
た
の
か
、
さ

ら
に
そ
れ
と
関
連
し
て
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
近
代
「
社
会
」
像
を
い
か
に
構

想
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
以
下
に
お
い

て
は
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
直
面
す
る
具
体
的
な
歴
史
状
況
の
中
で
概
念
化
さ

れ
た
「
社
会
」
の
内
実
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
「
社
会
」
概
念
一
般
の
理

論
的
問
題
に
関
し
て
は
、
補
足
と
し
て
触
れ
る
に
と
ど
め
る
。

デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
社
会
学
」
は
生
涯
を
通
じ
て
発
展
し
て
お
り
、
「
社

会
」
概
念
に
も
重
要
な
変
遷
が
見
ら
れ
る
。
以
下
で
は
次
の
三
つ
の
時
期

に
区
分
し
て
考
察
を
行
い
た
い
。

(
一
)
初
期
一
『
社
会
分
業
論
』
段
階
(
l
一
八
九
一
二
)

(
二
)
中
期
一
『
社
会
学
的
方
法
の
規
準
』
か
ら
『
社
会
学
講
義
』

段
階
(
一
八
九
四
i
一
八
九
九
)

(
三
)
後
期
一
宗
教
社
会
学
段
階
(
一
九
O
O
|
)

と
こ
ろ
で
こ
の
区
分
に
関
連
し
て
、
こ
れ
ま
で
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
社
会
」

概
念
-
般
に
つ
い
て
は
、
特
に
パ

l
ソ
ン
ズ
以
来
次
の
よ
う
な
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
パ
!
ソ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の

「
社
会
」
概
念
は
、
観
察
可
能
な
経
験
的
事
実
と
い
う
実
証
主
義
的
な
意

味
か
ら
、
個
人
の
精
神
に
内
在
す
る
客
体
と
い
う
理
念
主
義

(Fag--5)

的
な
意
味
へ
と
移
行
し
、
後
期
の
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
い
て
両
者
の
立
場
が

混
在
し
て
い
る
、
と
言
、
つ
[
パ

l
ソ
ン
ズ

}
3
M
L混
旦
。
ま
た
ア
ロ
ン

の
解
釈
も
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
り
、
「
社
会
」
概
念
を
(
一
)
他
の

諸
現
象
を
規
定
す
る
社
会
環
境
、
(
二
)
理
想
の
源
泉
と
し
て
の
社
会
、

あ
る
い
は
献
身
・
信
仰
・
尊
敬
・
称
讃
の
対
象
と
し
て
の
社
会
、
と
い
う

こ
重
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
い
る
[
ア
ロ
ン
石
室
L
S
]
。

日

本

で
も
中
が
「
デ
ユ
ル
ケ
i
ム
に
よ
る
道
徳
問
題
へ
の
接
近
方
法
:
・
に
は
、

(
イ
)
道
徳
的
事
象
を
〈
物
〉
と
し
て
考
察
す
る
実
証
主
義
の
方
法
論
的

態
度
を
強
く
保
持
し
な
が
ら
、
(
ロ
)
倫
理
的
実
在
と
し
て
の
社
会
の
論

証
が
、
非
経
験
的
、
形
而
上
学
的
命
題
に
基
づ
い
て
深
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
論
述
が
あ
る
」
{
中
右
司
・
出
]
と
指
摘
し
て

(
I
)
 

い
る
。
い
ず
れ
の
指
摘
に
お
い
て
も
、
実
証
主
義
|
理
念
主
義
と
い
う

方
法
論
と
関
連
し
て
、
後
期
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
「
社
会
」
を
諸
価
値
の
源
泉

で
あ
る
宗
教
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
、
彼
自
身
の
思
想
傾
向
を
反
映
し
た

も
の
で
あ
り
、
「
社
会
」
概
念
の
拡
大
解
釈
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
義

北法49(3・173)669
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が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
は
本
稿
の
視
角
か
ら
す
る
と
、
ひ
と
ま
ず
次
の
よ
う
に
言
う
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、

『
社
会
分
業
論
』
に
お
け
る
「
機
械
的
連
帯
」
と
「
有
機
的
連
帯
」
の
区

別
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
分
業
の
進
展
し
た
近
代
社
会
と
伝
統
社
会
と
の

区
別
を
重
視
し
、
当
時
の
社
会
構
造
に
見
合
っ
た
組
織
の
再
編
を
行
う
と

い
う
実
践
的
関
心
と
結
び
つ
い
た
理
論
提
起
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
て
後
期
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
宗
教
研
究
を
中
心
と
し
て
、
道
徳
や
「
社
会
」

の
歴
史
的
に
不
変
な
性
質
を
探
ろ
う
と
試
み
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ

で
の
課
題
は
、
主
に
初
期
・
中
期
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
近
代
「
社
会
」
像
を
中

心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
後
期
の
宗
教
社
会
学
は
そ
れ
ら
と
関
連

す
る
限
り
に
お
い
て
触
れ
る
程
度
に
と
ど
め
、
そ
の
理
論
的
評
価
に
は
立

ち
入
ら
な
い
こ
と
に
し
た
い
。

(
ご
初
期
一
『
社
会
分
業
論
』
(
|
一
八
九
三
)
段
階

功
利
、
主
義
的
「
社
会
」
観
を
否
定
し
、
他
方
で
ル
ソ
l
的
共
和
制
に
見

ら
れ
る
画
一
的
な
「
社
会
」
観
に
対
す
る
批
判
意
識
か
ら
出
発
し
て
い
た

デ
ユ
ル
ケ
ム
の
課
題
は
、
高
度
の
分
業
化
と
い
う
構
造
に
見
合
っ
た
「
社

会
」
モ
デ
ル
を
い
か
に
提
示
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

『
社
会
分
業
論
』
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
の
が
、
「
機
械
的
連
帯

(
8
E
E尽
ヨ
恥

n
S
5
5
)
」
と
対
比
さ
れ
る
「
有
機
的
連
帯
(
目
。
一
広
告
忠

。ぉ
S
E
E
m
)
」
と
い
う
「
社
会
」
モ
デ
ル
で
あ
る
。
ま
ず
「
機
械
的
連
帯
」

と
は
「
類
似
か
ら
生
ま
れ
、
個
人
を
社
会
に
直
接
結
び
つ
け
る
連
帯
」

[
0
4
豆
]
で
あ
り
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
言
、
っ
と
こ
ろ
の
「
環
節
的
構
造

(
2
2
n
E
5
8加
5
2
E
B
)
」
[
U司
出
品
、
つ
ま
り
分
業
が
未
発
達
で
単

純
な
社
会
構
造
に
対
応
す
る
。
こ
こ
で
は
個
人
的
意
識
は
未
発
達
で
あ
り
、

個
人
は
画
一
的
な
「
集
合
意
識

(
n
S
5
2
8
8ロ
公
室
町
)
」
の
下
に
支
配

さ
れ
て
い
る
[
ロ
叶
】
c
o
w
-
u
R
]
。
こ
こ
で
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
の
は
、
単
純
な
経
済
構
造
を
有
し
共
通
の
習
俗
に
よ
っ
て
成
り
立
つ

よ
う
な
伝
統
的
共
同
体
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
ル
ソ
l
を
引
い
て
「
原
始
的

民
主
制
」
と
呼
ば
れ
る
「
社
会
」
も
こ
こ
に
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
一
方
分
業
の
進
展
に
よ
っ
て
こ
れ
に
代
わ
っ
て
生
じ
て
く
る
の

が
「
有
機
的
連
帯
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
互
い
が
異
な
る
こ
と
」
か
ら
生

じ
る
連
帯
で
あ
り
、
機
能
的
に
分
化
し
た
諸
部
分
と
調
整
作
用
を
行
う
中

心
機
関
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
組
織
的
社
会
(
凹

2
5私。
a
g広
ロ
)
」
に

対
応
し
て
い
る
[
ロ
↓

5
f
-
3』
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
は

成
員
に
共
有
さ
れ
て
い
る
「
集
合
意
識
」
は
抽
象
化
し
弱
体
化
し
て
お
り
、

「
社
会
」
の
内
実
は
分
業
に
よ
っ
て
生
じ
る
機
能
的
な
結
合
で
あ
る

[
U司
王
吋
]
。

そ
れ
で
は
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
十
九
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
は
い

~ヒ j去 49(3 ・ 174)670



西洋政治思想史における E・デュルケム (2・完)

か
な
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
当
時
の

社
会
を
、
「
機
械
的
連
帯
」
か
ら
「
有
機
的
連
帯
」
へ
の
過
渡
期
と
し
て

と
ら
え
て
い
た
。

「
我
々
の
社
会
は
、
歴
史
上
か
つ
て
先
例
を
見
な
い
速
さ
と
広
が
り

と
を
も
っ
て
、
環
節
的
類
型
か
ら
解
放
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
こ
の
環
節
的
類
型
に
対
応
す
る
道
徳
は
退
行
し
て
き
た
が
、
そ

れ
が
我
々
の
意
識
の
中
に
空
白
の
ま
ま
残
し
て
い
っ
た
領
域
は
、
他

の
道
徳
が
急
速
に
発
達
し
て
そ
れ
を
埋
め
合
わ
せ
る
ま
で
に
至
っ
て

い
な
い
o
」
[
匂
叶
ち
品

産
業
化
に
伴
う
急
速
な
社
会
構
造
の
変
動
に
よ
っ
て
、
従
来
の
伝
統
的
規

範
の
解
体
が
進
む
一
方
で
、
分
業
と
と
も
に
多
元
化
す
る
諸
機
関
の
活
動

を
規
制
す
べ
き
準
則
が
十
分
確
立
さ
れ
ず
、
無
規
制
な
状
態
(
「
ア
ノ
ミ
l

(SOB-o)
」
)
に
置
か
れ
て
い
る
[
ロ
叶
凶

84
き
凶
]
。
「
商
工
業
の
恐
慌
」

や
階
級
闘
争
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
生
じ
る
道
徳
的
混
乱
や
苦
痛
は
、
そ
の

よ
う
な
分
業
の
無
規
制
状
態
に
お
い
て
生
じ
る
「
異
常
」
な
事
態
で
あ
る

[
口
、
『
凶
主
『
]
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
十
九
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
を
、
来
る

べ
き
多
元
的
機
能
の
調
和
す
る
「
社
会
」
へ
至
る
途
中
の
混
乱
期
で
あ
る

と
考
え
て
い
た
。
将
来
進
む
べ
き
「
社
会
」
と
は
、
多
元
的
な
機
能
が
相

互
の
接
触
に
よ
っ
て
自
律
的
に
互
い
を
規
制
す
る
準
則
を
確
立
す
る
よ
う

な
モ
デ
ル
で
あ
り
、
国
家
は
「
全
体
の
精
神
と
共
同
連
帯
の
感
情
」
と
い

(2) 

う
一
般
的
な
理
念
を
想
起
さ
せ
、
諸
機
関
の
活
動
に
は
介
入
し
な
い
よ
う

な
一
機
関
に
す
ぎ
な
い

[
U
4
3
5。
こ
の
よ
う
な
「
社
会
」
を
実
現
す

る
た
め
に
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
「
ば
ら
ば
ら
の
ま
ま
の
運
動
の
中
で
衝
突
し

あ
う
諸
機
関
を
調
和
的
に
協
同
さ
せ
る
手
段
を
発
見
す
る
」

[
0
4
ち
凶
]

こ
と
を
提
起
す
る
の
で
あ
る
。

初
期
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な
「
社
会
」
観
に
は
、
後
の

議
論
の
萌
芽
が
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
国
家
を
統
治

機
関
と
し
て
で
は
な
く
一
般
的
理
念
を
体
現
す
る
機
関
と
し
て
と
ら
え
、

多
元
的
「
社
会
」
の
自
律
性
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
後
期
に
ま
で
連
な
る

一
貫
し
た
彼
の
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
「
分
業
論
』
を
も
っ

て
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
理
論
的
立
場
を
代
表
さ
せ
る
通
俗
的
解
釈
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
段
階
で
の
彼
の
議
論
に
は
ら
ま
れ
て
い
る
幾
つ
か
の
間
題
点

を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
第
一
に
、
「
有
機
的
連
帯
」

(
3
)
 

に
お
い
て
「
集
合
意
識
」
の
位
置
づ
け
が
暖
昧
な
点
で
あ
る
。
デ
ユ
ル
ケ

ム
に
よ
れ
ば
、
一
方
で
集
合
意
識
は
弱
体
化
し
て
い
き
、
個
人
に
対
す
る

「
共
同
信
仰
」
も
「
真
の
社
会
的
紐
帯
を
作
り
上
げ
は
し
な
い
」

[
U
↓
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zd
と
言
わ
れ
、
他
方
で
「
あ
ら
ゆ
る
社
会
は
道
徳
的
社
会
で
あ
る
」

「
協
同
も
ま
た
自
ら
の
内
的
道
徳
性
を
持
っ
て
い
る
」
[
り
叶

NS]
と
言

わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
有
機
的
連
帯
」
に
お
け
る
道
徳
は
、
連
帯
の

主
要
因
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
む
し
ろ
機
能
的
結
合
の
方
が
重
要
な
の
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か
、
と
い
う
点
、
さ
ら
に
「
有
機
的
連
帯
」
を
機
能
的
結
合
と
し
て
の
み

と
ら
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
功
利
主
義
的
社
会
観
と
本
質
的
に
ど
う
異
な

(4) 

る
の
か
、
と
い
う
点
が
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
功
利
主
義

を
批
判
す
る
際
「
契
約
は
・
:
社
会
か
ら
生
じ
る
契
約
の
規
制
力
が
あ
っ
て

初
め
て
可
能
で
あ
る
」
[
ロ
↓

3
3
と
述
べ
、
契
約
の
背
景
に
あ
る
規
範

の
共
有
を
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
の
立
場
を
貫
徹
す
る
な
ら
ば
、
「
機
械

的
連
帯
」
と
同
じ
く
「
有
機
的
連
帯
」
に
お
い
て
も
機
能
的
結
合
の
背
景

に
規
範
の
共
有
が
存
在
し
、
規
範
的
共
有
こ
そ
が
連
帯
の
基
盤
で
あ
る
と

主
張
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
「
機
械
的
連
帯
」
か
ら
「
有
機
的
連
帯
」
へ
の
移
行
が
社
会

の
規
模
の
拡
大
や
人
口
密
度
の
増
大
と
い
う
物
理
的
環
境
の
変
化
と
密
接

に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る

[
U叶
N

孟
旦
。
こ
の
こ
と
は
、
こ

の
時
期
の
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
「
社
会
」
を
物
理
的
環
境
の
反
映
と
し
て
と
ら

え
、
長
期
的
に
見
た
場
合
「
社
会
」
の
諸
機
能
は
与
え
ら
れ
た
環
境
に
合

わ
せ
て
調
和
し
て
い
く
と
想
定
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は

産
業
化
に
伴
、
っ
「
社
会
の
解
体
」
と
い
う
危
機
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
る

こ
と
を
妨
げ
る
認
識
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
時
期
の
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
ス
ペ
ン
サ
l
の
影
響
か
ら
脱
し
き
れ
ず
、

生
物
学
的
進
化
論
の
類
推
で
「
社
会
」
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強

か
っ
た
。
ま
た
功
利
主
義
的
社
会
観
か
ら
も
完
全
に
決
別
し
て
い
る
と
は

言
い
難
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
克
服
し
、
独
自
の
「
社
会
」
像
を
確
立

し
て
い
く
の
が
中
期
の
段
階
で
あ
る
。
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(
二
)
中
期
一
『
社
会
学
的
方
法
の
基
準
』
(
一
八
九
四
)
か
ら
『
社
会

主
義
論
』
(
一
八
九
五
|
九
六
)
、
「
自
殺
論
』
(
一
八
九
七
)
、

「
個
人
主
義
と
知
識
人
」
(
一
八
九
八
)
、
「
個
人
表
象
と
集

合
表
象
」
(
一
八
九
八
)
、
「
社
会
学
講
義
」
(
一
八
九
六
|

九
九
)
段
階

中
期
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
い
て
、
時
代
認
識
の
深
化
と
並
行
し
て
「
社
会
」

概
念
も
深
ま
り
、
思
想
史
上
新
し
い
「
社
会
」
概
念
の
確
立
と
と
も
に
、

自
ら
の
政
治
的
問
題
構
成
に
対
し
て
も
一
つ
の
解
答
が
与
え
ら
れ
る
。
以

下
で
は
ま
ず
「
社
会
」
概
念
一
般
に
お
け
る
初
期
か
ら
の
変
化
を
簡
略
に

指
摘
し
た
上
で
、
彼
の
近
代
「
社
会
」
観
の
内
実
を
検
討
し
た
い
。

「
社
会
」
概
念
一
般
が
『
社
会
分
業
論
』
か
ら
『
自
殺
論
』
に
か
け
て

変
化
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と

(

5

)

(

6

)

 

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
『
社
会
分
業
論
』
に
対
す
る
批
判

や
宗
教
へ
の
着
目
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
前
節

で
指
摘
し
た
よ
う
な
政
治
的
争
点
の
転
換
と
ほ
ぼ
重
な
る
時
期
に
、
デ
ユ

ル
ケ
ム
自
身
の
時
代
認
識
も
大
き
く
変
化
し
、
機
能
分
化
や
社
会
環
境
と

い
う
要
素
か
ら
、
道
徳
的
領
域
に
お
け
る
混
乱
そ
の
も
の
へ
と
視
点
の
置



丙洋政治思想、!とにおける E デユルケム(2・3己)

き
方
が
移
行
し
て
い
る
点
に
も
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
時
期

に
お
け
る
「
社
会
」
概
念
の
特
徴
は
、
次
の
二
点
に
集
約
で
き
る
。

第
一
に
、
「
社
会
」
が
成
員
に
共
有
さ
れ
た
「
集
合
意
識

(
n
S
5
2
8

8
宕
2
Z白
)
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
『
社
会
学
的

方
法
の
基
準
』
に
お
い
て
は
、
「
社
会
的
事
実
」
が
「
集
合
的
な
も
の
と

し
て
把
握
さ
れ
た
集
団
の
諸
信
念
、
諸
傾
向
、
諸
慣
行
」

[
U
E
央
官

E

S
諒
・
∞
]
と
定
義
さ
れ
る
。
さ
ら
に
『
社
会
主
義
論
』
に
お
い
て
は
、

サ
ン
・
シ
モ
ン
の
思
想
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
ど
の

よ
う
に
う
ま
く
秩
序
づ
け
ら
れ
た
社
会
組
織
で
も
、
経
済
的
諸
機
能
は
、

そ
れ
ら
を
凌
駕
し
抑
制
し
規
制
す
る
道
徳
的
力
に
服
さ
せ
な
け
れ
ば
、
調

和
的
に
協
働
し
え
な
い
し
、
均
衡
状
態
に
保
ち
得
な
い
」

[
r
N
N
3
こ

と
、
つ
ま
り
機
能
的
結
合
の
背
景
に
規
範
の
共
有
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
、
明
確
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
『
自
殺
論
』

で
は
、
「
社
会
」
の
構
成
要
素
が
よ
り
厳
密
に
以
下
の
よ
う
に
提
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
(
一
)
諸
個
人
、
(
二
)
物
質
に
よ
っ
て
具
現
化
さ
れ

た
社
会
生
活
(
建
築
物
、
交
通
路
、
機
械
、
書
き
言
葉
な
ど
て
さ
一
)
成

文
化
さ
れ
た
中
枢
的
規
範
(
宗
教
的
教
義
、
成
文
法
、
道
徳
な
ど
て
(
四
)

物
象
化
さ
れ
な
い
拡
散
し
た
集
合
生
活
、
の
四
つ
か
ら
成
る

Z
u
zー

(7) 

浅
丘
。
こ
の
う
ち
特
に
さ
一
)
の
よ
う
に
固
定
的
に
確
立
さ
れ
た
「
集
合

的
意
識
」
が
「
規
範
」
と
称
さ
れ
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
分
析
の
中
で
特
別
の

比
重
が
置
か
れ
る
が
、
合
二

1
(
四
)
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
拡
散

し
た
意
識
も
含
め
、
「
社
会
」
は
「
集
合
意
識
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

第
二
点
は
、
「
社
会
」
が
物
理
的
環
境
か
ら
自
律
的
な
存
在
と
し
て
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
も
時
期
に
よ
っ
て
強
弱

に
差
が
あ
る
が
、
最
も
鮮
明
に
指
摘
さ
れ
る
の
は
「
個
人
表
象
と
集
合
表

象
」
(
一
八
九
八
)
と
い
う
論
文
に
お
け
る
次
の
言
明
で
あ
る
。

「
一
切
の
社
会
意
識
の
原
料
は
、
社
会
的
要
素
の
数
・
こ
れ
ら
の
要

素
の
集
合
様
式
・
配
列
様
式
、
つ
ま
り
基
体
(
明

E
Z
E
)
の
性
質

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
表
象
の
最
初
の
基
礎
が
一
度
形
成

さ
れ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
表
象
は
・
:
部
分
的
な
自
律
性
を
有
す
る

存
在
と
な
り
、
そ
れ
自
体
に
固
有
の
生
活
を
営
む
。
」
[
印
可
お
]

つ
ま
り
「
集
合
表
象
」
(
集
合
意
識
が
眼
に
見
え
る
形
に
表
象
さ
れ
た
も

の
)
が
一
旦
形
成
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
物
質
的
環
境
の
変
化
に
よ
ら
ず
自

律
性
を
有
し
た
存
在
と
な
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
社
会
規
模
の
拡
大

や
人
口
密
度
の
増
大
に
よ
る
分
業
の
進
展
が
新
し
い
「
集
合
意
識
」
を
生

む
と
し
て
も
、
そ
れ
が
す
ぐ
さ
ま
安
定
し
た
社
会
関
係
を
も
た
ら
す
保
障

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
初
期
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
見
ら
れ

た
楽
観
主
義
は
放
棄
さ
れ
、
「
集
合
意
識
」
そ
れ
自
体
の
運
動
や
結
合
の

あ
り
方
が
模
索
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

jヒ法49(3・177)673 
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こ
こ
で
「
社
会
」
と
等
置
さ
れ
る
「
集
合
意
識
」
と
い
う
概
念
に
つ
い

て
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
説
明
を
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
よ
れ

ば
、
そ
れ
は
個
人
的
意
識
が
結
合
し
て
生
ま
れ
る
集
合
的
な
傾
向
や
規
範

に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
特
徴
は
、
一
旦
成
立
す
る
と
個
々
人
に
「
外
在

(
2
5
4
2
5」
し
、
個
人
の
意
識
や
行
為
を
「
拘
束
」
す
る
、
と
い
う

点
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
社
会
」
は
現
実
に
個
人
に
先
立
っ
て
存
在
し

[
戸
三
品
]
、
ま
た
個
人
と
比
較
し
て
ほ
と
ん
ど
外
部
に
等
し
い
ほ
ど
の

「
巨
大
さ
」
を
有
し
て
お
り
[
印
U

U

4

、
さ
ら
に
個
人
の
意
志
に
反
し
て

で
も
あ
る
規
範
を
強
制
し
、
そ
れ
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
「
制
裁

(
8
)
 

(
目

g
n
E口
)
」
を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
下
豆
沼

'E]。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
集
合
意
識
」
と
し
て
の
「
社
会
」
は
、
個
人
か
ら

(
9
)
 

独
立
し
た
「
一
種
独
特
の
実
在
(
『
R-)
」
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

以
上
中
期
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
社
会
」
概
念
一
般
の
特
徴
を
指
摘
し
た
。

次
に
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
近
代
「
社
会
」
像
を
検
討
す
る
。

「
社
会
」
を
「
集
合
意
識
」
と
と
ら
え
る
中
期
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
と
っ
て
、
伝

統
社
会
か
ら
近
代
社
会
へ
の
再
編
は
、
社
会
構
造
や
結
合
形
態
の
転
換
に

と
ど
ま
ら
ず
、
成
員
に
共
有
さ
れ
社
会
的
紐
帯
と
な
る
規
範
内
容
の
再
編

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
規
範
の
内
容
を
最
も
鮮
明
に
示
し
て

い
る
の
が
、
「
個
人
主
義
と
知
識
人

(FEZEE-25m2FEE-m252)」

(
一
八
九
八
)
と
い
う
論
文
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
ド
レ
フ
ユ
ス
事
件

の
最
中
に
あ
っ
て
ド
レ
フ
ユ
ス
派
の
立
場
を
擁
護
す
る
意
図
を
持
っ
て
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
直
接
に
は
、
反
ド
レ
フ
ユ
ス
派
の
評
論
家

ブ
リ
ユ
ン
テ
ィ
エ

l
ル
(
回

2
5忌
お
)
が
個
人
主
義
を
利
己
主
義
と
同

一
視
し
、
そ
れ
へ
の
批
判
を
展
開
し
た
こ
と
に
対
す
る
反
論
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
内
容
は
、
国
家
や
社
会
全
体
に
個
人
を
超
越
す
る
価
値
を
付

与
す
る
伝
統
的
な
集
合
主
義
的
規
範
と
、
ド
レ
フ
ユ
ス
大
尉
個
人
の
権
利

を
不
可
侵
の
も
の
と
す
る
新
し
い
規
範
と
の
激
し
い
対
立
状
況
を
背
景
と

し
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
自
身
が
後
者
の
規
範
の
側
に
す
一
つ
こ
と
を
鮮
明
に
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
近
代
社
会
を
再
編
成
す
べ
き
こ
と
を
宣
言
す
る
、
と
い
う

(
叩
)

も
の
で
あ
っ
た
。

北j去49(3・178)674

こ
の
中
で
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
「
個
人
主
義
」
を
二
つ
の
異
な
る
概
念
、

つ
ま
り
「
功
利
主
義
的
個
人
主
義

(
E
e
i
E住
吉
伸

PHE--Eお
)
」
と
「
道

徳
的
個
人
主
義
(
同

E
E
E色
白
ヨ

2
5『
包
)
」
と
に
区
分
す
る
[
印
〉

M
S』。

ま
ず
「
功
利
主
義
的
個
人
主
義
」
と
は
、
各
人
の
自
己
利
益
を
超
え
る
価

値
を
認
め
ず
、
社
会
を
私
的
利
益
の
追
求
と
交
換
の
体
系
と
見
な
す
考
え

方
で
あ
り
、
そ
の
代
表
的
論
者
と
し
て
は
ス
ペ
ン
サ
l
、
古
典
派
経
済
学

の
流
れ
を
継
承
す
る
ド
・
モ
リ
ナ
リ
(
己
O

Y

向。-ZE)
が
挙
げ
ら
れ
る

[
臼
〉

M
a
品。

こ
れ
に
対
し
て
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
と
は
、
次
の
四
点
を
特
徴
と
す
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る
よ
う
な
規
範
概
念
で
あ
る
。
①
「
抽
象
的
人
間
性
」
へ
の
賛
美
の
感
情
、

②
「
個
人
の
自
由
」
の
尊
重
、
③
宗
教
的
超
越
性
と
い
う
属
性
、
④
「
理

性
の
自
律
性
(
匝

Eggs-町
内
庁
宮
呂
田

c=)
」
「
自
由
検
討

(
-
5
5
2
5
8
)
」

に
よ
る
基
礎
づ
け
[
印
〉
M
晶子
M
S
]
0

す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
私
的
利
益
を

超
え
た
社
会
的
な
共
通
規
範
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
家
や
社
会
の
多
数
者

の
権
威
に
強
制
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
各
人
の
理
性
に
よ
る
自
律
的
な

反
省
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、

「
自
由
」
を
社
会
に
共
有
さ
れ
た
規
範
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

個
人
と
国
家
を
媒
介
す
る
中
間
領
域
に
お
い
て
、
個
人
か
社
会
か
、
個
人

主
義
か
集
合
主
義
か
と
い
う
こ
元
的
な
対
立
を
乗
り
越
え
る
「
社
会
」
概

念
を
提
起
し
、
そ
こ
に
新
た
な
秩
序
の
基
盤
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
論
文
で
彼
が
強
調
す
る
の
は
、
「
功
利
主
義
的
個
人
主
義
」

の
凋
落
と
は
逆
に
、
こ
の
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
が
ま
す
ま
す
広
く
社
会

に
浸
透
す
る
傾
向
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
十
八
世
紀
の
自
由

主
義
は
単
に
書
斎
の
理
論
や
哲
学
的
な
構
成
物
で
は
な
く
、
事
実
と
し
て

認
め
ら
れ
、
我
々
の
諸
制
度
や
習
俗
に
浸
透
し
て
今
や
我
々
の
生
活
全
体

に
溶
け
込
ん
で
い
る
」
[
印
〉

NS]
。
こ
こ
で
彼
は
「
道
徳
的
個
人
主
義
」

を
成
り
立
た
し
め
る
社
会
的
条
件
に
言
及
し
、
「
分
業
」
と
「
道
徳
的
個

人
主
義
」
と
の
必
然
的
な
結
び
つ
き
を
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。
「
分
業
」
の
進
展
に
伴
っ
て
個
々
人
の
意
識
は
多
様
化
し
、
既
存

の
習
俗
・
規
範
・
信
仰
か
ら
の
個
人
の
解
放
が
生
じ
る
。
た
だ
し
一
切
の

規
範
的
共
有
を
失
っ
た
「
社
会
」
は
統
合
の
解
体
し
た
状
態
に
他
な
ら
な

(
日
)

い
た
め
、
こ
こ
で
個
人
は
既
存
の
規
範
の
空
白
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
、

「
自
由
検
討
の
精
神
」
を
内
面
化
さ
せ
る
。
こ
の
「
自
由
検
討
」

1
理
性

に
基
づ
く
自
律
的
探
求
!
の
結
果
、
成
員
に
と
っ
て
唯
一
の
共
通
属
性
で

あ
る
「
人
間
性
」
が
、
社
会
的
紐
帯
と
し
て
の
超
越
的
価
値
を
付
与
さ
れ
、

共
通
規
範
と
し
て
内
面
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る

[印〉

5
2
1
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
こ
で
は
「
分
業
」
と
い
う
社
会
的

条
件
が
「
自
由
検
討
の
精
神
」
を
生
み
だ
す
こ
と
を
通
じ
て
、
「
道
徳
的

個
人
主
義
」
の
内
面
化
を
も
た
ら
す
、
と
主
張
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
説
明
は
、
中
期
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
近
代
「
社
会
」

像
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
を
成
立
さ
せ
る
社
会
的
条
件

を
十
分
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ

も
そ
も
こ
の
論
文
は
、
激
し
い
政
治
的
対
立
の
た
だ
中
に
お
い
て
、
直
接

的
な
実
践
的
帰
結
を
期
待
し
て
警
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
張
に
は

幾
分
か
の
留
保
を
付
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
実
際
こ
の
当
時
、
デ
ユ
ル

ケ
ム
が
民
衆
の
非
合
理
的
な
国
粋
主
義
に
対
し
て
「
道
徳
的
個
人
主
義
」

(ロ)

を
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
通
り
、
分
業
に

伴
っ
て
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
が
定
着
す
る
と
い
う
命
題
は
歴
史
的
に
実

(
日
)

証
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
自
身
も
、
以
下
に
示

北法49(3・179)675
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さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
こ
と
は
よ
く
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
道
徳

的
個
人
主
義
」
の
確
立
の
た
め
の
社
会
的
条
件
を
ど
こ
に
見
出
す
か
と
い

う
点
は
、
こ
の
段
階
の
彼
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
理
論
的
課
題
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
段
階
に
お
い
て
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
社
会
分
業
論
』
に
お
い
て
は
階

級
闘
争
な
ど
を
「
分
業
の
異
常
形
態
」
と
と
ら
え
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

彼
は
、
『
自
殺
論
』
の
段
階
に
至
る
と
、
大
規
模
な
産
業
化
の
進
展
に
よ

る
急
激
な
社
会
構
造
の
変
動
に
よ
っ
て
、
人
々
に
自
殺
を
引
き
起
こ
す
よ

う
な
危
機
的
な
精
神
状
態
が
「
慢
性
化
」
し
て
い
る
、
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
「
自
殺
の
増
加
が
示
し
て
い
る
の
は
、
現
代
の
文
明
の
発

展
の
栄
光
で
は
な
く
、
む
し
ろ
長
引
け
ば
危
険
を
招
き
か
ね
な
い
よ
う
な

危
機
と
混
乱
の
状
態
で
あ
る
」
百
台
品
。
彼
は
そ
の
精
神
状
態
を
「
ア

ノ
ミ

l

(曲
8
2
5
)
」
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
(
伺
m
c
g
B刊
)
」
と
い
う
二
つ
の
類
型

(
は
)

に
代
表
さ
せ
て
論
じ
て
い
る
。
以
下
、
両
者
の
う
ち
特
に
「
ア
ノ
ミ
l
」

概
念
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
時
代
認
識
が
ど
の
よ

う
な
形
で
「
政
治
」
の
構
想
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
「
エ
ゴ
イ
ズ

ム
」
と
は
、
社
会
の
統
合
が
弱
ま
る
に
つ
れ
て
偶
人
が
社
会
生
活
か
ら
切

り
離
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
「
社
会
的
自
我
に
逆
ら
い
、
そ
れ
を
犠
牲

に
し
て
個
人
的
自
我
が
過
度
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
な
状
態
」
[
∞
同
旦
を

意
味
し
て
い
る
。
こ
の
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
は
、
反
省
的
知
性
の
発
達
や

「
自
由
検
討
の
精
神
」
に
よ
っ
て
発
生
し
[
印
コ
】
]
、
社
会
の
統
合
が
衰

え
て
い
る
現
状
に
あ
っ
て
は
、
自
殺
を
も
た
ら
す
重
要
な
原
因
に
な
っ
て

い
る
百
合
丘
。
し
か
し
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
、
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
に
当
時
の

道
徳
問
題
の
本
質
を
見
て
い
た
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
を
生
み
出
す
知
性
や
科
学
は
「
む
し
ろ
科
学
の

北法49(3・180)676

誕
生
の
原
因
と
な
っ
た
当
の
破
壊
と
戦
う
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
武
器
で

あ
る
」
[
∞
コ
-
『
]
と
言
わ
れ
、
ま
た
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
の
定
着
は

あ
る
程
度
の
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
を
不
可
避
と
す
る
、
と
も
言
わ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
[
臼
さ
2
0
個
人
が
最
大
限
の
自
由
を
享
受
す
る
近
代
社
会

は
、
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
を
生
み
出
す
危
険
を
常
に
内
包
し
た
社
会
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
危
倶
し
て
い
た
の
は
、
経
済
活
動
に
付
随
す
る

「
ア
ノ
ミ

l
」
の
常
態
化
で
あ
っ
た
。
「
ア
ノ
ミ

l
」
と
は
、
個
人
が
社

会
的
規
範
の
影
響
力
か
ら
解
き
放
た
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
度
の
欲
求

に
さ
い
悩
ま
さ
れ
、
最
終
的
に
は
自
殺
に
ま
で
至
る
よ
う
な
状
態
百

(
日
)

M

∞
五
を
意
味
し
て
い
る
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
よ
れ
ば
、
私
的
利
益
の
追
求

を
規
制
す
る
規
範
の
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
人
は
絶
え
間
な
い
競
争
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と
決
し
て
満
た
さ
れ
な
い
渇
望
に
よ
っ
て
、
常
に
「
焦
燥
」
「
怒
り
」
「
憤

怒
」
「
生
一
般
へ
の
荒
々
し
い
非
難
」
の
状
態
へ
と
導
か
れ
る
こ
と
に
な

る
百
回
ニ
。
そ
し
て
ま
さ
に
、
十
九
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
と
は
、

経
済
活
動
が
既
存
の
規
範
か
ら
自
律
化
し
、
急
激
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
「
商
工
業
の
世
界
」
に
お
い
て
「
ア
ノ
ミ
l
」
が
慢
性
化
し

た
状
況
に
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
現
代
社
会
に
お
け
る
自
殺
の

恒
常
的
か
つ
特
殊
的
な
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
年
々
の
自
殺
率
を
現
状
の

よ
う
に
維
持
し
て
い
る
源
泉
」
で
あ
る
百
回
∞
]
。
さ
ら
に
経
済
活
動
が

社
会
生
活
の
大
部
分
を
占
め
る
近
代
社
会
で
は
、
経
済
領
域
に
お
け
る

「
ア
ノ
ミ
l
」
の
常
態
化
は
、
私
的
利
害
の
解
放
に
よ
っ
て
「
公
共
道
徳

の
失
墜
」
[
「
∞
己
]
を
招
き
、
「
習
俗
」
そ
の
も
の
を
「
恐
る
べ
き
危
機
」

(
日
)

に
陥
れ
て
い
る
、
と
一
言
わ
れ
る

[
U
4
S色。

こ
の
「
ア
ノ
ミ
l
」
概
念
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
い

て
社
会
的
規
範
の
拘
束
か
ら
逃
れ
た
個
人
は
、
決
し
て
「
自
由
」
な
存
在

で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
己
の
欲
求
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
存
在

基
盤
を
喪
失
し
た
非
自
律
的
存
在
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
と
っ
て
、
「
ア
ノ
ミ
l
」
の
慢
性
化
し
た
当
時
の
社
会

と
は
、
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
が
前
提
と
す
る
「
自
律
的
」
個
人
の
存
立

基
盤
自
体
が
掘
り
崩
さ
れ
た
状
況
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
分

業
の
進
展
が
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
を
確
立
で
き
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
な

の
だ
ろ
う
か
。
次
の
言
葉
に
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
考
え

て
い
た
こ
と
が
ら
が
、
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
個
人
主
義
が
個
人
主
義
で
あ
る
た
め
に
は
、
習
俗
や
社
会
機
関
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
現
実
に
浸
透
し
、

現
実
に
適
合
す
る
一
群
の
慣
行
や
制
度
を
作
り
出
す
こ
と
な
く
、
い

わ
ば
思
弁
的
夢
想
の
中
に
霧
散
し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

:
こ
れ
こ
そ
、
多
少
な
り
と
も
我
が
フ
ラ
ン
ス
の
個
人
主
義
の
場
合

に
当
た
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
・
:
個
人
主
義
的
道
徳
の
確
立
の

た
め
に
は
、
そ
れ
を
宣
言
し
た
り
、
立
派
な
体
系
に
す
る
だ
け
で
は

足
り
な
い
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
確
立
を
可
能
と
し
、
永
続
さ
せ
る
よ

(
げ
)

う
に
社
会
の
方
が
変
革
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
o
」

[
戸
∞
ま
]

「
問
題
は
、
個
人
主
義
を
補
完
し
拡
張
し
組
織
化
す
る
こ
と
で
あ

る
。
」
[
臼
〉

5
4
(
両
引
用
と
も
傍
点
引
用
者
)

「
道
徳
的
個
人
主
義
」
は
思
想
や
理
念
の
レ
ベ
ル
で
主
張
さ
れ
る
だ
け
で

は
、
「
習
俗
」
と
し
て
確
立
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
「
社
会
の
変
革
」
、

す
な
わ
ち
「
組
織
化
」
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
一
方
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
構

造
的
問
題
は
、
急
激
な
経
済
発
展
に
対
応
す
る
「
組
織
化
」
が
立
ち
遅
れ

た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
国
家
以
外
の
組
織
が
破

壊
さ
れ
、
そ
の
後
も
公
的
に
あ
ら
ゆ
る
「
組
織
化
」
の
動
き
が
規
制
さ
れ

jヒj去49(3・181)677
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て
き
た
と
い
う
歴
史
の
内
に
見
出
さ
れ
る
。

「
現
代
の
歴
史
的
発
展
の
特
徴
は
、
古
い
社
会
の
枠
組
み
を
次
か
ら

次
へ
と
全
て
一
掃
し
て
し
ま
っ
た
点
に
あ
る
。
そ
れ
は
あ
る
場
合
に

は
長
期
間
に
渡
っ
て
徐
々
に
、
あ
る
場
合
は
突
然
の
激
震
に
よ
っ
て
、

相
次
い
で
破
壊
さ
れ
た
の
だ
が
、
し
か
し
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
は
全

く
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
。
」
[
印
主
旦

し
た
が
っ
て
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
課
題
は
、
分
業
の
進
展
と
い
う
社

会
構
造
の
変
化
に
伴
う
「
道
徳
的
構
造
の
再
編
」
で
あ
り
、
そ
の
中
核
と

し
て
の
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
と
い
う
「
習
俗
」
を
確
立
す
る
た
め
の
、

社
会
組
織
の
再
建
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
デ
ユ
ル

ケ
ム
は
、
「
個
人
の
自
由
」
を
確
立
す
る
た
め
の
「
組
織
化
」
構
想
へ
と

向
か
う
こ
と
に
な
る
。

(
三
)
後
期
一
宗
教
社
会
学
段
階
(
一
九
O
O
|
)

後
期
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
宗
教
社
会
学
の
研
究
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗

教
の
本
質
は
「
社
会
」
に
他
な
ら
ず
、
ま
た
「
ほ
と
ん
ど
全
て
の
主
要
な

社
会
制
度
は
宗
教
か
ら
生
ま
れ
た
」
と
認
識
す
る
に
至
る
百
開
活
斗
』
。

こ
の
研
究
に
よ
っ
て
「
社
会
」
概
念
は
幾
つ
か
の
重
要
な
転
換
と
発
展
を

遂
げ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
研
究
方
向
が
転
換
し
た
理
由
や
そ
の
社

(
凶
)

会
理
論
上
の
-
評
価
は
措
き
、
初
期
・
中
期
の
近
代
「
社
会
」
像
に
関
連
し
、

そ
こ
で
暖
昧
に
認
識
さ
れ
て
い
た
点
を
よ
り
明
確
に
し
た
点
に
つ
い
て
の

~I: ì去 49(3 ・ 182)678

み
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
は
、
「
社
会
」
の
自
律
性
に
関
し
て
で
あ
る
。
中
期
の
段
階
で
強

調
さ
れ
た
「
社
会
」
の
「
外
在
性
」
「
拘
束
性
」
と
い
う
特
徴
に
代
わ
っ

て
、
こ
の
段
階
で
は
「
内
在
性
」
「
自
発
性
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
例
え
ば
一
九
O
六
年
の
「
道
徳
的
事
実
の
決
定
」
と
い
う
論
文
で
は
、

「
社
会
」
の
最
も
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
「
道
徳
」
の
特
質
と
し
て

「
義
務
室
町

5
5
の
観
念
」
の
み
な
ら
ず
「
善

(
Z
S
)
の
観
念
」
が

挙
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
が
「
神
聖
さ

(gnお
)
の
観
念
」
と
同
一
視

さ
れ
て
い
る
[
同
司
苫
品
。
こ
こ
で
「
神
聖
観
念
」
が
ひ
か
れ
る
の
は
、

「
道
徳
」
が
強
制
力
を
伴
う
「
義
務
」
の
み
な
ら
ず
、
自
発
的
に
希
求
さ

れ
る
「
善
」
の
観
念
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
「
道
徳
」
は

個
人
の
精
神
に
内
面
化
さ
れ
た
場
合
、
必
ず
し
も
拘
束
力
に
頼
ら
ず
と
も

自
発
的
に
遵
守
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
[
∞
同
二
令

∞
。
]
。
こ
の
よ
う
に
宗
教
研
究
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寸
集
合
意
識
」
と

し
て
の
「
社
会
」
は
、
価
値
の
源
泉
と
し
て
個
人
の
能
動
的
な
参
加
の
対

象
と
な
り
、
保
持
の
対
象
と
な
る
と
主
張
さ
れ
る
に
至
る
。
す
な
わ
ち
そ

の
外
在
的
な
権
力
か
ら
の
自
律
性
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
政
治
権
力
に
対
す
る
「
社
会
」
の
先
行
性
に
関
す
る
点
で
あ

る
。
例
え
ば
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
最
も
原
始
的
な
宗
教
と
さ
れ
る
ト
l
テ
ミ



ズ
ム
の
起
源
で
あ
る
非
人
格
的
な
力
の
概
念
を
「
力
の
観
念
(
ロ
邑

g
号

『

2
8
)
の
最
初
の
形
態
」
と
述
べ
[
目

SO]
、
さ
ら
に
そ
の
起
源
を

「
社
会
」
の
道
徳
的
権
威
に
求
め
て
い
る
[
明
開

N
3
1邑
唱
]
。
つ
ま
り
デ
ユ

ル
ケ
ム
は
、
宗
教
諭
を
通
じ
て
、
「
社
会
」
の
道
徳
的
権
威
の
中
に
権
力

の
生
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
と
ら
え
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

西洋政治思想史におけるE・デュルケム (2・完)

』
。
フ
レ
ー
ザ
ー
「
古
代
王
権
に
関
す
る
講
義
』
へ
の
書
評
論
文
に
お

い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

「
ブ
レ
ザ
ー
氏
が
公
的
な
魔
術
師
で
あ
り
政
治
的
首
長
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
言
う
人
物
は
、
よ
り
明
確
に
は
、
本
来
の
宗
教
的
司

祭
で
あ
り
首
長
で
あ
る
と
称
し
う
る
の
で
は
な
い
か
、
と
問
、
っ
て
み

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
」

[
U
E
持

FOE-申
$
一
色
ニ

つ
ま
り
古
代
王
権
に
お
い
て
は
、
政
治
的
支
配
者
と
宗
教
的
司
祭
が
同
一

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
政
治
的
支
配
者
が
分
化
し
た
[
芯
九
F
A
E
E
、
と
い

う
指
摘
で
あ
る
。
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
宗
教
研
究
を
経
る
こ
と

に
よ
っ
て
「
社
会
」
と
「
政
治
」
に
関
す
る
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
認
識
は
よ
り

明
確
に
な
っ
て
い
た
。
「
社
会
」
は
政
治
的
支
配
者
や
統
治
機
構
に
先
立
っ

て
存
在
し
、
そ
こ
に
権
力
を
付
与
す
る
基
底
的
領
域
で
あ
る
。
そ
の
反
面

と
し
て
、
「
社
会
」
に
根
を
下
ろ
さ
な
い
専
制
的
国
家
は
統
治
能
力
を
持

ち
え
ず
、
例
え
ば
ロ
シ
ア
に
お
い
て
「
国
家
の
活
動
は
根
な
し
で
表
面
的

で
あ
り
・
:
道
徳
制
度
の
根
底
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」

[ロロ「

5
2ヨ
]
吉
凶
一
M
凶
唱
]
と
い
う
認
識
が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。

第
三
は
、
「
社
会
」
の
維
持
統
合
に
あ
た
っ
て
、
制
度
や
象
徴
(
円
相
司
，

お
お
虫
色
。
ロ
)
の
持
つ
機
能
が
認
識
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

「
社
会
は
、
そ
の
統
合
と
人
格
性
と
を
形
作
っ
て
い
る
集
合
的
感
情

と
集
合
的
観
念
と
を
維
持
し
、
強
固
に
す
る
欲
求
を
、
二
疋
の
期
間

ご
と
に
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
道
徳
的
再
建
は
、
集

合
・
会
合
・
教
団
を
手
段
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
」
[
明
開

2
0
]

す
で
に
初
期
に
お
い
て
も
、
国
家
が
一
般
的
理
念
を
体
現
し
社
会
統
合
に

貢
献
す
る
と
い
う
視
点
は
存
在
し
て
い
た
が
、
宗
教
研
究
に
よ
っ
て
制
度

や
象
徴
の
果
た
す
役
割
が
具
一
体
的
に
認
識
さ
れ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
端

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

第
二
一
節

考
察

l
「
社
会
」
概
念
か
ら
「
政
治
」
論
へ

以
上
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
社
会
」
概
念
は
、
「
フ

ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
に
お
け
る
「
社
会
」
概
念
、
及
び
そ
の
政
治
的
問
題

構
成
と
、
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
の
全

体
の
議
論
の
流
れ
に
即
し
つ
つ
、
彼
の
「
社
会
」
概
念
に
は
ら
ま
れ
た
問

題
が
「
政
治
」
論
へ
と
引
き
継
が
れ
る
過
程
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を

加
え
る
。

北法49(3・183)679
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そ
も
そ
も
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
連
な
る
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
の
潮
流
に

お
い
て
、
「
社
会
」
は
国
家
に
対
抗
す
る
自
律
性
と
多
元
性
と
有
す
る
領

域
で
あ
り
、
な
お
か
つ
政
治
体
を
基
礎
a

つ
け
る
要
素
で
も
あ
る
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
「
社
会
」
概
念
に
お
い
て
、
自
由
を
中
核
と
す
る
フ
ラ
ン
ス

に
独
自
の
政
治
社
会
の
構
成
原
理
が
模
索
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀

フ
ラ
ン
ス
の
自
由
主
義
の
諸
思
想
は
、
ル
ソ

l
的
共
和
主
義
に
対
抗
し
つ

つ
、
さ
ら
に
自
然
権
の
よ
う
な
ア
プ
リ
オ
リ
な
原
理
に
依
拠
す
る
こ
と
な

く
、
自
由
の
基
盤
と
し
て
の
「
社
会
」
を
具
体
的
な
事
象
の
内
に
見
出
そ

う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
お
け
る
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
!
な

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
社
会
」
と
い
う
構
想
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
十
九
世
紀
末
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
社
会
構
造

の
変
動
は
、
従
来
の
「
政
治
」
と
「
社
会
」
の
と
ら
え
方
に
も
大
き
な
転

換
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
産
業
化
の
大
規
模
な
進
展
は
、

経
済
的
活
動
の
領
域
を
拡
大
さ
せ
、
社
会
の
構
成
を
複
雑
化
し
た
の
み
な

ら
ず
、
諸
個
人
の
生
活
様
式
や
結
合
関
係
を
も
変
化
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
諸
個
人
の
行
為
を
規
定
し
、
個
人
と
社
会
と
の
結
合
に
一

定
の
枠
を
は
め
て
い
た
伝
統
的
な
慣
習
・
規
範
が
崩
壊
を
始
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
政
治
体
の
基
礎
と
さ
れ
る
「
社
会
」
そ
れ
自
体
に
根
底
か
ら
の

再
編
が
も
た
ら
さ
れ
、
あ
る
い
は
解
体
の
危
機
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
社
会
学
」
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
社
会
構
造
に
お
い

て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
関
心
は
、
画
一
的
な

世
論
の
「
暴
政
」
お
よ
び
集
権
的
国
家
の
「
専
制
」
か
ら
個
人
を
守
り
、

多
元
性
の
調
和
し
た
安
定
的
で
自
由
な
社
会
を
導
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
の
潮
流
に
そ
の
ま
ま

依
拠
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
彼
は
同
時
に
、
産
業
化
の
イ
ン
パ

ク
ト
に
よ
っ
て
生
じ
た
道
徳
的
領
域
に
お
け
る
「
社
会
の
解
体
」
の
危
機

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て

彼
の
「
社
会
学
」
は
、
道
徳
的
領
域
に
お
い
て
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」

を
再
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
社
会
的
結
合
の
原
理

を
引
き
出
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ

と
は
具
体
的
に
、
次
の
点
に
お
い
て
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
「
集
合
意
識
」
と
し
て
の
「
社
会
」
と
い
う
領
域
の
自

律
性
が
、
そ
の
理
論
の
中
で
確
認
さ
れ
、
強
調
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
「
社
会
」
は
自
然
法
的
秩
序
に
規
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま

た
外
的
環
境
や
人
口
・
規
模
と
い
っ
た
物
理
的
条
件
か
ら
も
自
律
的
な
、

そ
れ
自
体
の
運
動
法
則
を
有
す
る
領
域
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、

「
社
会
」
が
物
理
的
な
力
に
基
づ
い
て
維
持
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
一
部

の
成
員
に
よ
る
恋
意
的
な
操
作
が
可
能
で
あ
る
よ
う
な
領
域
で
は
な
く
、

成
員
全
体
の
意
識
の
内
在
的
な
結
合
や
運
動
に
よ
っ
て
、
そ
れ
自
身
の
力
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で
存
立
す
る
領
域
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

第
二
に
、
伝
統
社
会
と
対
比
さ
れ
る
そ
の
近
代
「
社
会
」
像
に
お
い
て
、

最
大
限
の
多
元
性
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

二
つ
の
意
味
に
お
い
て
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
「
社
会
」
が
国

家
を
規
定
す
る
領
域
で
あ
る
と
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
性
と
一

般
性
と
を
体
現
す
る
と
さ
れ
る
国
家
に
対
し
、
「
社
会
」
と
い
う
領
域
が

分
離
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
社
会
」
の
多
元
性
が
保
持
さ
れ
て
い
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
「
社
会
」
の
内
実
で
あ
る
「
集
合
意

識
」
が
分
業
に
従
っ
て
多
元
化
し
、
ほ
と
ん
ど
共
通
の
要
素
を
持
た
な
く

な
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
多
元
性
を
引
き
受
け
る
も
の
と
し
て
、
近
代
「
社
会
」
に
お
け
る

中
核
的
な
価
値
理
念
と
さ
れ
る
の
が
、
「
個
人
の
自
由
」
で
あ
る
。
こ
こ

で
想
定
さ
れ
る
「
自
由
検
討
の
精
神
」
を
内
面
化
し
た
個
人
と
は
、
既
存

の
社
会
規
範
を
疑
い
自
己
形
成
を
自
律
的
に
追
求
す
る
合
理
的
な
存
在
で

あ
る
。
さ
ら
に
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
い
て
、
「
自
由
」
は
抽
象
的
原
理
の
レ

ベ
ル
で
は
な
く
、
具
体
的
な
「
習
俗

(
5
8
E
g
)
」
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て

と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
「
自
由
」
を
保
障
す
る
基
盤
を
制
度
や
機
構
の
み

な
ら
ず
「
習
俗
」
に
見
出
す
こ
と
は
、
明
ら
か
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の

「
一
般
精
神
」
論
、
ト
ク
ヴ
イ
ル
の
「
習
俗
」
論
を
引
き
継
ぐ
流
れ
の
上

に
あ
る
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
「
社
会
学
」
は
、
自
ら
「
法
と
習
俗
の
物
理
学

(
司
宮
司
師
同
』

E
m
a
g
B
B
E
a
m門
色
白
色
『
♀
同
)
」
と
も
言
い
換
え
て
い
る
よ
う
に

{
門
的
企
]
、
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
に
お
け
る
「
習
俗
」
へ
の
着
目
を

押
し
進
め
、
分
業
の
進
展
し
た
政
治
社
会
構
造
を
支
え
る
「
習
俗
」
を

「
科
学
」
的
に
探
求
す
る
も
の
と
し
て
、
新
た
に
創
出
さ
れ
た
学
問
体
系

に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

第
三
に
、
近
代
「
社
会
」
の
「
集
合
意
識
」
の
内
実
と
し
て
こ
の
「
自

由
」
を
内
包
し
て
成
立
す
る
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
と
い
う
社
会
規
範
が
、

同
時
に
唯
一
の
社
会
的
結
合
の
原
理
と
し
て
、
消
極
的
自
由
の
擁
護
に
と

ど
ま
ら
ず
、
政
治
体
を
構
成
し
そ
れ
を
基
礎
ξ

つ
け
る
も
の
と
も
さ
れ
て
い

る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
一
章
に
お
い
て
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
に

お
け
る
「
社
会
」
概
念
を
考
察
し
た
際
、
そ
れ
は
「
社
会
」
の
側
が
政
治

を
基
礎
づ
け
、
「
参
加
」
の
精
神
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
力
の
断
片

化
と
脱
中
心
化
と
い
う
企
図
の
内
に
部
分
的
に
共
和
主
義
的
自
由
の
観
念

の
再
生
を
試
み
て
い
る
、
と
す
る
リ
ク
タ
l
や
テ
イ
ラ
ー
の
指
摘
を
紹
介

し
た
。
こ
こ
で
前
提
に
さ
れ
て
い
る
自
由
で
能
動
的
な
偶
人
像
を
、
デ
ユ

ル
ケ
ム
は
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
と
い
う
規
範
に
お
い
て
見
出
そ
う
と
し

て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
道
徳
的
個
人
主
義
し
を
内
面
化
し
た
個
人
と
は
、

自
由
と
合
理
性
に
最
大
の
価
値
を
置
く
偶
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
へ

の
依
存
を
自
覚
し
他
者
と
の
共
感
を
有
す
る
点
で
、
「
社
会
」
へ
の
自
覚

(
川
口
)

的
な
参
与
者
で
も
あ
る
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
こ
の
よ
う
な
規
範
を
、
階
級
や

北法49(3・185)681
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職
業
に
よ
ら
ず
、
社
会
成
員
の
全
体
に
共
有
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
た
。
ま
た
そ
れ
は
近
代
社
会
に
お
け
る
唯
一
の
社
会
的
紐
帯
と
し
て
、

分
業
の
進
展
に
見
合
う
社
会
組
織
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
み
出

さ
れ
る
は
ず
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
い
て
道
徳
的
構
造
の
再
編
お
よ
び

「
政
治
」
の
再
構
成
は
、
こ
の
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
概
念
を
中
核
と
し
、

こ
の
規
範
を
確
立
し
具
体
化
す
る
た
め
の
社
会
組
織
の
再
編
と
し
て
構
想

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
個
人
主
義
が
個
人
主
義
で
あ
る
た
め
に
は
、
習
俗
や
社
会
機
関
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
現
実
に
浸
透
し
、

現
実
に
適
合
す
る
一
群
の
慣
行
や
制
度
を
作
り
出
す
こ
と
な
く
、
い

わ
ば
思
弁
的
夢
想
の
中
に
す
っ
か
り
霧
散
し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な

く
な
い
。
:
・
個
人
主
義
的
道
徳
の
確
立
の
た
め
に
は
、
そ
れ
を
宣
言

し
た
り
立
派
な
体
系
に
す
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
か
ら
で
あ
り
、
こ

の
確
立
を
可
能
と
し
、
永
続
さ
せ
る
よ
う
に
社
会
の
方
が
変
革
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
下
回
ま
]

こ
の
場
合
、
統
治
機
構
の
活
動
だ
け
が
特
別
祝
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

ル
ソ

l
批
判
お
よ
び
サ
ン
・
シ
モ
ン
へ
の
評
価
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、

「
道
徳
的
個
人
主
義
」
と
い
う
抽
象
的
・
一
般
的
規
範
を
多
元
的
社
会
に

お
い
て
棋
付
か
せ
る
た
め
に
は
、
国
家
と
個
人
、
全
体
と
個
別
と
の
聞
に

立
つ
媒
介
的
社
会
組
織
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
同
業
組

合
構
想
で
あ
る
。
こ
う
し
て
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
い
て
、
同
業
組
合
の
再
建

を
中
核
と
し
た
社
会
国
家
関
係
の
再
構
成
は
、
部
分
的
な
ト
ク
ヴ
ィ
ル

的
伝
統
の
継
受
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
彼
の
出
発
点
に
あ
る
実
践
的

問
題
関
心
と
道
徳
的
領
域
を
対
象
と
し
た
「
社
会
学
」
の
体
系
、
さ
ら
に

は
近
代
「
社
会
」
観
の
内
容
と
い
う
全
体
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
必
然

的
な
帰
結
で
あ
る
。
彼
の
国
家
論
が
抽
象
的
・
規
範
的
な
も
の
に
と
ど
ま

り
、
む
し
ろ
具
体
的
な
「
政
治
」
論
の
中
核
は
同
業
組
合
論
に
あ
る
の
も
、

こ
こ
に
原
因
が
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
に
お
い
て
は
、
以
上
の
問
題
構
成
を

は
ら
ん
だ
「
社
会
」
観
か
ら
す
る
「
政
治
」
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
再
構
成
が

い
か
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
か
、
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

北法49(3・186)682

第
二
章
第
二
、
三
節
註

(
1
)
そ
の
他
同
様
の
指
摘
は
[
富
島

[-3持
活
旦
な
ど
や
、
否
定

的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
な
い
が

[Ens-H3き
L
E
-
-
M
M
]
に
も

見
ら
れ
る
。
一
方
ギ
デ
ン
ズ
は
パ

l
ソ
ン
ズ
に
よ
っ
て
定
式
化
さ

れ
た
実
証
主
義
理
念
主
義
と
い
う
解
釈
図
式
に
対
し
、
初
期
と

後
期
の
一
貫
性
を
強
調
す
る
立
場
を
取
っ
て
い
る
[
ギ
デ
ン
ズ

右
∞
晶
一
-
∞
小
品
。

(
2
)
専
門
機
関
の
有
す
る
特
殊
な
意
識
に
対
す
る
社
会
全
体
に
共
有

さ
れ
た
集
合
意
識
を
指
し
て
い
る
。
詳
し
い
内
容
は
第
三
章
第
二



IRli羊政治思想、史における E・デユルケム(2・うと)

節
国
家
論
を
参
照
。

(
3
)
[
F
E
古田

-
3
w
-
a串
]
、

N
N中
]
等
参
照
。

(
4
)
ポ
ツ
ジ
は
こ
れ
を
「
功
利
主
義
的
な
契
約
モ
デ
ル
に
還
元
で
き

る
」
[
ポ
ツ
ジ
這
窓
口

g
p
コ
凶
]
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
「
社

会
分
業
論
」
の
中
で
も
前
半
部
と
後
半
部
に
は
記
述
に
ず
れ
が
あ

り
、
そ
う
言
い
切
る
こ
と
に
も
問
題
が
残
る
。

(

5

)

[

パ
l
ソ
ン
ズ
右
足
・
出
旦
、
[
北
川
右
宏
一
$
司
]
、

[Ens-凶

}唱∞-一
-
-
N
『叫]生子。

(
6
)
北
川
に
よ
れ
ば
「
社
会
分
業
論
』
を
発
表
し
た
後
ポ
l
ル
・
ジ
ヤ

ネ
(
喝
さ
こ
S
2
)
、
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ン
シ
ユ
ヴ
イ
ツ
グ
(
「

回
日
ロ
加
島
言
明
)
、
エ
リ
l
・
ア
レ
ヴ
イ
(
閃
'
出
色
?
可
)
ら
リ
ベ
ラ
リ

ス
ト
か
ら
機
械
論
・
決
定
論
と
い
う
批
判
を
受
け
、
デ
ユ
ル
ケ
ム

は
そ
れ
に
対
応
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
[
北
川
石
室
・
吋
宏
]
。

(
7
)
以
上
の
整
理
に
関
し
て
は
[
ポ
ツ
ジ
石
ま
斗
主
『
]
を
参
照
。

(8)
た
だ
し
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
こ
の
段
階
で
「
制
裁
」
を
「
事
実
に
内

在
的
な
特
質
で
あ
る
」
と
し
、
「
そ
の
証
拠
に
、
私
が
こ
れ
に
抵

抗
し
よ
う
と
す
る
や
否
や
、
強
制
は
事
実
と
な
っ
て
現
れ
る
」

[
F
ζ

お
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
言
明
は
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
こ
の

段
階
で
は
物
理
的
な
結
果
と
社
会
的
制
裁
と
を
区
別
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
後
に
な
る
と
、
あ
る
基
準

に
抵
触
し
た
際
の
帰
結
に
つ
い
て
、
「
違
反
行
為
の
機
械
的
帰
結

と
し
て
生
じ
る
」
悪
い
結
果
と
、
「
既
存
の
基
準
に
抵
触
す
る
と

[
Z
Z
Zニ
ヨ
凶
一
M
C
A

、
[
ギ
デ
ン
ズ
】
唱
∞
弘
一

い
う
こ
と
か
ら
生
じ
る
結
果
」
と
し
て
の
「
制
裁
」
と
を
区
別
す

る
よ
う
に
な
る
[
唱
き

'S]
。
前
者
は
例
え
ば
衛
生
基
準
を
破
る

こ
と
か
ら
病
気
に
か
か
る
よ
う
に
、
事
物
の
観
察
に
よ
っ
て
導
出

さ
れ
る
基
準
で
あ
る
が
、
後
者
は
事
物
の
性
質
と
は
関
連
し
な
い

社
会
的
世
界
に
お
け
る
規
範
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
違
い
を
認

識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
社
会
」
の
事
物
や
環
境
か
ら
自
律
し

た
性
格
に
対
す
る
認
識
は
一
層
深
化
す
る
。
な
お
[
パ

i
ソ
ン
ズ

]
3
M
・
5
申ム
M
M
]

も
参
照
。

(
9
)
「
実
在
」
と
い
う
語
の
意
味
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

「
そ
れ
[
社
会
現
象
の
基
体
、
引
用
者
]
は
あ
ら
ゆ
る
個
人
意
識

が
互
い
に
結
合
し
組
み
合
わ
さ
れ
て
形
成
さ
れ
る
基
体
で
あ
る
。

こ
の
基
体
は
部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
全
体
に
他
な
ら

な
い
か
ら
、
何
ら
実
体
的
な
も
の
す
号

E
R
m
)
で
も
な
け
れ

ば
、
本
体
論
的
な
も
の
で
も
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
れ
を
構
成

し
て
い
る
諸
要
素
と
同
じ
よ
う
に
実
在
的
な
も
の
(
芯
ろ
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
よ
[
印
凶

E
]

こ
の
言
明
に
よ
れ
ば
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
「
実
体
」
す
な
わ
ち
具
体
的

経
験
的
存
在
と
、
「
実
在
」
す
な
わ
ち
特
定
の
分
析
的
カ
テ
ゴ
リ
ー

上
で
の
存
在
と
を
区
分
し
て
い
る
。
「
社
会
」
と
は
経
験
的
実
体
で

は
な
く
諸
個
人
の
意
識
の
内
に
の
み
認
識
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
立
場
を
貫
徹
し
た
場
合
、
「
社
会
」
を
自
然
科
学
の
類

推
に
お
い
て
客
観
的
な
「
も
の
」
と
と
ら
え
る
方
法
論
と
は
矛
盾

を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
宗
教
研
究
を
経
る
こ
と
に
よ
っ

~l:法49(3 ・ 187)683
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て
、
修
正
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
「
社
会
」
と

は
、
諸
個
人
に
外
在
し
拘
束
を
加
え
る
「
も
の
」
で
あ
る
よ
り
も
、

諸
個
人
に
内
在
し
能
動
的
に
形
成
・
維
持
さ
れ
る
理
念
的
存
在
と

さ
れ
、
こ
の
理
念
を
表
象
す
る
も
の
と
し
て
象
徴
・
儀
礼
・
制
度

が
重
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
叩
)
時
代
背
景
等
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
さ
し
当
た

り

[
E
W
2
3唱
。
]
、
[
浜
口
寄
∞
⑤
]
、
[
宮
島
ヨ
ゴ
一

N5'N2]
を

参
照
。

(
日
)
も
し
諸
成
員
に
一
定
の
知
的
お
よ
び
道
徳
的
共
有
が
存
在
し
な

け
れ
ば
、
そ
の
社
会
に
凝
集
性
が
存
在
し
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
」

[
印
〉
出
ニ
と
す
る
こ
の
「
社
会
学
上
の
真
理
」
が
、
後
の
社
会

学
に
お
い
て
大
き
な
争
点
と
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

(
日
)
「
個
人
主
義
は
・
:
今
後
は
わ
が
国
の
道
徳
的
統
一
を
確
立
し
う
る

唯
一
の
信
条
体
系
で
あ
る
」
[
∞
〉
目
。
]
と
い
う
主
張
は
そ
の
こ

と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
論
文
自
体
が
、
「
道
徳
的

個
人
主
義
」
の
拡
張
と
い
う
歴
史
的
「
法
則
」
を
実
証
す
る
内
容

で
は
な
く
、
そ
の
確
立
を
呼
び
か
け
る
規
範
的
な
主
張
を
多
分
に

含
ん
だ
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

(
日
)
ハ

l
パ
マ
ス
の
デ
ユ
ル
ケ
ム
批
判
は
こ
の
点
に
向
け
ら
れ
る
。

「
社
会
シ
ス
テ
ム
の
分
化
の
進
展
と
統
合
力
あ
る
独
自
の
道
徳
の

形
成
と
の
間
に
は
因
果
連
関
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
テ
ー
ゼ
を
証
明
す
る
た
め
の
経
験
的
証
拠
は
、
ま
つ

た
く
見
当
た
ら
な
い
。
近
代
社
会
は
そ
れ
と
は
別
の
イ
メ
ー
ジ

を
提
供
し
て
い
る
。
高
度
に
複
雑
な
市
場
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

徹
底
的
分
化
は
、
有
機
的
連
帯
を
保
証
し
う
る
規
範
志
向
を
生

み
出
さ
な
い
ま
ま
に
、
伝
統
的
な
連
帯
を
破
壊
す
る
」
[
ハ
!
パ

マ
ス
一
双
山
プ
-
凶
品
。

た
だ
し
本
文
で
も
触
れ
る
と
お
り
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
も
「
分
業
」
と

「
道
徳
的
個
人
主
義
」
と
が
経
験
的
に
関
連
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
そ
こ
で
新
た
な
道
徳
を
一
般
化
す

る
た
め
の
社
会
的
組
織
、
つ
ま
り
同
業
組
合
の
再
建
を
「
政
治
」

的
課
題
と
す
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
点
に
つ
い
て
は
ギ
デ
ン
ズ
も

触
れ
て
い
る
[
ギ
デ
ン
ズ
石
ま
ゐ
邑
品
。

(
は
)
こ
の
「
ア
ノ
ミ

l
」
が
ト
ク
ヴ
イ
ル
の
言
、
っ
「
利
己
主
義

(
伺
加

0
5回
開
)
」
に
、
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
が
ト
夕
、
ヴ
イ
ル
の
言
、
っ
「
個

人
主
義

(
E
e
s
E包
百
回
開
)
」
に
そ
れ
ぞ
れ
酷
似
し
て
い
る
こ
と
は
、

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
ト
ク
ヴ
イ

ル
が
民
主
的
社
会
に
お
い
て
特
に
「
個
人
主
義
」
を
問
題
と
し
た

の
に
対
し
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
「
ア
ノ
ミ

l
」
を
産
業
化
の
進
展
す

る
社
会
に
特
徴
的
な
病
理
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
両
者
の
思
想

に
お
け
る
重
点
の
置
き
方
の
相
違
が
伺
え
る
。

(
日
)
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
「
ア
ノ
ミ

l
」
概
念
は

「
社
会
分
業
論
』
と
『
自
殺
論
』
と
で
は
相
違
が
あ
る
。
『
八
刀
業
論
』

で
は
、
諸
機
関
相
互
の
関
係
が
規
制
さ
れ
な
い
よ
う
な
状
態
を
意

味
し
て
い
る
が
、
『
自
殺
論
』
で
は
、
個
人
の
欲
求
を
抑
え
る
規
範

北法49(3・188)684



西洋政治思想史における E・デュルケム (2.完)

の
弱
体
化
し
た
状
態
を
意
味
し
て
い
る
。

(
日
)
こ
こ
で
「
ア
ノ
ミ
l
」
と
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
の
関
係
に
つ
い
て

補
足
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
こ
つ
の
概
念
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で

多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
特
に
両
者
を
概
念
的

に
区
別
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
、
し
ば
し
ば

な
さ
れ
て
き
た
(
例
え
ば
官
。

zs=
】

3
9
S旦
、
[
ポ
ツ
ジ

苫
ま
一

-gA
な
ど
)
。
確
か
に
「
社
会
統
合
」
と
「
規
範
的
拘
束

力
」
と
の
区
分
に
立
脚
す
る
こ
の
二
つ
の
概
念
的
区
分
に
は
、
暖

味
な
点
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
自
由
検
討
」

を
内
面
化
し
た
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
と
い
う
規
範
が
「
エ
ゴ
イ

ズ
ム
」
の
抑
止
に
は
機
能
し
な
い
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る
と
お
り

(
「
個
人
主
義
は
か
な
ら
ず
し
も
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
は
な
い
が
、
し
か

し
こ
れ
に
近
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
個
人
主
義
が
鼓
吹
さ

れ
る
と
ど
う
し
て
も
エ
ゴ
イ
ズ
ム
も
そ
れ
だ
け
発
達
し
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
」
[
臼
さ

S

i
こ
れ
と
は
逆
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
イ
ズ
ム
と
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
自
殺
率
の
差
を
論
じ
る
部
分
で
は
、

「
自
由
検
討
」
を
認
め
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
が
統
合
と
と

も
に
「
集
合
意
識
」

H
規
範
を
弱
体
化
さ
せ
て
い
る
と
論
じ
て
い

る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
記
述
も
見
受
け
ら
れ
る
百
ロ
ユ
が
、

後
に
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
「
自
由
検
討
」
を
内
包
さ
せ
た
「
道
徳

的
個
人
主
義
」
と
い
う
新
し
い
規
範
が
生
じ
た
と
指
摘
さ
れ
る

百
〉
出
N
3

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
点
は
修
正
さ
れ
て
い
る
)
、

デ
ユ
ル
ケ
ム
は
規
範
が
共
有
さ
れ
た
状
態
と
、
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
を

抑
止
す
る
よ
う
な
社
会
的
統
合
状
態
と
を
区
別
し
て
い
る
と
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
か
ら
伺
え
る
こ
と
は
、
デ
ユ
ル
ケ
ム

の
近
代
「
社
会
」
像
と
は
、
各
人
の
自
由
な
探
求
の
精
神
に
よ
っ

て
個
人
が
既
存
の
社
会
関
係
か
ら
離
脱
す
る
危
険
性
を
常
に
は
ら

ん
だ
、
き
わ
め
て
緩
や
か
に
統
合
さ
れ
た
社
会
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

(
げ
)
こ
の
状
況
認
識
は
ト
ク
ヴ
イ
ル
が
『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
民
主

制
』
の
中
で
述
べ
て
い
る
次
の
認
識
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
民
主
主
義
革
命
は
、
社
会
の
物
質
的
な
も
の
に
お
い
て
は
機
能

し
た
が
、
こ
の
革
命
を
有
効
な
も
の
と
す
る
の
に
必
要
な
法
律
、

理
念
、
習
慣

(
Z
Z
E
O閉
)
、
習
俗

(
B
a
z
g
)
に
お
け
る
変
化

を
も
た
ら
し
は
し
な
か
っ
た
。
」

30nss£
Z
3
2
一企

こ
こ
に
は
個
人
の
自
由
や
自
治
と
い
っ
た
理
念
の
基
盤
を
社
会
制

度
や
モ

l
レ
ス
と
い
っ
た
次
元
に
求
め
る
両
者
の
志
向
の
共
通
性

が
示
さ
れ
て
い
る
。

(
時
)
後
期
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
宗
教
に
着
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と

し
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
と
い
う
伝
記
的
事
実

(
[
E
n
g
-
H
S∞
-LM∞
旦
な
ど
)
や
、
特
に
教
育
方
針
を
巡
っ
て

カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
に
対
す
る
共
和
派
の
「
世
俗
化
」
が
推
進
さ
れ
、

伝
統
的
信
仰
の
解
体
が
も
た
ら
さ
れ
る
一
方
、
新
し
い
社
会
的
紐

帯
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
当
時
の
時
代
背
景
、
さ
ら

に
理
論
的
な
理
由
と
し
て
道
徳
の
内
在
性
、
自
発
性
、
制
度
の
役

割
に
関
す
る
認
識
の
深
ま
り
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
[
パ

l
ソ

北法49(3・189)685



研究ノート

ン
ズ
目
。
忠
一
-
出
'
N
ニ
]
、
[
〉
ぽ

H
E
E
2
3∞M
一
M
凶
凶

1
5
2
な
ど
多

数
)
o

本
稿
は
こ
の
う
ち
宗
教
研
究
に
よ
っ
て
最
終
的
に
到
達
さ
れ

た
「
社
会
」
観
の
み
に
着
目
し
て
整
理
す
る
。
彼
の
宗
教
諭
全
体

を
評
価
の
遡
上
に
乗
せ
る
作
業
は
本
稿
の
範
囲
を
超
え
る
た
め
、

こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。

(
四
)
た
だ
し
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
い
て
こ
の
「
参
加
」
や
「
自
発
性
」

の
契
機
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
よ
う
な
政
治
参
加
、
ヴ
オ
ラ
ン
ダ

リ
l
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
現
れ
る
こ
と
は
な
い
。
両
者

の
共
通
性
は
、
政
治
体
制
を
支
え
る
「
習
俗
」
へ
の
着
目
を
デ
ユ

ル
ケ
ム
が
独
自
の
「
社
会
」
概
念
の
確
立
に
よ
っ
て
押
し
進
め
た

と
い
う
点
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
先
の
「
政
治
」
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に

お
い
て
は
、
む
し
ろ
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
と
デ
ユ
ル
ケ
ム
と

の
「
断
絶
」
が
集
約
的
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
政
治
」
像
を
考
察
す
る
第
三
章
で
詳
し

く
検
討
し
た
い
。

第
三
章

「
社
会
」
概
念
に
よ
る
「
政
治
」
観
の
再
構
成

こ
れ
ま
で
の
叙
述
に
お
い
て
、
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
を
参
照
軸
と

し
た
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
政
治
思
想
の
文
脈
の
中
に
デ
ユ
ル
ケ
ム
を
位
置

づ
け
、
そ
の
「
社
会
」
概
念
に
は
ら
ま
れ
た
政
治
的
問
題
構
成
へ
の
対
応

を
、
読
み
解
い
て
き
た
。
第
三
章
で
は
、
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
た
上
で
、

デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
政
治
」
思
想
の
全
体
像
の
考
察
へ
と
進
む
こ
と
に
し
た
い
。

デ
ユ
ル
ケ
ム
の
政
治
論
全
般
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
す
で
に
ラ
ク
ロ

(
l
)
 

ワ
の
業
績
を
始
め
、
幾
つ
か
の
行
き
届
い
た
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ

れ
ら
の
業
績
の
中
で
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
デ
ユ
ル
ケ
ム

の
国
家
論
に
お
い
て
国
家
権
力
固
有
の
性
質
、
国
家
が
特
定
階
級
の
支
配

の
道
具
と
な
る
可
能
性
、
社
会
的
紛
争
や
対
立
の
深
刻
さ
な
ど
が
十
分
考

慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
国
家
の
中
立
性
や
道
徳
的
優
越
性
が
安
易
に
前

(2) 

提
に
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
本
章
で
は
、
そ
こ
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
国
家
論
を
中

心
と
し
た
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
政
治
論
に
関
す
る
評
価
、
お
よ
び
そ
の
現
代
的

意
義
に
触
れ
る
こ
と
は
し
ば
ら
く
措
き
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
た
点
に
依
拠
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
視
角
を
設
定
し
て
「
政
治
」

像
を
検
討
す
る
。

第
一
に
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
社
会
」
概
念
か
ら
帰
結
す
る
理
論
的
課
題

は
、
国
家
と
個
人
を
媒
介
す
る
中
間
領
域
で
の
「
組
織
化
」
に
置
か
れ
て

い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
お
い
て
、
デ
ユ
ル
ケ
ム

の
「
社
会
」
概
念
自
体
が
当
時
の
政
治
的
問
題
構
成
に
応
え
る
も
の
と
し

て
形
成
さ
れ
た
、
と
い
う
側
面
が
指
摘
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
考

察
の
対
象
と
す
る
「
政
治
」
像
と
は
、
必
ず
し
も
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
用
い
る

北i去49(3・190)686



「
政
治
」
と
い
う
概
念
に
限
定
さ
れ
ず
、
ま
た
国
家
の
み
を
指
す
も
の
で

は
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
「
社
会
」
と
国
家
と
の
関
係
づ
け
の
あ
り
方

全
体
を
含
む
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
「
政

治
」
の
概
念
を
厳
密
に
定
義
し
そ
の
領
域
を
定
め
る
こ
と
よ
り
も
、
「
社

会
」
概
念
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
そ
の
「
政
治
」
像
の
独
自
性
を
明
ら
か
に

両i羊政治思想史における E.テeユルケム (2・完)

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
に
、
そ
こ
で
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
最
も
重
要
視
さ
れ
る
組
織
が
同
業
組

(
3
)
 

合

(
8号
。
3
2
0
ロ
)
で
あ
り
、
こ
の
章
で
も
同
業
組
合
を
中
心
的
な
検
討

の
対
象
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
な

ぜ
同
業
組
合
が
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
同
時

代
に
見
ら
れ
た
他
の
議
論
と
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う

点
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
こ
で
の
「
政
治
」
的
役
割
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
、

国
家
と
は
ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

以
上
の
よ
、
つ
な
視
角
に
従
っ
て
、
以
下
同
業
組
合
構
想
(
第
二
郎
)
、

国
家
論
(
第
二
節
)
の
順
に
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
、
最
後
に
デ
ユ
ル
ケ

ム
の
「
政
治
」
像
を
ま
と
め
、
そ
の
展
望
に
つ
い
て
若
干
の
分
析
を
行
う

(
第
三
節
)
。

第
一
節

同
業
組
合
構
想

第
二
章
で
見
た
よ
う
に
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
当
時
の
「
社
会
」
を
大
き
な

変
動
の
渦
中
に
あ
る
不
安
定
な
状
態
と
見
な
し
て
い
た
。
特
に
中
期
の
段

階
で
は
、
「
社
会
の
解
体
」
の
危
機
が
強
く
意
識
さ
れ
、
何
ら
か
の
対
策

を
講
じ
る
こ
と
は
「
急
を
要
す
る
」
課
題
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
。
同
業

組
合
構
想
は
、
初
期
『
社
会
分
業
論
』
の
段
階
で
も
若
干
触
れ
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
は
中
期
の
段
階
、
す
な
わ
ち
そ
の
危
機
が
最
も
深

刻
に
認
識
さ
れ
た
段
階
に
、
繰
り
返
し
主
張
さ
れ
る
実
践
へ
の
提
言
で
あ

る
。
そ
れ
は
理
論
的
厳
密
性
よ
り
も
実
行
の
緊
急
性
の
方
が
重
視
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
具
体
的
な
制
度
論
と
し
て
は
不
十
分
な
も
の
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、
彼
の
「
社
会
」
概
念
に
は
ら
ま
れ
た
政
治

的
問
題
構
成
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
見
た
場
合
、
そ
れ
は
独
自
の
「
政
治
」

の
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
を
示
す
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
同
業
組
合
構
想
は
、
一
方
で
ト
ク
ヴ
イ

ル
の
中
間
集
団
論
を
受
け
継
い
だ
政
治
的
多
元
主
義
の
流
れ
の
中
で
、
他

方
で
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
政
治
体
制
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、
解
釈
さ
れ

(
4
)
 

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
幅
の
あ
る
解
釈
を
許
す
こ
と
自
体
が
、
同
業
組
合

構
想
に
、
容
易
に
理
解
し
が
た
い
多
様
な
契
機
が
は
ら
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
諸
契
機
に
配
慮
し
つ
つ
、
そ
こ
に

示
さ
れ
る
「
政
治
」
の
と
ら
え
方
を
、
で
き
る
限
り
統
一
的
に
把
握
す
る

よ
う
努
め
た
い
。

北i土49(3'191)687
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(
ご
特
徴

ま
ず
以
下
に
お
い
て
同
業
組
合
と
い
う
組
織
の
特
徴
と
、
同
時
代
の
議

論
の
中
で
同
業
組
合
構
想
の
占
め
た
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ま
と

め
て
お
く
。
そ
の
第
一
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
経
済

組
織
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
よ
れ
ば
、
川
口
世
紀
の
社

会
に
お
い
て
は
「
経
済
関
係
が
社
会
生
活
の
・
:
主
要
な
事
実
と
な
っ
て
」

[
印
。

3
3
お
り
、
社
会
統
合
の
基
盤
は
経
済
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
合
意
さ
れ
て
い
る
の
は
、
家
族
・
地
域
的
共
同

体
・
宗
教
と
い
っ
た
伝
統
的
な
集
団
に
依
拠
す
る
社
会
統
合
の
構
想
に
対

す
る
批
判
で
あ
る
。
一
八
九

0
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
制
に
お
い
て

は
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
由
放
任
主
義
を
批
判
し
原
子
化
し

た
個
人
を
「
組
織
化
」
す
る
様
々
な
構
想
が
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
家

父
長
制
的
な
家
族
や
地
域
社
会
を
強
調
す
る
伝
統
主
義
、
そ
れ
と
結
び
つ

い
て
宗
教
的
権
威
に
基
づ
く
秩
序
形
成
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
カ
ト
リ
シ

ズ
ム
の
主
張
は
、
当
時
議
会
勢
力
と
結
び
つ
い
て
、
二
疋
の
影
響
力
を
有

し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
次
の
よ
う
な
批
判
を
加
え

る
。
そ
れ
ら
は
社
会
的
諸
機
能
の
分
業
化
を
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
交
通
の

発
達
、
個
人
的
意
識
の
多
様
化
と
い
う
社
会
の
変
化
を
認
識
し
て
い
な
い
。

も
は
や
家
族
・
地
域
社
会
は
個
人
が
一
時
的
に
所
属
す
る
集
団
に
す
ぎ
ず
、

ま
た
宗
教
は
「
自
由
検
討
の
精
神
」
の
発
達
に
と
も
な
っ
て
そ
の
一
体
性

を
喪
失
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
は
、
個
人
の
所
属
の
基
盤
と
は

な
り
え
な
い
古
色
0
・
S
只
主
旦
。

さ
ら
に
、
同
業
組
合
へ
の
依
拠
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
に
見
ら

れ
た
よ
う
な
非
経
済
的
目
的
の
た
め
の
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ

l
・
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
、
自
ら
の
政
治
的
意
思
を
実
現
す
る
た
め
の
政
治
的
結
社
に
対

す
る
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
低
い
評
価
を
も
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
定
の

社
会
的
機
能
を
担
う
存
在
と
し
て
個
人
を
と
ら
え
る
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
と
っ

て
、
「
分
業
化
」
に
基
礎
を
置
か
な
い
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
l
・
ア
ソ
シ
エ

l

(5) 

シ
ヨ
ン
は
、
社
会
的
に
重
要
な
組
織
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
さ

ら
に
、
職
業
的
関
心
を
離
れ
た
あ
る
政
治
的
目
的
に
基
づ
く
結
社
の
形
成

に
関
し
て
は
、
個
人
が
国
家
の
具
体
的
活
動
に
関
心
を
持
ち
、
自
ら
の
意

思
を
直
接
国
家
に
反
映
し
よ
う
と
す
る
状
態
を
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
「
ア
ノ

ミ
i
状
態
に
由
来
す
る
」
異
常
な
状
態
、
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
考
慮

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
[
戸
山
-
全
]
。
そ
れ
は
「
本
来
個
人
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
役
割
」
で
あ
り
、
現
に
普
通
選
挙
制
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な

い
の
は
、
個
人
に
そ
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

[
「
∞
己
ユ
。
む
し
ろ
個
人
に
必
要
な
こ
と
は
、
「
自
ら
の
職
業
的
関
心
に

没
頭
」
し
な
が
ら
適
切
な
代
表
者
を
選
ぶ
こ
と
に
他
な
ら
な
い
[
広

北j去49(3・192)688

E
ニ。以上
の
よ
う
に
し
て
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
同
業
組
合
に
着
目
し
た
こ
と
は
、
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彼
が
社
会
の
「
分
業
化
」
を
重
視
し
、
偶
人
を
抽
象
的
存
在
と
し
て
で
は

な
く
、
特
定
の
社
会
的
機
能
を
担
う
存
在
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
こ
と
を

(6) 

示
し
て
い
る
。

た
だ
し
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
単
に
経
済
組
織
に
お
け
る
「
分
業
」
の
み
を

重
視
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
同
業
組
合
の
特
徴
と
し
て
注
意
さ
れ
る

べ
き
第
二
の
点
は
、
そ
れ
が
個
人
の
全
人
格
を
包
摂
す
る
伝
統
的
な
同
業

組
合
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
代
デ
ユ
ル
ケ

ム
だ
け
で
な
く
、
「
社
会
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
の
中
に
も
、
家
父
長
制
的
な

家
族
と
伝
統
的
な
同
業
組
合
と
を
宗
教
的
権
威
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
社
会
全
体
を
有
機
体
的
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
構
想
が
見
ら
れ
た

[オ
l
ベ
l
ル

3
3一
凶

-
0
・
出
。
]
。
そ
れ
に
対
し
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
「
同

業
組
合
を
か
つ
て
の
ま
ま
の
姿
で
再
建
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
問
題
外

で
あ
る
」
と
し
、
そ
れ
が
権
威
主
義
的
な
原
理
を
有
し
た
個
人
を
包
摂
す

る
集
団
と
な
ら
な
い
よ
う
、
「
国
家
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
」
べ
き
こ
と
を

強
調
す
る

[
5
ゴ
]
。
同
業
組
合
が
国
家
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
は
、

宗
教
的
権
威
に
対
し
て
国
家
の
権
威
を
対
抗
さ
せ
る
と
い
う
意
味
だ
け
で

な
く
、
さ
ら
に
次
の
二
点
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
に

は
、
後
に
見
る
よ
う
に
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
を
実
現
す
る
機
構
と
し
て

国
家
を
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
業
組
合
を
個
人
主
義
的
原
理
に
基

づ
く
組
織
へ
と
「
社
会
化
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
国
家
と

同
業
組
合
を
相
互
に
捻
抗
す
る
集
団
と
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

相
互
抑
制
の
中
に
同
業
組
合
に
属
す
る
個
人
の
自
由
の
保
障
を
見
出
そ
う

と
す
る
こ
と
で
あ
る
(
以
上
は
第
二
節
を
参
照
)
。

さ
ら
に
、
同
業
組
合
の
特
徴
の
第
三
と
し
て
、
そ
れ
が
経
済
組
織
で
あ

る
と
同
時
に
道
徳
的
組
織
で
も
あ
る
点
が
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

デ
ユ
ル
ケ
ム
は
「
社
会
」
の
機
能
分
化
の
進
展
を
承
認
し
た
上
で
、
社
会

統
合
を
機
能
的
な
結
合
と
組
織
化
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
背
後
に
あ
る

規
範
的
共
有
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
見
な
し
て
い
る
。
同
業
組
合
は
、

経
済
的
機
能
分
化
に
対
応
す
る
組
織
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
む
し

ろ
そ
こ
で
意
識
の
多
様
化
し
た
諸
個
人
の
道
徳
的
な
所
属
基
盤
と
な
り
、

「
ア
ノ
ミ

l
」
を
抑
止
す
る
と
い
う
点
に
、
重
要
性
が
見
出
さ
れ
て
い
る

[
「
∞
ミ
]
。
し
た
が
っ
て
同
業
組
合
構
想
は
、
経
済
的
利
害
対
立
に
よ
っ

て
貫
徹
さ
れ
た
組
織
に
基
づ
く
個
人
の
「
組
織
化
」
の
構
想
|
す
な
わ
ち
、

自
由
放
任
主
義
の
下
で
の
資
本
形
成
・
企
業
の
組
織
化
や
、
そ
れ
と
対
抗

す
る
労
働
者
階
級
の
組
織
化
と
い
う
構
想
ー
と
も
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
革
命
的
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ズ
ム
の
主
張
す
る
よ
う
な
、
階
級
意
識
に

立
脚
し
た
労
働
組
合
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
る
。

「
労
働
者
を
生
産
者
に
還
元
す
る
こ
と
は
一
つ
の
抽
象
で
あ
る
。
労

働
者
の
属
す
る
知
的
・
道
徳
的
生
活
と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
る
0

・
:
労
働
者
を
生
産
者
で
し
か
な
い
と
述
べ
る
こ
と
は
、
過
去
の
経
済

~tì去49(3 ・ 193)689
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主
義
者
の
誤
謬
を
犯
す
こ
と
で
あ
り
、
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
と
い

う
古
め
か
し
い
観
念
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
よ
[
∞
〉
お
酌
]

こ
こ
で
は
労
働
者
と
資
本
家
を
別
個
の
階
級
に
分
け
る
見
方
に
対
し
、

「
社
会
」
に
共
通
す
る
規
範
の
存
在
が
対
置
さ
れ
る
。
「
社
会
」
を
階
級

的
利
害
対
立
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
組
織
に
基
づ
い
て
「
組
織
化
」
す
る

(7) 

こ
と
は
、
彼
の
「
社
会
」
観
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
同
業
組
合
の
特
徴
と
は
、
経
済
活
動
を
中
心
と

し
た
「
分
業
」
化
に
対
応
し
、
意
識
の
多
元
化
し
た
諸
個
人
の
精
神
的
な

帰
属
の
場
と
な
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
伝
統
主
義
、
カ
ト

リ
シ
ズ
ム
、
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
、
社
会
主
義
な
ど
と
は
異
な
る
社
会
統

合
の
構
想
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
こ
で
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
よ

う
な
同
業
組
合
の
「
組
織
化
」
に
よ
っ
て
、
既
存
の
政
治
像
に
い
か
な
る

転
換
が
も
た
ら
さ
れ
、
国
家
と
の
関
係
は
い
か
に
描
か
れ
る
の
か
、
と
い

う
点
で
あ
る
。

(
二
)
政
治
的
役
割

同
業
組
合
の
政
治
的
役
割
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
最
も
着
目
さ
れ
て
き

た
の
は
、
国
家
と
の
対
抗
と
い
う
側
面
で
あ
っ
た
。
確
か
に
デ
ユ
ル
ケ
ム

の
「
政
治
」
像
の
大
き
な
特
色
は
、
複
雑
化
し
た
近
代
「
社
会
」
が
、
国

家
に
よ
る
直
接
的
介
入
の
不
可
能
な
領
域
と
見
な
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。

「
国
家
は
い
わ
ば
一
般
的
で
単
純
な
作
業
を
行
う
た
め
に
作
ら
れ
た

鈍
い
機
械
で
あ
る
。
国
家
の
活
動
は
常
に
画
一
的
で
、
限
り
な
く
多

様
な
個
々
の
事
情
に
従
う
こ
と
も
、
そ
れ
に
順
応
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
:
・
労
働
時
間
、
保
健
衛
生
、
賃
金
、
あ
る
い
は
保
険
や
救
済

の
事
業
が
問
題
に
な
る
時
、
善
意
の
人
々
は
ど
こ
に
お
い
て
も
同
じ

困
難
に
直
面
す
る
。
何
ら
か
の
規
則
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
、
規
則

の
柔
軟
性
の
欠
如
か
ら
、
そ
れ
を
経
験
的
に
適
用
す
る
こ
と
に
困
難

が
生
じ
る
の
で
あ
る
よ

3
S
R
]

ル
ソ

l
批
判
の
紹
介
の
部
分
で
も
見
た
通
り
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
課
題
の
一

つ
は
、
肥
大
化
し
た
「
社
会
学
的
怪
物

(
B
g
a
g
g忘
8
2】}晶
5
5
)
」

[
0
4
虫
色
]
で
あ
る
国
家
の
抑
圧
か
ら
、
個
人
の
自
由
を
守
る
、
と
い

う
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
同
業
組
合
構
想
と
は
、
「
社

会
」
の
側
の
自
律
的
な
組
織
化
に
よ
っ
て
国
家
の
過
重
な
機
能
を
引
き
受

け
、
そ
の
権
力
を
「
分
権
化
」
す
る
「
職
業
的
分
権
化

2
2
5
r邑
g

北it49(3・194)690

官

cragsm}ぽ
)
」
[
∞
主
。
]
の
構
想
で
あ
る
。
具
体
的
に
同
業
組
合
に

よ
っ
て
担
わ
れ
る
権
限
と
は
、
労
働
協
約
・
賃
金
配
分
・
産
業
衛
生
な
ど

の
労
働
条
件
や
財
の
配
分
に
関
す
る
立
法
化
、
労
使
紛
争
の
調
停
、
貧
困

層
の
救
済
や
共
済
と
い
っ
た
社
会
保
障
活
動
、
さ
ら
に
社
会
教
育
・
文
化

活
動
な
ど
で
あ
る
下
回
ゴ
唱
。
叶
言
え
]
o

言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
問
題
化

し
て
い
た
立
法
・
司
法
・
行
政
の
領
域
に
渡
る
「
社
会
問
題
」
全
般
へ
の
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そ
こ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
権
限
を
担
う
同
業
組
合
の
政
治
的
役
割
と
は
、
「
社
会
」
に

権
力
を
浸
透
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
国
家
に
対
し
て
詰
抗
関
係
に
立
ち
、

個
人
の
自
由
を
保
障
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

「
国
家
と
い
う
集
合
力
が
個
人
を
解
放
す
る
存
在
た
り
う
る
た
め
に

は
、
そ
れ
自
ら
が
桔
抗
力
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
国
家
は
他
の
集
合

力
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
・
:
二
次
的
集
団
に
よ
っ
て
制
約
を
受
け
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
:
・
社
会
的
諸
力
の
こ
の
葛
藤
の
中
か
ら
こ
そ
、

伺
人
の
自
由
は
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
」

[
F
M
A
W
∞3

「
こ
の
結
果
に
至
る
[
国
家
を
正
常
な
状
態
に
戻
す
引
用
者
]
た

め
の
手
段
は
、
国
家
の
影
響
力
に
服
し
て
は
い
る
が
、
国
家
の
外
部

に
あ
り
社
会
の
内
部
に
あ
る
よ
り
(
地
域
的
・
職
業
的
に
)
限
定
さ

れ
た
集
団
、
し
か
し
確
固
と
し
て
構
成
さ
れ
、
中
央
権
力
の
侵
入
に

対
抗
す
る
に
十
分
な
個
性
と
自
律
性
と
を
備
え
た
集
団
の
存
在
で
あ

る
。
個
別
人
を
解
放
す
る
の
は
、
中
央
の
統
制
機
関
に
よ
る
抑
制
で
は

な
く
、
多
元
的
な
中
心
部

(
n
g
q
g
B
E
z
-
-
2
)
が
相
互
に
協
力
し

服
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
中
心
部
を
多
元
化
す
る
こ
と

(BE--

吾
--220ロ
)
な
の
で
あ
る
o
」

[
U
E
5
2
B
3
a
L
ゴ
]
(
全
て
傍
点

は
引
用
者
)

こ
こ
に
は
国
家
の
「
専
制
し
に
対
す
る
多
元
的
「
社
会
」
の
掠
抗
と
い
う
、

「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
か
ら
引
き
継
が
れ
た
政
治
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
最

も
鮮
明
に
一
不
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
業
組
合
構
想
は
、
国
家
対
「
社
会
」
と
い
う
図
式

に
よ
っ
て
説
明
が
尽
く
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
業
組
合
は
他
方
で
国

家
と
「
結
び
つ
け
ら
れ
」
、
国
家
の
活
動
を
基
礎
づ
け
る
「
現
代
政
治
組

織
の
基
礎
」
[
ロ
叶
民
三
]
と
な
る
、
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
の
「
社
会
」

概
念
に
は
ら
ま
れ
た
政
治
的
問
題
構
成
か
ら
帰
結
す
る
、
こ
の
同
業
組
合

の
両
義
的
役
割
こ
そ
が
、
同
業
組
合
構
想
の
分
か
り
に
く
さ
と
独
自
性
を
、

最
も
良
く
示
す
も
の
で
あ
る
。

「
政
治
組
織
の
基
礎
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
第
一
に
、
単
純
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
既
存
の
地
域
的
区
分
に

代
わ
っ
て
、
同
業
組
合
が
国
家
を
構
成
す
る
代
表
者
の
選
出
機
関
と
な
る

こ
と
で
あ
る
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
の
利
害
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
労
働
者
が
よ
く
通
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
労
働
者
は
、
同
業

組
合
の
共
通
の
問
題
を
最
も
適
切
に
処
理
で
き
る
人
々
を
選
ぶ
こ
と

に
関
し
て
は
、
無
能
で
は
な
い
。
他
方
、
同
業
組
合
が
議
会
に
送
り

込
む
代
表
者
は
専
門
的
能
力
を
も
っ
て
そ
こ
に
参
加
し
、
こ
の
議
会

は
と
り
わ
け
相
互
の
職
業
間
の
関
係
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
く
構
成
さ

」ヒ法49(3・195)691
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れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
」

F
∞
己
ユ

こ
の
典
型
的
な
職
能
代
表
制
の
構
想
は
、
当
時
の
政
治
状
況
の
中
で
、

方
で
フ
ラ
ン
ス
の
「
ボ
ナ
パ
ル
テ
イ
ズ
ム
的
伝
統
」
に
象
徴
さ
れ
る
民
衆

勢
力
と
、
他
方
に
お
け
る
革
命
的
社
会
主
義
と
い
っ
た
反
議
会
勢
力
に
対

抗
し
、
「
普
通
選
挙
制
」
の
「
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
」
第
三
共
和
制

に
あ
っ
て
[
戸
田
己
斗
、
代
表
制
を
維
持
す
る
た
め
の
改
革
の
構
想
だ
っ

た
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
同
業
組
合
を
「
政
治
組
織
の
基
礎
」

に
置
く
と
い
う
こ
と
は
、
代
表
制
度
の
改
革
の
み
を
意
味
す
る
も
の
で
は

ご
、
a

コ

:o

J
h
d

，
刀
て
ナ
人

そ
の
第
二
の
意
味
は
、
同
業
組
合
が
国
家
と
個
人
を
媒
介
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
「
民
主
制
」

l
国
家
と
諸
個
人
の
問
で
の
絶
え
ざ
る
「
よ
り
緊

密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
[
門
的
-
M
M
]
l

を
実
質
的
に
成
り
立
た
し

(
8
)
 

め
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
業
組
合
が
「
政
治
組
織
の
基
礎
」
と
な

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
代
表
制
の
基
盤
と
な
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国

家
と
個
人
の
不
断
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
可
能
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
と
い
う
規
範
を
生
み
だ
し
、
社
会
に
根

付
か
せ
る
、
と
い
う
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
た
。
同
業
組
合
を
道
徳
的
組

織
と
し
て
と
ら
え
た
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
国
家
と
の
関
係
、
「
組
織
化
」
、

「
民
主
制
」
と
い
っ
た
政
治
に
関
わ
る
問
題
を
、
社
会
規
範
の
確
立
と
い

う
契
機
に
よ
っ
て
捉
え
直
し
、
同
業
組
合
の
段
も
重
要
な
政
治
的
役
割
を
、

そ
の
点
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
道
徳
的
一
体
性
を
有
し
た
同
業
組
合
か
ら
選
出
さ
れ
た

代
表
者
が
議
会
を
構
成
す
る
と
、
そ
こ
に
お
い
て
「
自
ず
と
社
会
の
統
一

性
」
が
「
自
覚
」
さ
れ
る
下
回

-3]
。

「
こ
の
統
一
性
は
、
以
上
の
よ
う
に
し
て
緊
密
に
接
触
す
る
こ
と
に

な
る
様
々
の
職
業
の
代
表
者
た
ち
の
問
に
成
立
す
る
諸
関
係
か
ら
、

自
然
と
生
ま
れ
て
く
る
に
違
い
な
い
。
」
下
回
己
叶
]

こ
う
し
た
「
社
会
」
の
多
元
的
諸
要
素
の
自
生
的
な
「
内
的
連
帯
」
の
結

果
、
国
家
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
る
べ
き
道
徳
的
「
権
威

(
g
g忌
臥
)
」
が

確
立
さ
れ
る
[
ロ
司
混
同
]
。
そ
し
て
い
っ
た
ん
創
出
さ
れ
た
「
一
般
的
」

意
識
は
、
個
人
や
集
団
の
「
特
殊
主
義
」
的
意
識
に
対
し
て
働
き
か
け
、

「
共
通
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
の
考
え
」
を
人
々
の
中
に
「
目
覚
め
」
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う

3
3
2
0

同
業
組
合
の
確
立
に
よ
っ
て
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
描
か
れ
た
「
政
治
」
の
ヴ
イ

ジ
ョ
ン
と
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
と
「
社
会
」
の
聞
の
不
断
の
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
「
循
環
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
た
社
会
規
範
の
確

立
と
、
個
人
の
意
識
の
陶
冶
で
あ
っ
た
。

「
統
治
権
力
は
も
は
や
自
己
完
結
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
や
め
、

社
会
の
深
層
に
ま
で
降
り
て
き
て
そ
こ
で
新
し
く
形
成
し
直
さ
れ
、

ま
た
出
発
点
に
立
ち
戻
っ
て
い
く
。
い
わ
ゆ
る
政
治
の
世
界
で
起
こ

北法49(3・196)692
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る
事
柄
が
万
人
に
観
察
さ
れ
統
制
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
観
察
や
統
制
、

そ
こ
か
ら
生
じ
る
反
省
の
結
果
が
、
統
治
の
世
界
に
反
作
用
を
及
ぼ

す
o

」
[
ロ
ニ
凶
]

さ
て
‘
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
な
「
政
治
」
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
見
た
場
合
、

そ
れ
は
具
体
的
な
構
想
と
し
て
、
社
会
の
「
自
律
性
」
の
強
調
に
も
関
わ

ら
ず
、
実
質
的
に
は
国
家
の
パ
タ
!
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
権
力
行
使
を
容

認
す
る
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
抱
か
れ
る
。
こ
の

点
を
検
討
す
る
た
め
に
、
以
下
一
八
九
0
年
代
の
第
三
共
和
制
に
お
い
て

「
公
定
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
L

と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
い
た
、
レ
オ
ン
・
ブ

ル
ジ
ョ
ア
(
忠
o=
図
。

E
G
g
-日
)
を
主
導
者
と
す
る
「
連
帯
主
義
(
印
急
含
l

号
ヨ
)
」
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
と
の
比
較
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
両

者
の
構
想
は
と
も
に
、
自
由
放
任
主
義
と
革
命
的
社
会
主
義
の
双
方
の
聞

に
立
っ
て
、
漸
進
的
な
社
会
改
革
を
主
張
し
、
特
に
反
教
権
主
義
的
な
道

徳
的
価
値
を
掲
げ
て
社
会
統
合
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で

国
家
は
道
徳
的
価
値
を
実
現
す
る
機
構
と
し
て
認
識
さ
れ
る
、
と
い
う
共

通
点
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
連
帯
主
義
に
よ
れ
ば
、
社
会
は
個
人
の
「
疑
似
契
約
(
宮
古

ngE

(
9
)
 

E
円
)
」
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
個
人
は
自
由
に
先
立
つ
社
会

的
義
務
を
負
っ
て
お
り
、
諸
個
人
の
自
由
な
競
争
関
係
よ
り
も
、
友
愛
に

基
づ
く
栢
互
依
存
関
係
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
第
一
が
連

帯
、
次
が
平
等
も
し
く
は
正
義
:
・
、
最
後
に
自
由
。
私
に
と
っ
て
は
、
以

(
凶
)

上
が
三
つ
の
理
念
の
必
然
的
な
順
序
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
具
体

的
な
政
策
と
し
て
は
、
自
由
放
任
主
義
と
革
命
的
社
会
主
義
の
双
方
に
対

抗
す
る
折
衷
的
な
社
会
改
良
主
義
、
つ
ま
り
社
会
的
連
帯
を
実
現
す
る
た

め
の
国
家
に
よ
る
社
会
介
入
的
な
立
法
が
主
張
さ
れ
る
o

例
え
ば
労
働
時

間
の
短
縮
、
労
働
者
へ
の
住
宅
の
供
給
、
労
働
組
合
な
ど
の
結
社
の
自
由

の
承
認
、
公
的
援
助
、
累
進
課
税
、
社
会
教
育
の
積
極
的
な
推
進
等
で
あ

る
。
こ
う
し
て
連
帯
主
義
は
、
思
想
の
上
で
は
友
愛
に
基
づ
く
自
発
的
な

結
社
の
集
積
と
し
て
社
会
を
と
ら
え
つ
つ
も
、
現
実
政
治
の
舞
台
に
お
い

て
は
、
国
家
に
よ
る
社
会
へ
の
積
極
的
な
介
入
を
正
当
化
す
る
イ
デ
オ
ロ

(
日
)

ギ
ー
と
な
る
の
で
あ
る
。

デ
ユ
ル
ケ
ム
の
同
業
組
合
構
想
は
、
連
帯
主
義
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

国
家
の
活
動
領
域
の
拡
大
に
よ
る
社
会
へ
の
介
入
、
と
い
う
方
向
性
と
異

な
る
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
指
摘
の

通
り
、
両
者
の
間
に
明
確
な
線
を
引
く
証
拠
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ

(ロ)

る
と
も
壬
一
守
え
る
。
た
だ
し
両
者
の
構
想
の
具
体
的
内
容
を
詳
細
に
検
討
し

た
時
、
少
な
く
と
も
次
の
二
点
に
お
い
て
は
、
両
者
の
聞
に
は
デ
ユ
ル
ケ

ム
の
思
想
の
特
徴
を
明
確
化
す
る
上
で
無
視
し
え
な
い
相
違
が
見
出
さ
れ

る
、
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
に
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
構
想
に
お
い
て
実
際
に
社
会
改
革
の
立
法
活

jヒ法49(3・197)693
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動
、
相
互
扶
助
、
専
門
的
な
社
会
教
育
を
行
う
主
体
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、

同
業
組
合
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
連
帯
主
義
が
こ
れ
ら
の
活
動
を

行
う
主
体
を
国
家
と
想
定
し
て
い
た
の
に
対
し
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
構
想
は

国
家
が
多
元
化
し
た
「
社
会
」
に
深
く
介
入
す
る
力
を
持
た
な
い
こ
と
を

強
調
す
る
点
に
お
い
て
、
む
し
ろ
「
社
会
」
の
側
の
自
律
的
組
織
化
に
期

待
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
点
は
、
次
の
第
二
の
相
違
に
も
深
く
関
連
し
て
い
る
。
連
帯
主
義

を
主
導
し
た
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
が
急
進
社
会
党
を
代
表
す
る
政
治
家

と
し
て
、
一
八
九
六
年
に
首
相
を
経
験
し
た
の
を
始
め
、
政
治
の
舞
台
で

活
躍
し
た
の
に
対
し
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
わ
ず
か
な
例
を
除
け
ば
、
政
治
的

実
践
に
深
く
関
与
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
違
い
は
一
体

何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
議
会
政
治
に
対
す
る
デ
ユ
ル

ケ
ム
の
次
の
よ
う
な
と
ら
え
方
が
、
そ
の
根
拠
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
当

時
の
議
会
政
治
を
「
見
せ
か
け
だ
け
の
も
の
」
と
し
、
そ
の
成
果
を
「
偶

(
日
)

然
の
集
ま
り
か
ら
で
き
あ
が
っ
た
も
の
」
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
は
代
議

士
の
個
人
的
な
利
害
関
心
や
気
質
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
、
「
社
会
」
に
深

く
根
付
い
た
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。
彼
の
関
心
は
、
議
会
政
治
に
参
画

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
の
立
法
活
動
に
よ
る
社
会
変
革
を
も
た
ら
す
こ

と
に
は
な
く
、
む
し
ろ
「
社
会
」
の
道
徳
的
構
造
を
再
編
し
、
そ
の
こ
と

を
通
じ
て
国
家
と
「
社
会
」
の
関
係
や
、
「
政
治
」
の
あ
り
方
自
体
を
根

本
的
に
再
編
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
が
現
実
政
治

に
関
わ
る
こ
と
に
禁
欲
的
で
あ
り
続
け
た
の
は
、
そ
の
関
心
が
非
政
治
的

で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
現
状
の
ま
ま
で
は
政
治
が
機
能

し
え
な
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
デ
ユ

ル
ケ
ム
と
連
帯
主
義
と
の
〈
実
践
〉
に
対
す
る
態
度
の
相
違
は
、
「
政
治
」

の
と
ら
え
方
自
体
に
内
在
す
る
本
質
的
な
思
想
的
分
岐
点
を
示
す
も
の
で

(
凶
)

あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
以
上
の
議
論
を
整
理
し
よ
う
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
同
業
組
合
構
想

は
、
「
政
治
」
組
織
の
中
核
を
、
国
家
で
は
な
く
同
業
組
合
に
期
待
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
方
で
経
済
的
領
域
に
お
け
る
「
分
業
化
」

と
い
う
社
会
条
件
に
立
脚
し
つ
つ
も
、
他
方
で
諸
機
能
の
「
分
業
化
」
に

よ
る
多
元
化
を
越
え
た
、
社
会
的
な
共
通
規
範
を
生
み
出
す
た
め
の
「
道

徳
的
」
な
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
媒
介
組
織
で
あ
っ
た
。
ま
た

そ
れ
は
、
一
方
で
国
家
に
対
抗
す
る
「
社
会
」
の
自
律
性
を
体
現
し
、
保

障
す
る
組
織
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
「
自
発
的
に
」
生
み
出
さ
れ

た
一
般
的
意
識
を
「
社
会
」
に
根
づ
か
せ
、
諸
個
人
の
意
識
を
陶
冶
す
る

組
織
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
同
業
組
合
構
想
は
、
「
分
業
」
と
「
統

合
」
、
「
自
由
」
と
「
組
織
化
」
と
い
っ
た
様
々
な
意
味
に
お
け
る
両
義
性

を
引
き
受
け
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
、
家
族
や
地
域
共
同
体
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
、

北j去49(3・198)694



自
発
的
結
社
、
政
治
的
結
社
、
社
会
主
義
、
連
帯
主
義
な
ど
と
異
な
り
、

同
業
組
合
の
み
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
課
題

を
自
ら
引
き
受
け
た
か
ら
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

西洋政治思想史における E・デュルケム(2・完)

(
三
)
問
題
点

し
か
し
な
が
ら
こ
の
構
想
は
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
も
の
と
し
て
は
、

幾
つ
か
の
無
視
し
え
な
い
問
題
点
を
残
し
て
い
る
。
以
下
二
点
に
わ
た
っ

て
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
は
、
同
業
組
合
と
そ
こ
に
所
属
す
る
個
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
で

あ
る
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
個
人
の
所
属
す
べ
き
集
団
一
般
で
は
な
い
に
せ

よ
、
「
政
治
的
組
織
」
と
し
て
は
、
同
業
組
合
の
み
を
想
定
し
て
い
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
個
人
は
同
業
組
合
を
通
じ
て
の
み
、
国
家
と
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
自
ら
の
政
治
的
意
思
を
表
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
根
拠
は
、
特
定
の
社
会
的
役
割
を
離
れ
た
「
抽

象
的
個
人
」
な
る
も
の
は
存
在
し
え
な
い
、
と
い
う
彼
の
確
信
と
と
も
に
、

現
代
に
お
け
る
社
会
生
活
の
主
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
は
、
肥
大
化

し
機
能
分
化
し
た
経
済
活
動
に
あ
る
、
と
い
う
彼
の
認
識
に
求
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
個
人
の
道
徳
的
多
元
化
が
、
経
済
的
領
域
で
の
「
分

業
」
に
還
元
さ
れ
る
、
と
い
う
の
は
根
拠
の
な
い
想
定
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
「
分
業
」
の
進
展
が
同
時
に
、
既
存
の
あ
ら

ゆ
る
社
会
規
範
を
疑
う
「
自
由
検
討
の
精
神
」
を
生
み
出
し
、
そ
れ
を
内

面
化
し
た
自
律
的
な
個
人
を
生
み
出
す
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
う
だ

と
す
れ
ば
、
「
分
業
」
が
生
み
出
す
も
の
は
単
な
る
役
割
の
分
化
ー
そ
の

前
提
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
よ
り
上
位
の
目
的
に
よ
っ
て
調
和
し
統

合
さ
れ
う
る
、
と
い
う
想
定
が
あ
る
ー
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
根
源
的
な
、

上
位
の
目
的
に
は
包
摂
不
可
能
な
価
値
の
多
元
化
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
同
業
組
合
へ
の
加
入
が
強
制
で
あ

る
か
自
発
的
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
「
私
に
と
っ
て
こ
の
問
題
は
ほ
と
ん

ど
興
味
の
な
い
も
の
で
あ
る
」
[
ロ
叶
ぷ
]
と
述
べ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

「
同
業
組
合
体
制
が
成
立
し
た
時
か
ら
、
孤
立
し
た
ま
ま
の
個
人
は
あ
の

無
力
な
状
態
に
と
ど
め
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
強
制
さ
れ
る

必
要
も
な
く
、
個
人
は
自
ら
そ
こ
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
る
」
[
ロ
叶
ぷ
]

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
言
明
は
、
同
業
組
合
へ
の
強
制
的
な
所
属
に
よ
っ
て

抑
圧
さ
れ
る
「
個
人
の
自
発
性
」
の
領
域
が
存
在
し
う
る
こ
と
を
、
デ
ユ

ル
ケ
ム
が
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
上
位
の

目
的
へ
の
包
摂
が
不
可
能
で
あ
る
よ
う
な
多
元
化
し
た
価
値
を
有
す
る
偶

人
が
、
そ
の
政
治
的
意
思
の
表
明
の
機
会
を
同
業
組
合
と
い
う
組
織
の
枠

に
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
自
発
的
な
意
思
表
明
へ
の
抑
圧
と
し
て
も
働
き

う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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以
上
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
同
業
組
合
構
想
は
、
個
人
と

集
団
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
問
題
を
有
し
て
い
た
と
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
社
会
的
諸
機
能
の
「
分
業
」
化
は
、
経
済
的
領
域

に
限
ら
ず
|
そ
れ
が
最
も
重
要
で
あ
っ
た
と
し
て
も
様
々
な
層
で
の

役
割
の
分
化
を
同
時
に
引
き
起
こ
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
が

「
政
治
的
組
織
」
を
同
業
組
合
に
一
元
化
し
た
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
変

化
に
対
す
る
過
渡
的
な
、
極
め
て
不
十
分
な
対
策
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は

(
日
)

な
か
っ
た
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

第
二
は
、
同
業
組
合
と
国
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
デ
ユ
ル
ケ

ム
の
構
想
に
よ
れ
ば
、
各
同
業
組
合
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
者
に
よ
る
議

会
で
の
交
流
の
結
果
、
国
家
は
道
徳
的
権
威
と
役
割
を
与
え
ら
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
経
済
的
機
能
分
化
に
基
づ
い
た
組
織
の
代
表
者
が
、
い
か

に
し
て
道
徳
的
合
意
を
生
み
出
し
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
利
害
の
対

立
や
駆
け
引
き
、
権
力
を
用
い
た
抗
争
に
陥
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

プ
ロ
セ
ス
自
体
の
問
題
は
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
い
て
正
面
か
ら
問
わ
れ
て

ミ

了

、

3

B
V
ナ

hd-ν
以
上
の
点
を
別
の
観
点
か
ら
述
べ
る
と
、
次
の
よ
う
な
疑
問
と
も
つ
な

が
る
。
同
業
組
合
は
、
国
家
へ
の
桔
抗
と
、
国
家
の
影
響
力
へ
の
服
従
と

い
う
、
雨
義
的
な
役
割
を
担
う
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
も
そ
も
、
こ

の
二
つ
の
役
割
は
同
一
の
組
織
に
お
い
て
両
立
し
う
る
も
の
な
の
だ
ろ
う

(
日
山
)

か
。
両
立
し
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
か
に
し
て
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
見
た
場
合
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
構
想
に
は
よ
り
一
般
的
な
レ

ベ
ル
に
お
い
て
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
問
題
が
は
ら
ま
れ
て
い
る
と
言
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
社
会
的
諸
機
能
の
「
分
業
化
」
に
基
づ
く

「
組
織
化
」
の
構
想
は
、
必
然
的
に
そ
れ
に
見
合
う
道
徳
を
生
み
だ
し
う

る
の
か
否
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
換
言
す
れ
ば
次
の
よ
う
に

も
表
現
で
き
る
。
当
時
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
経
済
的
領
域
で
の
「
分
業
化
」

に
対
応
し
た
組
織
の
形
成
と
、
個
人
の
自
発
性
や
自
律
性
を
内
包
す
る
社

会
規
範
を
拡
張
し
根
付
か
せ
る
と
い
う
、
二
重
の
課
題
を
担
っ
て
い
た
。

果
た
し
て
こ
の
二
重
の
課
題
は
、
両
立
し
う
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
い
か
な
る
形
で
こ
の
両
者
が
両
立
し
う
る
と

考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

北法49(3・200)696 

以
上
の
疑
問
点
を
こ
れ
以
上
論
じ
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
留
保
し
て
お

き
た
い
。
次
に
同
業
組
合
の
再
建
に
よ
っ
て
具
体
的
役
割
を
与
え
ら
れ
た

国
家
像
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
る
。
同
業
組
合
論
か
ら
国
家
論
へ
と
議

論
を
進
め
る
こ
と
は
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
い
て
「
組
織
化
」
の
結
果
と
し

て
生
み
出
さ
れ
る
と
さ
れ
る
、
普
遍
的
道
徳
の
内
容
が
い
か
な
る
も
の
で

あ
っ
た
か
、
を
論
じ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
内
容

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
化
と
個
人
の
自
発
性
は
、
デ
ユ

ル
ケ
ム
の
中
で
ど
の
よ
う
に
調
和
し
え
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
考
察
す



る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
節

国
家
論

l理i芋政治思想史における E・デユルケム(2・完)

「
社
会
」
の
自
律
性
を
思
想
の
基
盤
に
置
こ
う
と
意
図
す
る
デ
ユ
ル
ケ

ム
に
お
い
て
、
国
家
は
両
義
的
側
面
の
一
つ
の
極
、
す
な
わ
ち
「
自
律
」

に
対
す
る
パ
タ
l
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
意
識
の
陶
冶
、
「
特
殊
」
に
対
す

る
「
一
般
」
「
普
遍
」
、
分
化
に
対
す
る
「
統
合
」
を
体
現
し
た
も
の
に
他

な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
同
業
組
合
論
に
比
べ
て
よ
り
平
板
で
、

抽
象
的
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
同
時
に
そ
れ
は
、
同
業
組
合

の
「
組
織
化
」
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
「
政
治
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
端
的
に

一
不
す
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
節
で
は
、
国
家
論
に
表
さ
れ
る
デ
ユ
ル
ケ
ム

の
「
政
治
」
の
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
を
中
心
に
、
考
察
し
て
い
き
た
い
。

(
一
)
「
社
会
」
と
国
家

ま
ず
最
初
に
、
「
社
会
」
と
の
関
係
に
お
け
る
国
家
の
位
置
づ
け
を
確

認
し
て
お
く
。
そ
れ
は
初
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
か
な
り
の
一
貫
性
を
示

し
て
い
る
。

初
期
『
社
会
分
業
論
』
に
お
い
て
は
、
「
社
会
」
に
お
け
る
国
家
の
関

係
が
身
体
に
お
け
る
「
脳
髄
神
経
」
に
例
え
ら
れ

[
0
4
3
2
、
次
の
よ

う
に
言
わ
れ
て
い
る
。

「
政
府
は
必
要
な
時
に
い
つ
で
も
「
全
体
の
精
神
と
共
同
連
帯
の
感

情
」
を
想
起
さ
せ
る
だ
け
で
十
分
で
あ
り
、
ま
た
こ
う
し
た
作
用
は

政
府
だ
け
が
遂
行
す
る
資
格
を
持
つ
よ
[
ロ
叶
凶
也
]

こ
こ
で
は
国
家
が
「
社
会
」
の
細
部
に
ま
で
介
入
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
道
徳
的
な
共
向
性
を
体
現
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
「
社
会
」
の
統

合
を
支
え
る
主
要
な
力
は
、
国
家
に
よ
る
統
制
で
は
な
く
「
内
的
連
帯
」
、

す
な
わ
ち
諸
機
関
の
機
能
的
な
結
合
で
あ
る
。

「
あ
ら
ゆ
る
有
機
体
と
同
様
に
、
組
織
的
社
会
を
統
一
さ
せ
る
の
は
、

諸
部
分
の
自
発
的
な
一
致
で
あ
り
、
高
級
中
枢
の
規
制
作
用
と
全
く

同
様
に
不
可
欠
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
必
要
条
件
で
も
あ
る
、

あ
の
内
的
遼
帝

(
8
E
E広
広
お
自
由
)
で
あ
る
o
」
[
ロ
ベ
凶
凶
目
]

も
ち
ろ
ん
「
社
会
」
を
道
徳
的
領
域
と
と
ら
え
る
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
い
て
、

機
能
的
結
合
は
安
定
し
た
統
合
を
も
た
ら
す
に
十
分
な
も
の
で
は
な
い

(
初
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
認
識
は
媛
味
で
あ
っ
た
に
せ
よ
)
o

国
家
は

「
社
会
」
の
「
内
的
連
帯
」
を
体
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
徳
的
な
権

威
を
有
し
、
「
社
会
」
の
統
合
を
維
持
す
る
と
い
う
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
る
[
ロ
↓

zs。

中
期
の
『
社
会
学
講
義
』
に
お
い
て
は
、
国
家
が
次
の
よ
う
に
定
義
さ

れ
て
い
る
。
国
家
と
は
「
政
治
社
会
(
目
。
忌
弘
司

O
E宮
伺
)
の
権
威
を
代

jヒ法49(3・2011697
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表
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
特
別
の
公
務
員
集
団

(mS吾
開
田
1
n
E
号

『。ロロ

g吉田
5
回
)
」
で
あ
る
[
ロ
∞
ゐ
。
こ
こ
で
「
政
治
社
会
」
と
は
、

「
あ
る
同
一
の
権
威
に
服
す
る
相
当
数
の
二
次
的
社
会
集
団
の
結
合
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
、
他
の
正
規
に
構
成
さ
れ
た
い
か
な
る
上
位
の
権
威
に
も
服

さ
な
い
一
社
会
」
下
ω
∞
ロ
]
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
二
次
的
社

会
集
団
を
包
含
す
る
最
も
大
き
な
「
社
会
」
を
意
味
し
、
国
家
と
は
こ
の

よ
う
な
全
体
社
会
の
「
権
威
」
を
代
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
特
別

の
機
能
を
有
す
る
機
関
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
後
期
の
論
文
で
あ
る
「
世
界
に
冠
た
る
ド
イ
ツ

l
精
神

構
造
と
戦
争
(
円
〉

-
w
B
a
5
2
号

g
g
込
町

5
3円

E
g
g
E志
2

Z

m
E
刊
耳
目
)
』
(
一
九
一
五
)
に
お
け
る
、
次
の
よ
う
な
重
要
な
一
節
も
一
瞥

し
て
お
き
た
い
。
彼
は
こ
の
中
で
、
国
家
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

いヲ心。
「
公
共
の
利
益
と
私
的
利
益
の
聞
に
深
淵
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、

個
々
人
が
そ
の
個
人
的
利
益
に
よ
っ
て
し
か
動
か
さ
れ
な
い
と
い
う

の
は
誤
り
で
あ
る
。
彼
ら
は
団
結
し
た
り
、
相
互
に
結
合
す
る
こ
と

に
よ
り
、
最
も
単
純
な
も
の
か
ら
高
次
の
も
の
ま
で
集
団
を
結
成
し
、

そ
れ
を
意
識
す
る
。
こ
う
し
て
自
発
的
に
社
会
的
感
情
が
生
ず
る
。

国
家
は
こ
の
社
会
的
感
情
を
表
現
し
、
明
確
化
し
、
規
制
す
る
が
、

同
時
に
こ
の
感
情
を
前
提
に
も
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
国
家
の
行
為

は
個
人
の
意
識
の
中
に
抵
抗
し
か
見
出
さ
な
い
の
で
は
な
く
、
支
点

を
見
出
す
の
で
あ
る
よ

[
U
E
円喜四
5
3
2
一凶∞
3
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こ
こ
で
は
私
的
利
益
に
と
ら
わ
れ
た
個
人
が
互
い
に
集
団
を
形
成
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
自
生
的
な
共
通
意
識
が
形
成
さ
れ
、
あ
る
種
の
公

的
利
益
が
導
か
れ
る
、
と
す
る
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
独
自
の
政
治
社
会
観
が
示

さ
れ
て
い
る
。
国
家
は
こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
「
社
会
的
感
情
」

を
前
提
に
し
、
基
盤
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
個
人
に
対
す
る
道
徳
的

優
越
性
と
規
制
活
動
の
正
当
性
を
確
保
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
国
家
観
は
基
本
的
な
主
張
に
お

い
て
、
初
期
か
ら
後
期
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
こ

で
は
次
の
点
を
、
改
め
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
す
な
わ
ち
国

家
は
、
経
済
を
は
じ
め
と
し
た
専
門
的
諸
機
能
に
介
入
し
、
そ
れ
を
管
理
・

統
制
す
る
機
構
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
諸
機
能
の
組

織
化
を
も
た
ら
す
主
体
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
社
会
」
の
側
の
自
生
的
な

機
能
的
結
合
に
依
存
し
、
そ
こ
で
生
じ
る
と
想
定
さ
れ
る
道
徳
的
な
「
連

帝
感
」
を
体
現
し
、
維
持
し
、
「
組
織
化
」
す
る
機
構
で
あ
る
。
別
の
言

い
方
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
社
会
」
に
対
す
る
統
制
・
強
制
権
力
の
担
い

手
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
一
義
的
に
は
、
む
し
ろ
「
社
会
」
を
指
導
・

調
整
す
る
役
割
を
担
う
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、

「
社
会
」
と
根
本
的
に
対
立
し
た
り
、
そ
の
外
部
に
位
置
す
る
機
構
で
は



な
か
っ
た
。
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(
口
)

(
二
)
近
代
国
家
像

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
国
家
の
政
治
的
役
割
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
最
初
に
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
い
て
「
国
家
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て

意
味
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
国
家
と
は
、
「
国
会

(
gロ
mm-umoE〈
何

E
n
E
S
E
E
H
)
、
議
会

(
n
E
B耳
g
a
E
Z『
g
B出
)
、
内

閣
、
直
属
の
部
下

2
8
2
a
E
R
g
-
5
5
E
5
5
)
を
伴
っ
た
大
臣
の
閣
議

(
n
S
8
-
z
a
E
5
2
3凹)」
[
U
E円

5
2
5
}
当
凶
コ
凶
]
を
指
す
。
そ
の
役

割
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。
「
集
合
体
に
と
っ
て
有
用
な
一
定
の
表

象
の
形
成
を
任
務
と
す
る
特
別
の
機
構
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
象
は
、
そ

の
高
い
意
識
性
、
高
い
反
省
度
に
よ
っ
て
、
他
の
集
合
表
象
と
は
区
別
さ

れ
る
」
下
回
∞
吋
]
。
こ
の
定
義
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
政
的
執
行
の
た

め
の
官
僚
組
織
お
よ
び
司
法
組
織
は
国
家
に
含
ま
れ
ず
、
少
な
く
と
も
一

義
的
な
重
要
性
を
与
え
ら
れ
て
は
い
な
い
宇
∞
∞
』
。
そ
れ
は
主
に
、
議

(
問
団
)

会
と
政
府
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
役
割
は
、

「
社
会
的
な
思
惟
」
で
あ
り
[
広
∞
斗
]
、
「
社
会
」
に
拡
散
し
た
集
合
意

識
を
集
中
・
組
織
化
・
反
省
す
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
議
会
・
政
府
に
お

け
る
理
性
的
討
議
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

さ
て
、
同
業
組
合
の
代
表
者
に
よ
る
議
会
で
の
理
性
的
討
議
に
よ
っ
て
、

国
家
に
導
か
れ
る
政
治
的
役
割
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
家
族
・

同
業
組
合
・
教
会
・
地
域
社
会
な
ど
の
二
次
的
集
団
か
ら
個
人
を
解
放
し

[
5
5
0
]
、
市
場
に
お
け
る
公
正
な
交
換
を
保
障
し
、
社
会
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
偶
人
の
自
律
性
を
保
障
す
る
こ
と
下
印

}
C
3
、

さ
ら
に
「
個
人
を
次
第
に
道
徳
的
存
在
へ
と
導
い
て
い
く
こ
と
」
下
回

5
3
、
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
国
家
の
主
た
る
役
割
は
、
道
徳
的

権
威
に
基
づ
く
個
人
と
「
社
会
」
へ
の
働
き
か
け
お
よ
び
指
導
と
し
て
描

か
れ
た
。

以
上
の
や
や
抽
象
的
な
国
家
の
定
義
お
よ
び
役
割
、
づ
け
に
関
し
て
、
こ

こ
で
は
特
に
次
の
=
一
点
に
注
意
を
向
け
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
し
ば
し

ば
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
国
家
の
物
理
的
強
制
力
、
特
に
軍
事
力
に
ほ
と
ん

ど
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
は
、

彼
が
強
制
力
の
契
機
に
無
関
心
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
コ
ン
ト

や
ス
ペ
ン
サ
l
の
社
会
進
化
論
、
す
な
わ
ち
軍
事
的
社
会
か
ら
産
業
的
社

会
へ
の
進
化
論
を
基
本
的
に
受
け
入
れ
た
上
で
の
、
最
も
基
本
的
な
国
家
・

社
会
観
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
と

は
、
彼
が
「
権
力
」
の
契
機
そ
の
も
の
が
重
要
性
を
失
っ
て
い
く
、
と
捉

え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

第
二
に
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
国
家
の
一
義
的
な
定
義
か
ら
「
行
政
」
を
排

北法49(3・203)699
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除
し
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
通
り
、
国
家
が
〈
上
か
ら
〉
「
社
会
」
を

統
制
し
管
理
す
る
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
的
機
構
と
見
な
さ
れ
て
は
い
な
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
家
が
単
に
「
議
会
」
や
「
政
府
」
に
よ
る

討
議
活
動
を
担
う
機
構
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が

き
わ
め
て
薄
い
組
織
、
「
社
会
」
の
上
に
わ
ず
か
に
乗
せ
ら
れ
た
組
織
と

し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
む
し
ろ
「
社
会
」
の

「
組
織
化
」
の
大
部
分
は
二
次
集
団
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

国
家
は
「
社
会
」
の
側
の
「
内
的
連
帝
」
を
前
提
と
し
、
そ
の
「
一
体
性
」

を
体
現
す
る
〈
象
徴
〉
と
し
て
の
機
能
を
主
と
し
て
有
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
第
一
一
一
に
、
国
家
が
「
社
会
」
の
自
律
性
を
前
提
と
し
た
、

全
く
の
受
動
的
な
組
織
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
単
に
一
旦
成
立
し
た
「
一
般
的
」
意
識
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
、

国
家
が
「
社
会
」
か
ら
の
自
律
性
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
点
の

み
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
は
、
「
国
家

は
、
独
自
の
新
た
な
表
象
を
生
み
出
す
場
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
を
よ
り
知
的
な
状
態
へ
と
導
く
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

[
5
-
M
U
3

と
い
う
微
妙
な
表
現
に
見
ら
れ
る
通

り
、
国
家
は
「
社
会
」
の
側
か
ら
、
す
な
わ
ち
〈
下
か
ら
〉
の
意
識
を
反

省
化
し
合
理
化
す
る
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
理
性
的
性
質
に
お
い
て
、

「
社
会
」
の
諸
傾
向
を
先
取
り
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
「
社
会
」
を
指
導

す
る
機
構
で
も
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
を
よ
り
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
は
、
こ
こ
で
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
、
知
識
人
や
学
者
の
政
治
的
役
割

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
、
を
取
り
上
げ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

彼
は
知
識
人
の
政
治
的
役
割
に
つ
い
て
、
「
知
的
エ
リ
ー
ト
と
民
主
主

義
(
「
ぷ

-5
豆
島
R
E
o
-
-
m
a
g
忠
ヨ
2
g丘
町
)
」
(
一
九
O
四
)
と
い
う
論

文
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
思
考
と
想
像
に
従
事
す
る
人

間
が
、
固
有
に
政
治
的
な
職
業
に
従
事
す
る
よ
う
特
に
運
命
づ
け
ら
れ
て

い
る
と
は
思
え
な
い
」
[
印
〉
当
丘
と
し
な
が
ら
も
、
「
知
識
人
が
審
議

会

(
E
8
B
Zな
ニ
払

5
e
g芯
間
)
に
お
い
て
代
表
さ
れ
る
の
は
、
明
ら
か

に
よ
い
こ
と
で
あ
る
」
[
印
〉
当
甲
]
と
言
う
。
知
識
人
・
学
者
の
役
割
は
、

直
接
統
治
活
動
を
行
う
こ
と
で
は
な
く
、
「
助
言
者
、
教
育
者
」
と
し
て
、

同
時
代
の
人
々
の
意
識
を
よ
り
明
断
に
し
、
社
会
の
表
面
か
ら
隠
さ
れ
た

「
潜
在
的
」
な
状
態
を
よ
り
よ
く
自
覚
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

「
我
々
は
同
時
代
人
を
統
治
す
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
彼
ら
が
自

ら
の
観
念
と
自
ら
の
感
情
の
内
に
自
分
自
身
を
見
出
す
よ
う
助
力
す

る
こ
と
の
方
が
、
は
る
か
に
適
し
て
い
る
。
」
[
印
〉
目
。
]

「
社
会
が
世
論
の
中
で
、
世
論
を
通
じ
て
自
己
に
つ
い
て
抱
く
意
識

が
潜
在
的
な
な

g問
中

R
2
8
)
現
実
と
適
合
し
え
な
い
場
合
が
起
こ

り
う
る
。
世
論
が
残
存
物
に
満
た
さ
れ
、
社
会
の
現
実
の
状
態
よ
り

北法49(3・204)700
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遅
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
:
・
道
徳
の
科
学
は
こ
の
よ
う
な
誤
り
を

修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

{
U
E『

r
u
m
-
5
3区
一
宮
]

「
社
会
」
の
「
潜
在
的
現
実
」
を
認
識
し
、
人
々
に
そ
れ
を
「
教
育
」
す

る
と
い
う
「
科
学
」
の
役
割
は
、
統
治
活
動
で
は
な
く
指
導
・
教
育
を
主

た
る
役
割
と
す
る
国
家
の
そ
れ
と
、
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。
デ
ユ
ル
ケ
ム

は
、
知
識
人
が
直
接
に
政
治
へ
と
参
加
す
る
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
る
も

の
の
、
審
議
会
な
ど
を
通
じ
て
「
助
言
」
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
む
し

ろ
積
極
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
た
場
合
、
国
家
の
活
動
は
、
「
社
会
」

の
側
か
ら
理
性
的
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
積
み
上
が
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
〈
下
か
ら
〉
規
定
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
「
科
学
」
に
よ
っ
て

「
社
会
」
の
傾
向
を
先
取
り
す
る
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
的
階

級
の
助
言
に
基
づ
く
〈
上
か
ら
〉
の
指
導
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
国
家
論
自
体

は
、
決
し
て
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
!
の
契
機
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
は
以
上
の
よ
う
な
国
家
の
権
力
行
使
の
具
体
的
な
あ
り
方
を
描

く
二
つ
の
場
面
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
「
政
治
」
の
と
ら
え
方

を
明
ら
か
に
し
た
い
。
一
つ
は
違
法
行
為
に
対
す
る
制
裁
の
場
面
で
あ
り
、

い
ま
一
つ
は
個
人
に
対
す
る
教
育
の
場
面
で
あ
る
。

第
一
に
、
違
法
行
為
に
対
す
る
制
裁
に
つ
い
て
は
、
刑
法
・
所
有
法

(
そ
れ
に
付
随
す
る
契
約
法
・
相
続
法
)
な
ど
の
分
野
に
共
通
す
る
次
の

よ
う
な
特
徴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
個
人
人
格
の
自
律
性
に
対

す
る
侵
害
に
つ
い
て
、
ま
す
ま
す
広
く
制
裁
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
下
回

EAHa-3]0
こ
こ
で
は
刑
法
の
領

域
に
絞
っ
て
見
て
お
く
。
「
刑
罰
進
化
の
二
法
則
(
0
2
H
8
2
a
Z
ぷ

gz'

zoロ
1E-m)
」
(
一
九
O
こ
と
い
う
論
文
に
は
、
「
犯
罪
」
の
範
需
が
、

集
合
体
に
対
す
る
も
の
か
ら
個
人
人
格
に
対
す
る
侵
害
へ
と
重
心
を
移
し

て
い
く
、
と
指
摘
さ
れ
た
上
で
、
そ
の
刑
罰
形
態
が
穏
和
化
し
て
い
く
こ

と
が
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
時
代
が
進
ん
で
、
犯
罪
が
ま
す
ま
す
人
格
に
対
す
る
侵
害
の
み
に

な
り
、
同
時
に
刑
罰
の
宗
教
的
形
式
が
減
少
す
る
に
し
た
が
っ
て
、

刑
罰
の
厳
格
さ
が
衰
退
し
て
い
く
こ
と
は
不
可
避
で
あ
る
。
」

[
U
Z
昇

F
a
g
-由
也
市
w

一
ME]

「
集
合
的
圧
力
が
弱
く
ま
た
穏
や
か
に
な
り
、
自
由
検
討
か
ら
排
除

さ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
と
、
刑
罰
の
強
さ
も
和
ら
げ
ら
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
く
な
っ
て
く
る
。
:
・
社
会
的
規
律
は
、
そ
の
活
動
領
域
を
次

第
に
広
げ
て
い
く
に
従
っ
て
、
権
威
と
し
て
の
厳
し
さ
を
次
第
に
喪

失
し
て
い
っ
た
o
」
[
芯
注
目
。
]
(
傍
点
引
用
者
)

社
会
的
分
業
に
と
も
な
う
「
社
会
」
の
宗
教
性
の
減
少
や
、
自
由
検
討
の

精
神
の
発
達
な
ど
の
変
化
に
よ
っ
て
、
刑
罰
は
か
つ
て
の
よ
う
な
過
酷
さ

を
緩
和
さ
せ
て
い
く
。
打
郷
、
火
災
り
、
八
つ
裂
き
な
ど
の
残
酷
な
刑
罰

北法49(3・205)701
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に
代
わ
っ
て
、
近
代
国
家
に
一
般
的
な
刑
罰
は
「
自
由
を
剥
奪
す
る
刑
」

と
な
る

[EA
白
色
]
。
た
だ
し
こ
の
こ
と
は
、
刑
罰
自
体
の
衰
退
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
デ
ユ
ル

ケ
ム
は
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
殺
人
・
窃
盗
・
暴
力
・
詐
欺
な
ど
諸
個
人
に

対
す
る
侵
害
(
人
間
的
犯
罪

(SEE--弘
吉
ヨ
き
お
こ
が
ま
す
ま
す
多

様
と
な
り
、
そ
の
対
象
を
拡
大
し
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い

(
ぬ
)

る
か
ら
で
あ
る
。

「
人
間
的
犯
罪
は
ま
す
ま
す
発
達
し
て
い
く
こ
と
が
予
見
さ
れ
る
。
.

し
た
が
っ
て
実
際
に
は
抑
止
的
体
系
の
全
体
に
お
い
て
衰
退
が
も
た

ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
特
殊
な
一
体
系
が
衰
退
し
、
そ
れ

に
他
の
一
体
系
が
代
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
体
系
は
よ

り
暴
力
的
で
は
な
く
な
り
過
酷
で
も
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
刑
罰

本
来
の
厳
格
さ
(
芯
芯
ユ
広
田
)
を
放
棄
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た

引
き
続
い
て
の
衰
退
を
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で

あ
る
。
」

[
U
E
央
官

5
3存
可
凶
]
(
傍
点
引
用
者
)

新
し
い
型
の
刑
罰
は
、
「
自
発
性
」
「
反
省
」
を
束
縛
す
る
こ
と
な
く
、
む

し
ろ
個
人
の
内
面
に
働
き
か
け
、
そ
れ
を
「
促
す

(
S
E
E
R
)
」
よ
う
な

種
類
の
も
の
で
あ
る
[

h

守
九
件
当
。
品
。
す
な
わ
ち
刑
罰
を
通
じ
て
の
権
力

行
使
は
、
集
合
体
全
体
に
対
す
る
侵
害
か
ら
個
人
に
対
す
る
侵
害
へ
と
、

そ
の
対
象
領
域
を
細
分
化
さ
せ
拡
大
さ
せ
る
一
方
で
、
そ
の
行
使
の
形
態

を
、
外
的
強
制
か
ら
内
面
的
な
「
促
し
」
へ
と
変
化
さ
せ
て
き
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

北法49(3・206)702

こ
の
よ
う
な
権
力
行
使
の
あ
り
方
を
よ
り
顕
著
に
示
す
の
が
、
第
二
の

場
面
、
す
な
わ
ち
国
家
に
よ
る
個
人
へ
の
教
育
の
場
面
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
大
学
で
の
講
義
で
最
も
好
ま
れ
た
主
題
は

教
育
社
会
学
で
あ
り
、
彼
の
生
涯
を
通
じ
た
数
少
な
い
政
治
的
実
践
へ
の

参
与
の
一
つ
に
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
教
育
改
革
へ
の
運
動
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る

[
E
r
g
-ヨ
仰
に
到
。
以
上
の
事
例
か
ら
分
か
る
通
り
、

教
育
と
い
う
契
機
は
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
と
っ
て
、
理
論
的
に
も
ま
た
実
践
的

に
も
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
は
教
育
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

「
教
育
の
目
的
は
、
政
治
社
会
そ
れ
自
身
お
よ
び
子
ど
も
が
個
別
に

入
る
べ
き
特
殊
な
環
境
に
お
い
て
、
子
ど
も
に
要
求
さ
れ
る
一
定
の

肉
体
的
・
知
的
・
道
徳
的
状
態
を
、
彼
の
中
に
発
現
さ
せ
、
発
達
さ

せ
る
こ
と
に
あ
る
。
」

[
O
E円

E
S
E
-
。M
村
山
口
]

教
育
と
は
、
成
熟
し
て
い
な
い
個
人
に
対
し
て
「
社
会
」
が
そ
の
道
徳
的

理
想
を
伝
達
し
、
自
発
的
な
発
達
を
促
す
「
社
会
化
」
の
作
用
で
あ
る
。

専
門
教
育
が
各
専
門
機
関
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
べ
き
な
の
に
対
し
、
「
社

会
」
の
構
成
員
が
共
有
す
る
べ
き
「
共
通
教
育
」
は
、
国
家
が
担
う
も
の

と
さ
れ
る
[
志
向
外
諸
問
]
。
「
教
育
に
関
す
る
全
て
の
こ
と
が
ら
は
、
あ
る
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程
度
ま
で
国
家
の
活
動
に
服
す
る
べ
き
で
あ
る
」

[
S
E
3
]
。
た
だ
し

こ
の
教
育
は
、
あ
る
国
家
主
義
的
な
理
念
の
注
入
で
は
な
い
。
国
家
の
な

し
う
る
こ
と
は
、
す
で
に
存
在
す
る
社
会
の
共
通
信
念
を
個
人
に
よ
り
よ

く
認
識
さ
せ
る
こ
と
の
み
で
あ
る
[
志
凡

A
S
]
。
そ
の
作
用
は
「
攻
撃
的

で
暴
力
的
で
な
い
ほ
ど
、
ま
た
思
慮
深
い
限
度
に
と
ど
ま
る
ほ
ど
、
よ
り

効
果
的
で
あ
る
」

[
E
A
E
]
。
具
体
的
に
は
「
民
主
的
道
徳
の
基
礎
を

な
す
観
念
や
感
情
に
対
す
る
尊
敬
」
、
す
な
わ
ち
当
時
の
共
和
政
の
体
制

原
理
に
即
し
た
世
俗
的
道
徳
で
あ
り
、
「
理
性
、
科
学
」
と
い
っ
た
「
道

(n) 

徳
的
個
人
主
義
」
の
基
礎
と
な
る
諸
要
素
で
あ
っ
た
[
芯
尽
き
]
。
こ
う

し
て
国
家
は
、
教
育
を
通
じ
て
個
人
の
内
面
に
働
き
か
け
、
そ
の
自
生
的

な
発
達
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
と
い
う
社
会
規
範

を
確
立
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

第

節

「
政
治
」
像
の
終
着
点

以
上
に
お
い
て
、
同
業
組
合
を
中
心
と
し
て
、
個
人
・
同
業
組
合
・
国

家
の
相
互
関
係
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
政
治
」
像
を
検

討
し
て
き
た
。
彼
の
「
政
治
」
観
の
特
色
は
、
社
会
的
諸
機
能
の
「
分
業
」

化
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
経
済
や
官
僚
制
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
け
る
細
分
化
と
組
織
化
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
社
会

統
合
を
も
た
ら
す
「
一
般
的
」
意
識
の
形
成
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
社
会
化
」
し
よ
う
と
す
る
点
に
見
出
さ
れ
た
。
こ
の
役
割
を
中
心
的

に
担
う
の
が
同
業
組
合
で
あ
る
。
次
に
国
家
の
役
割
は
、
各
分
野
に
お
け

る
「
分
業
」
化
に
介
入
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
自
律
的
な
「
組

織
化
」
に
委
ね
つ
つ
、
同
時
に
「
社
会
」
を
そ
の
個
別
分
野
の
機
能
に
よ
っ

て
貫
徹
さ
れ
る
の
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
|
例
え
ば
大
資
本
の
形
成
、

あ
る
い
は
そ
れ
に
対
抗
す
る
労
働
者
階
級
の
形
成
と
い
っ
た
、
経
済
的
利

害
に
基
づ
く
「
組
織
化
」
に
任
せ
る
の
で
は
な
く

l
、
そ
れ
ら
を
国
家

に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
普
遍
的
な
社
会
規
範
の
形
成
へ
と

つ
な
が
る
よ
う
に
「
促
す
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
国
家
の
役
割

は
、
〈
下
か
ら
〉
の
理
性
的
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
積
み
重
ね

の
中
か
ら
決
定
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
「
潜
在
的
」
な
現
実
を
先
取
り
す

る
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
科
学
」
に
基
づ
い
て
〈
上
か
ら
〉
規

定
さ
れ
る
契
機
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

彼
の
「
政
治
」
観
の
重
要
性
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
「
政
治
」
の
営
み

を
「
分
業
」
化
の
進
展
に
並
行
し
て
読
み
変
え
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
見
出

さ
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
「
政
治
」
は
、
物
理
的
な
暴
力
に
裏
付
け
ら
れ

た
強
制
や
、
権
力

e
g
g
-司
)
と
権
力
の
ぶ
つ
か
り
あ
い
の
過
程
の
み

を
意
味
し
な
く
な
る
。
む
し
ろ
「
政
治
」
は
、
「
社
会
」
の
「
分
業
」
化

を
前
提
と
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
上
に
立
脚
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

北法49(3・207)703
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な
い
。
た
だ
し
そ
こ
で
自
由
な
「
分
業
」
と
「
組
織
化
」
に
社
会
統
合
を

委
ね
る
の
で
は
な
く
そ
の
こ
と
は
個
人
の
「
ア
ノ
ミ

1
」
化
と
道
徳

的
存
在
基
盤
の
喪
失
を
も
た
ら
す
|
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
属
す
る
個
人

の
存
在
基
盤
を
保
障
し
、
あ
る
場
合
に
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
抗
し
う
る

よ
う
な
、
全
体
性
と
共
同
性
を
有
す
る
社
会
規
範
の
「
権
威

(
2
8ユ尽)」

を
確
立
す
る
こ
と
が
、
「
政
治
」
の
最
も
重
要
な
課
題
と
見
な
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
諸
個
人
は
、
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
役
割
を
遂
行

す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
「
社
会
」
の
中
で
意
味
づ
け
て
い
く
行
為
を
通

じ
て
、
全
体
の
社
会
規
範
の
形
成
に
参
画
し
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
「
政

治
」
の
営
み
に
参
画
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
思
想
の
中

に
見
出
さ
れ
る
「
政
治
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

こ
の
節
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
「
政
治
」
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
行
き
着
く

先
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
二
つ
の
記
述
を
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
自
身
の

テ
ク
ス
ト
の
中
か
ら
取
り
出
し
、
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
そ
の
一
つ
は

国
際
社
会
の
未
来
像
に
つ
い
て
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
「
民
主
制
」
の
行

き
渡
っ
た
将
来
の
「
社
会
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
で
あ
る
。

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
国
家
間
の
戦
争
が
ま
す
ま

す
異
常
な
も
の
に
な
り
、
国
際
的
な
分
業
の
進
展
に
よ
っ
て
平
和
が
増
大

(
お
)

し
て
い
く
、
と
考
え
て
い
た
[
戸
田

5
u
B
。
当
時
の
対
外
関
係
に
お
け

る
帝
国
主
義
的
な
膨
脹
政
策
や
、
園
内
の
排
外
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高

ま
り
と
い
う
時
代
状
況
の
中
で
、
彼
が
そ
う
し
た
想
定
を
し
え
た
の
は
な

ぜ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
当
時
に
お
い
て
、
国
家
を
超
え
る
「
国
際

社
会
」
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
国
家
間
の
摩
擦
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
へ
の
愛
国
心
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
た
下
回
目
。
斗
』
。
し
か
し
将
来
の
社
会
に
お
い
て
は
、
「
愛
国

心
(
宮
5
2
2
5
0
)
と
コ
ス
モ
ボ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
聞
の
葛
藤
」
は
最
終
的

に
解
消
さ
れ
う
る
、
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
二
つ
の
感
情
を
和
解
さ
せ
る
一
つ
の
途
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
民

的
理
想
と
人
間
的
理
想
が
混
じ
り
合
う
(
お

8
ロ
F
邑
お
)
こ
と
で

あ
る
。
・
:
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
が
自
国
の
強
化
や
国
境
の
拡
大
で
は
な

く
、
そ
の
自
律
性
を
最
大
限
確
立
し
つ
つ
、
で
き
る
か
ぎ
り
多
数
の

成
員
を
一
層
高
い
道
徳
生
活
へ
と
引
き
上
げ
る
こ
と
を
本
質
的
任
務

と
す
る
な
ら
ば
、
国
民
的
道
徳
と
人
間
的
道
徳
と
の
聞
の
全
て
の
矛

盾
が
消
滅
す
る
。
国
家
が
、
そ
の
市
民
を
言
葉
の
真
の
意
味
で
の
人

間
た
ら
し
め
る
こ
と
の
み
を
目
標
と
す
る
な
ら
ば
、
市
民
の
義
務
と

は
、
人
類
の
普
遍
的
な
義
務
の
よ
り
個
別
的
な
形
態
に
他
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
ま

さ
し
く
進
化
は
こ
の
方
向
へ
と
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
o
」
下
山

北j去49(3・208)704

5
∞
』

国
家
が
道
徳
的
役
割
を
担
、
つ
と
い
う
こ
と
は
、
個
人
を
包
摂
す
る
国
家
主



義
や
、
偏
狭
な
愛
国
、
玉
義
に
個
人
を
導
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。
そ
れ
は
合
理
性
や
個
人
の
自
律
性
と
い
っ
た
「
普
遍
的
」
な
理
念

を
担
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
実
現
す
る
に
従
っ
て
、
愛

国
心
と
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
調
和
し
て
い
く
、
と
主
張
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
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国
際
関
係
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
調
和
と
同
様
の
論
理
は
、
「
社
会
」

と
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
よ

れ
ば
、
「
民
主
制
」
の
下
で
国
家
の
体
現
す
る
道
徳
的
意
識
は
「
社
会
の

深
層
に
ま
で
降
り
て
き
て
、
そ
こ
で
新
し
く
形
成
し
直
さ
れ
、
出
発
点
に

立
ち
戻
っ
て
い
く
」
と
い
う
「
循
環
」
を
繰
り
返
し
、
徐
々
に
「
社
会
」

に
根
付
い
て
い
く
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
歴
史
の
過
程
と
と
も
に
、
以
上
の
意

味
に
お
け
る
「
民
主
制
」
が
進
展
し
、
「
社
会
」
は
ま
す
ま
す
反
省
的
で

自
律
的
な
個
人
の
集
合
体
へ
と
「
進
歩
」
し
て
い
く
、
と
想
定
し
て
い
た

[5-N凶
品
。
そ
の
行
き
着
く
先
に
あ
っ
た
「
民
主
的
社
会
」
と
は
、
戦

時
中
に
書
か
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
あ
る
次
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

「
民
主
的
社
会
に
と
っ
て
、
人
民
と
国
家
は
、
唯
一
の
か
つ
同
一
の

現
実
の
二
つ
の
側
面
に
す
ぎ
な
い
。
国
家
と
は
そ
れ
自
身
、
そ
の
要

求
お
よ
び
願
望
に
つ
い
て
の
意
識
を
、
し
か
も
よ
り
完
全
で
明
白
な

意
識
を
持
っ
た
人
民
で
あ
る
よ

[
U
E
央
官

5
3甲
]
出
3

こ
こ
で
「
人
民
(
司

E
立
問
)
」
と
は
別
の
箇
所
で
「
市
民
社
会
(
印
O
町
田
和
広

25-m)
」
と
同
義
の
領
域
で
あ
り
、
「
国
民
社
会
の
中
で
直
接
国
家
の
管

轄
に
属
し
な
い
も
の
す
べ
て
、
家
族
、
商
業
、
工
業
、
宗
教
、
科
学
、
芸

術
な
ど
を
含
む
」
領
域
を
意
味
し
て
い
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

[EA

2]。
す
な
わ
ち
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
と
っ
て
、
「
民
主
制
」
の
行
き
渡
っ
た
将

来
の
「
社
会
」
と
は
、
各
個
人
の
理
性
的
な
討
議
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

国
家
の
役
割
が
決
定
さ
れ
て
い
く
「
社
会
」
、
換
言
す
れ
ば
、
「
社
会
」
に

対
す
る
国
家
の
合
理
性
・
思
惟
性
と
い
っ
た
特
性
が
、
限
り
な
く
縮
小
さ

れ
た
「
社
ム
主
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
た
場
合
、
「
道
徳
的
個
人
主
義
」
と
い
う
規
範
が
個
人

に
内
面
化
さ
れ
、
「
社
会
」
と
国
家
の
問
、
国
家
同
士
の
問
の
、
摩
擦
や

矛
盾
が
消
失
す
る
よ
う
な
近
代
「
社
会
」
の
理
念
型
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
紛

争
・
支
配
の
消
失
し
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
「
社
会
」
で
は
な
か
っ
た
の
か
、

と
い
う
疑
問
が
抱
か
れ
る
。
そ
れ
は
〈
下
か
ら
〉
の
理
性
的
討
議
と
、

〈
上
か
ら
〉
の
指
導
・
教
育
と
が
調
和
し
た
、
あ
ら
ゆ
る
「
権
力
」
的
契

機
の
消
失
し
た
「
社
会
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
、
っ
か
。
あ
る
い
は
デ
ユ
ル
ケ
ム

は
、
そ
の
よ
う
な
世
界
を
望
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
最
晩

年
に
書
か
れ
た
「
人
間
の
二
元
性
と
そ
の
社
会
的
条
件
(
「

2
H
E
Z
S刊

号

Z
E
Zお

E
g包
百
四
円
お

z
o
Eル円
5
5
8
2丘
四
戸
)
」
(
一
九
一
四
)
と
い

う
論
文
に
お
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
な
予
想
を
書
き
残
し
て
い
る
。

北法49(3・209)705
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「
人
間
が
自
ら
に
抵
抗
し
な
い
で
す
み
、
そ
し
て
あ
ま
り
緊
張
せ
ず
、

よ
り
安
楽
な
生
活
を
送
り
得
る
時
が
い
つ
の
日
に
か
や
っ
て
く
る
は

ず
だ
と
い
う
の
は
、
全
く
あ
り
え
そ
う
に
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
反
対
に
、
努
力
の
余
地
が
文
明
と
と
も
に
常
に
増
大
し
て
い

く
こ
と
を
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
予
見
さ
せ
て
い
る
。
」
[
印
〉
出
-
]

彼
は
、
文
明
の
進
歩
と
と
も
に
、
「
社
会
」
が
個
人
に
課
す
要
求
は
ま
す

ま
す
増
大
し
、
個
人
と
「
社
会
」
の
二
元
性
が
も
た
ら
す
葛
藤
や
緊
張
感

は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
る
、
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
個
人
の
内

面
に
お
い
て
、
「
不
安
の
増
大
」
「
矛
盾
」
「
苦
悩
」
と
し
て
現
れ
、
個
人

を
「
引
き
裂
く
」
も
の
と
な
る
[
切
〉
己
凶
]
。
な
ぜ
な
ら
、
個
人
は
「
社

会
」
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
自
己
規
律
の
能
力
を
高
め
、
自
己
を
超
越
す

る
努
力
を
、
ま
す
ま
す
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

理
性
や
科
学
に
基
づ
く
社
会
規
範
の
共
有
と
人
格
の
陶
冶
と
い
う
理
念

に
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
最
後
ま
で
信
頼
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
疑
い
を
え

な
い
。
し
か
し
そ
の
思
想
の
中
に
は
、
自
ら
予
定
調
和
を
拒
否
す
る
よ
う

な
、
「
苦
悩
」
の
増
大
と
い
う
予
測
や
、
近
代
人
が
不
可
避
に
「
ア
ノ
ミ
l
」

(μ) 

「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
を
抱
え
込
む
運
命
に
あ
る
、
と
い
う
認
識
が
見
出
さ
れ

る
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
自
身
は
、
こ
れ
ら
の
認
識
を
深
く
展
開
す
る
こ
と
な
く
、

第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
か
ら
わ
ず
か
三
年
後
の
、
一
九
一
七
年
に
没
す

る
こ
と
に
な
る
。
彼
の
主
要
な
思
想
傾
向
か
ら
は
導
き
え
な
い
よ
う
な
契

機
が
、
同
じ
思
想
の
中
に
見
出
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
彼
の
生
き
た
時
代

状
況
に
よ
っ
て
、
そ
の
思
想
の
中
に
課
さ
れ
た
痕
跡
を
示
し
て
い
る
と
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
政
治
」
像

か
ら
新
し
い
「
政
治
」
イ
メ
ー
ジ
を
導
き
出
す
た
め
の
、
手
が
か
り
を
示

(
お
)

す
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

北法49(3・210)706

第

三

章

註

(
I
)
序
章
で
の
先
行
業
績
の
紹
介
を
参
照
。

(2)

コ
l
ザ

l
の
「
奇
妙
に
抽
象
的
で
主
知
主
義
的
な
国
家
の
定
義
」

「
政
府
の
力
や
暴
力
、
あ
る
い
は
政
治
権
力
や
強
制
力
の
役
割
を
:
・

分
析
す
る
こ
と
に
全
く
成
功
し
て
い
な
い
」
官
2
2
3司一
M
M

ニ

と
い
う
評
価
が
そ
の
批
判
の
象
徴
で
も
あ
り
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な

反
批
判
を
受
け
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
国
家
と

階
級
性
の
問
題
に
関
す
る
指
摘
は
[
フ
ィ
ユ

i
否
認
ゐ
品
、
[
ギ

デ
ン
ズ
-
遺
骨

N
N
U
]

、
[
北
川

3
E・
5
ド

N
C
∞
]
、
[
宮
島
這
ゴ
-

-co--
唱
凶
]
、
宙
開

E
S
V
L甲
S
・
5
M
]

な
ど
多
数
な
さ
れ
て
い
る
。

社
会
的
紛
争
の
軽
視
に
つ
い
て
は
百

-
B
E
E
S
-
ヨ伶

N
5
3
、

[
ア
ロ
ン
軍
吉
・
己
目
]
な
ど
を
参
照
。
道
徳
的
優
越
性
の
前
提
に

関
し
て
は
[
ギ
デ
ン
ズ
-
遺
骨
M
M
}
]

な
ど
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
か

ら
、
そ
も
そ
も
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
政
治
の
問
題
を
対
象
と
し
な
か
っ

た
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
司
君
5

3∞
品
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
け



IltiiYo政治忠忽!とにおける E・デユルケム(2・3己)

る
「
政
治
」
の
独
自
性
を
強
調
す
る
ラ
ク
ロ
ワ
と
の
問
で
論
争
に

な
っ
て
い
る
こ
と

P
R
g交

3
2・
戸
喝
さ
]
は
、
序
章
に
お
い
て

触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
ラ
ク
ロ
ワ
に
よ
る
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
政

治
」
観
の
擁
護
に
関
す
る
論
点
を
幾
っ
か
挙
げ
て
お
く
と
、
デ
ユ

ル
ケ
ム
の
「
政
治
」
と
は
「
社
会
的
集
合
全
体
に
関
す
る
、
ま
た

は
社
会
の
構
造
的
・
形
態
学
的
組
織
化
」
に
関
す
る
「
特
殊
な
意

味
」
で
あ
る
と
い
う
点

[Eng-H]
事
-
N
C
E
、
ま
た
デ
ユ
ル
ケ

ム
は
現
実
政
治
の
分
析
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
政
治
制
度
の
生

成
や
機
能
・
表
象
に
関
す
る
説
明
が
先
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

方
法
的
厳
密
さ
を
重
視
し
て
い
た
と
い
う
点
下
2
3
R
-
3
0・
二
品
]

な
ど
で
あ
る
。

(3)
「
職
業
組
合
」
「
同
業
者
組
合
」
な
ど
と
も
訳
さ
れ
る
。
本
稿
で

は
「
同
業
組
合
」
で
統
一
す
る
。

(
4
)
ト
ク
ヴ
イ
ル
的
多
元
主
義
を
受
け
継
ぐ
中
間
集
団
論
、
と
い
う

解
釈
は
一
般
的
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば

[
Z
U
F
2
s
a
-

-
品
品
]
を
参
照
。
ア
ロ
ン
は
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
同
業
組
合
を
中
世
的

な
組
織
の
復
活
と
見
な
し
た
上
で
[
ア
ロ
ン
右
主
ゐ
誌
で
そ
れ

に
よ
っ
て
成
立
す
る
政
治
体
制
(
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
言
、
っ
「
民
主

制
」
)
の
あ
り
方
を
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
型
の
権
威
主
義
体
制
」
と
親

和
性
を
持
つ
も
の
と
見
な
し
て
い
る
[
向
上
、
ご
同
]
o

ま
た
デ
ユ

ル
ケ
ム
の
伺
業
組
合
論
に
対
す
る
ア
ロ
ン
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て

は
[
杉
山
石
器
-
M
E
4
M
M
a
]

も
参
照
。

(5)
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
に
お
い
て
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
l
・
ア
ソ
シ

エ
!
シ
ヨ
ン
が
重
視
さ
れ
た
の
に
対
し
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
そ
も
そ

も
そ
れ
自
体
に
触
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
伝
統
的

に
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
l
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
不
活
性
で
あ
っ
た

に
せ
よ
[
列
。
田
町
志
望
-
ゴ
ヨ
、
十
九
世
紀
後
半
に
は
労
働
者
を
中

心
と
し
て
相
互
扶
助
な
ど
を
目
的
と
し
た
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

多
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
そ
れ
に

全
く
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
彼
の
評
価
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

(6)
こ
れ
に
対
し
て
例
え
ば
、
コ
ー
ン
ハ
ウ
ザ
ー
や
ベ
ラ
ミ

l
の
批

判
は
、
自
発
的
結
社
や
地
域
社
会
、
性
、
宗
教
な
ど
、
経
済
組
織

以
外
の
集
団
へ
の
「
多
元
的
な
」
所
属
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
、

と
い
う
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
[
コ

l
ン
ハ
ウ
ザ

1
3
E
・
ま
』

宙
開
出
回
目
吋

3
S，
E
ニ
。
た
だ
し
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
必
ず
し
も
同

業
組
合
以
外
の
集
団
へ
の
所
属
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
同
業
組
合
が
何
に
で
も
役
に
立
つ
一
種
の
万
能
薬
で
あ
る
、
と

言
お
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
我
々
を
悩
ま
し
て
い
る
危
機
は
、

単
一
で
唯
一
の
原
因
に
の
み
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
」

[
0
4
E
とユ

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
業
組
合
の
再
建
は
緊
急
を
要
す
る
課

題
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

(
7
)
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
階
級
対
立
に
関
す
る
認
識
の
甘
さ
は
、
様
々
な

論
者
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
一
雇
用
者
と
労
働
者
の
利
害
が

「
明
白
な
対
立
状
態
に
あ
る
」
[
号
ゴ
]
こ
と
を
認
め
、
同
業
組

合
の
中
に
評
議
会
員
を
選
出
す
る
別
個
の
選
挙
団
体
を
設
け
る
こ

北法49(3・211)707 
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と
を
主
張
し
て
い
た
も
の
の

[
0
4
v
g
H
『
]
、
職
業
を
超
え
た
階
級

の
形
成
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
代
労
働
組
合
の
形
成
を
認
め
る
か
ど
う
か
が
一
つ
の
政

治
的
争
点
と
な
っ
て
お
り
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
弟
子
ブ
グ
レ

(忠
-
g
E
図
。
昌
一
少
お
吋
。
】
室
。
)
は
こ
の
点
で
は
っ
き
り
と
労
働

組
合
を
認
め
る
主
張
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
[
宮
加

5

3
S
Lヨ
ヨ
、
同
業
組
合
を
擁
護
し
た
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
言
説
は
、

政
治
的
に
保
守
的
な
機
能
を
果
た
し
た
と
言
、
つ
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
同
業
組
合
を
道
徳
組
織
と
見
た
こ
と
に

マ
ル
ク
ス
主
義
的
観
点
か
ら
見
た
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
」
と
い
う
評

価
以
上
の
意
味
を
見
出
そ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
こ
で
の
議
論
を
労

働
組
合
か
問
業
組
合
か
、
と
い
う
選
択
の
問
題
に
還
元
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

(8)
「
民
主
制
」
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。
「
民
主
制
の
真
の
特

質
は
次
の
二
点
に
あ
る
。
(
こ
政
府
の
意
識
が
よ
り
拡
大
さ
れ

て
い
る
こ
と
。
(
二
)
こ
の
意
識
と
個
人
の
意
識
全
て
と
の
問
に

よ
り
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
こ
と
」

{5

-
M
M
]

。

(9)
各
人
が
社
会
的
義
務
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
暗
黙
の
了
解
と

し
て
社
会
が
成
立
し
て
い
る
、
と
す
る
考
え
方
[
司
喝
さ
邑
}
喧
告
-

M
喧]。

(ω)レ
オ
ン
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
『
連
帯
(
臼
♀

FE--芯
)
』
の
中
の
一
節
。

[
Z
3
5己
】
申
告
一
M
吋
]
よ
り
引
用
。

(
日
)
以
上
連
帯
主
義
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
主
に

[
E
3
5
E

』
唱
。
ニ
を
参
照
し
た
。

(
ロ
)
ア
ル
パ

l
ト
は
「
連
帯
」
概
念
の
意
味
の
相
違
か
ら
両
者
を
同

一
視
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
い
る
の
に
対
し
[
ア
ル
パ

l
ト
苫
ゴ
・

5
2
、
ラ
・
カ
ブ
ラ
は
「
ア
ル
パ

l
ト
は
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
連
帯

主
義
運
動
に
関
係
が
な
い
と
主
張
す
る
証
拠
を
何
も
挙
げ
て
い
な

い
」
と
し
た
上
で
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
弟
子
の
ブ
グ
レ
が
デ
ユ
ル
ケ

ム
を
連
帯
主
義
運
動
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る

{
E
C雪印
-2M一
三
品
。
本
稿
の
立
場
は
後
述
す
る
よ
う
に
、

両
者
の
聞
に
は
無
視
し
得
な
い
相
違
が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ

る。
な
お
こ
の
両
者
の
関
係
を
明
確
に
規
定
す
る
の
が
困
難
な
の
は
、

そ
も
そ
も
「
連
帯
」
と
い
う
語
が
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て

多
用
さ
れ
、
様
々
な
意
味
を
は
ら
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
「
連
帯
主
義
」

も
そ
の
多
義
性
を
引
き
継
い
だ
運
動
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ

る
。
十
九
世
紀
に
お
け
る
「
連
帯
」
概
念
の
変
遷
に
つ
い
て
は

[
Z
3
5『E
3
2
を
参
照
。

(
日
)
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
・
:
裁
判
所
や
議
会

の
策
略
、
政
治
家
の
行
動
は
、
そ
れ
自
身
に
似
て
非
な
る
も
の
の

集
ま
り
で
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
・
:
そ
れ
ら
見
せ
か
け
の
も
の

が
明
確
に
定
義
づ
け
ら
れ
た
法
律
を
策
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

[
ロ
ロ
央
U
巴
B
-
ヨ
凶
一
宇
斗
]
。
円
円
[
明
白
〈
『
凹
苔
∞
M
一司]。

(M)
も
ち
ろ
ん
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
意
図
と
は
別

北法49(3・212)708
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に
、
こ
の
構
想
が
実
行
に
移
さ
れ
た
場
合
、
「
社
会
」
の
自
律
性
よ

り
二
次
集
団
を
通
じ
た
国
家
の
権
力
行
使
が
強
化
さ
れ
る
危
険
が

あ
り
、
こ
の
意
味
で
保
守
的
な
政
治
的
機
能
を
果
た
す
可
能
性
が

あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
彼
の
「
思
想
」
は
「
制
度
論
」
の
レ

ベ
ル
か
ら
見
た
場
合
、
自
ら
も
認
め
る
通
り
、
基
本
的
に
不
十
分

な
も
の
で
あ
っ
た
。
三
・

[
U
4
H
H
〈広]。

(
日
)
こ
の
点
を
反
映
し
て
い
る
の
が
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
政
治
論
に
お

け
る
政
党
論
の
不
在
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
彼
は
そ
も
そ
も
、
政

党
に
つ
い
て
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ

は
彼
が
当
時
の
議
会
政
治
を
党
派
的
な
利
害
対
立
の
場
と
し
て
の

み
と
ら
え
て
い
た
こ
と
を
裏
面
か
ら
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
確
か
に
当
時
政
党
を
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
は
、

幾
人
か
の
例
外
的
な
思
想
家
を
除
け
ば
む
し
ろ
一
般
的
な
見
方
で

あ
っ
た
し
、
ま
た
特
に
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
制
に
お
い
て
は
「
政

党
は
そ
の
名
に
値
す
る
議
会
外
党
組
織
や
党
規
律
を
持
た
ず
、
離

合
集
散
を
繰
り
返
す
議
員
集
団
か
ら
な
る
「
政
治
階
級
」
が
、
世

論
の
動
向
か
ら
比
較
的
自
律
的
に
、
議
会
内
で
連
合
政
治
を
運
営

し
て
い
た
」
[
中
山

3
3一
話
。
]
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
デ
ユ

ル
ケ
ム
の
と
ら
え
方
は
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
政
党
政
治
の
状
況
を
反

映
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
他
方
で
は
、
個
人
の
組
織
化

お
よ
び
国
家
と
個
人
の
媒
介
が
同
業
組
合
の
み
に
期
待
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
の
組
織
に
加
入
す
る
個
人
の
自
発
性
と
政
治
に

お
け
る
多
元
性
と
い
う
契
機
は
、
十
分
な
配
慮
の
外
に
置
か
れ
る

結
果
と
な
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
デ
ユ

ル
ケ
ム
は
機
能
分
化
に
よ
る
社
会
的
「
多
元
性
(
立
巴
邑
志
)
」
を

承
認
し
、
そ
の
存
在
を
個
人
の
自
由
の
実
現
に
不
可
欠
の
も
の
と

し
て
積
極
的
に
評
価
す
る
「
多
元
主
義

S
E
E
-間
百
四
)
」
の
視
点

を
萌
芽
と
し
て
有
し
な
が
ら
も
、
政
治
の
場
面
に
お
い
て
は
、
異

な
る
利
害
や
立
場
と
い
っ
た
党
派
(
宮
き
)
の
存
在
を
積
極
的
に

承
認
し
、
そ
れ
ら
の
競
合
に
あ
り
う
べ
き
政
治
の
姿
を
見
出
す
と

い
う
「
政
治
的
多
元
主
義
」
の
立
場
へ
と
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
凶
)
同
業
組
合
と
国
家
の
関
係
を
巡
る
こ
の
雨
義
的
側
面
や
国
家
の

普
遍
性
へ
の
信
頼
は
、
理
論
的
な
レ
ベ
ル
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う

な
時
代
状
況
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

一
つ
は
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
に
お
け
る
国
家
を
巡
る
論
点

の
様
相
で
あ
る
。
一
般
に
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
を
通
じ
て
国
家

を
巡
る
対
立
軸
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
集
権
的
国
家
対
個
人
と
い

う
軸
で
は
な
く
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
世
俗
国
家
権
力
の

確
立
と
い
う
軸
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
自
由
主
義
に
お
い
て
も

し
ば
し
ば
、
自
由
を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
国
家
を
積
極
的
に
と

ら
え
る
傾
向
が
あ
り
、
国
家
と
個
人
と
を
対
立
的
に
と
ら
え
る
契

機
は
希
薄
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る

[
Z
m
5
3∞
w
工
品
。
十

九
世
紀
末
に
お
い
て
も
、
強
い
影
響
力
を
有
し
て
い
た
カ
ト
リ
シ

ズ
ム
に
対
し
て
世
俗
国
家
の
権
力
を
強
化
す
る
こ
と
は
主
要
な
政

治
的
争
点
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
デ
ユ
ル
ケ
ム

北法49(3・213)709



研究ノート

の
国
家
へ
の
見
方
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
の
対
抗
に
規
定
さ
れ
て

い
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

さ
ら
に
向
業
組
合
と
国
家
の
関
係
を
巡
る
暖
昧
さ
や
そ
の
位
置

づ
け
の
困
難
さ
は
、
第
三
共
和
制
下
の
次
の
よ
う
な
政
治
状
況
が

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
十
九
世
紀
末

の
国
家
を
巡
る
論
点
と
し
て
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
世
俗
国
家
と

の
対
抗
と
い
う
軸
に
加
え
て
、
一
方
で
国
家
権
力
の
解
体
の
方
向

を
導
く
革
命
的
社
会
主
義
、
他
方
で
集
権
化
に
よ
る
強
力
な
国
家

の
確
立
を
求
め
る
国
粋
主
義
・
ボ
ナ
パ
ル
テ
イ
ズ
ム
と
い
っ
た
議

会
外
勢
力
と
、
そ
の
問
に
立
っ
て
議
会
制
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る

共
和
主
義
勢
力
、
と
い
う
対
抗
軸
が
存
在
し
て
い
た
。
さ
ら
に
議

会
制
を
承
認
す
る
勢
力
の
内
で
も
、
国
家
を
中
心
と
し
た
上
か
ら

の
社
会
改
革
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
立
場
と
、
社
会
の
側
の
自
律

的
運
動
の
延
長
に
国
家
の
活
動
を
規
定
し
、
国
家
へ
の
社
会
の
対

抗
を
強
調
す
る
立
場
と
を
、
区
別
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
時
の
政
治
勢
力
は
、
こ
れ
ら
複
数
の
軸
の
交
錯
の
中
で
政
治
的

闘
争
の
場
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
立
場
か

ら
す
る
国
家
の
位
置
づ
け
も
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
依
存
も
し
く
は

期
待
と
、
警
戒
や
対
抗
と
の
混
在
し
た
両
義
的
な
も
の
に
な
ら
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
げ
)
こ
こ
で
は
必
ず
し
も
断
ら
な
い
が
、
ホ

l
キ
ン
ズ
の
指
摘
す
る

通
り
[
国
Z
E
E
-混
ニ
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
国
家
論
は
基
本
的
に
近

代
国
家
を
念
頭
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
社
会
的
分

業
が
進
む
以
前
の
国
家
の
性
質
で
は
な
い
。
『
国
家
(
円
四
巳
)
』

(
一
九
O
O

一
九
O
五
?
)
と
題
す
る
彼
の
講
義
ノ

l
ト
に
は
、

歴
史
的
な
国
家
活
動
の
推
移
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

「
歴
史
上
、
国
家
活
動
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
と
な
り
え
た
。
一

方
は
対
外
的

(
2
5
-
g
E
で
あ
り
、
他
方
は
内
政
的

(EE

円
私
立

2
5
)
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
は
暴
力
的
、
攻
撃
的
な
示
威
を

行
い
、
後
者
の
場
合
は
本
質
的
に
平
和
的
で
道
徳
的
で
あ
る
。
さ

ら
に
過
去
に
遡
っ
て
み
る
と
、
前
者
は
支
配
的
な
も
の
と
し
て
現

れ
る
。
」

[
U
E
央
F
E
E
-
3
u
・
コ
ヨ

国
家
は
、
歴
史
を
通
じ
て
「
思
惟
の
機
関
」
で
あ
り
道
徳
的
機
関

で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
近
代
国
家
の
特
徴
で
あ
る
。

か
つ
て
の
国
家
は
成
員
に
対
し
て
は
支
配
的
で
あ
り
、
対
外
的
に

は
侵
略
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
は
「
社
会
の
物
質
的
な
力
を
増

大
さ
せ
る
こ
と
」
{
を
ム
コ
凶
]
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
歴

史
を
下
る
に
従
っ
て
国
家
の
性
格
が
変
ず
る
よ
う
に
な
る
。

「
国
家
の
活
動
は
ま
す
ま
す
・
:
[
個
人
の
|
引
用
者
]
権
利
へ

と
集
中
し
、
積
極
的
に
拡
張
さ
れ
た
権
利
を
平
和
的
、
道
徳
的
、

科
学
的
な
も
の
に
し
て
い
く
。
・
:
国
家
は
ま
す
ま
す
新
し
い
領
土

の
不
公
正
な
征
服
に
お
い
て
自
ら
の
栄
光
を
示
威
す
る
傾
向
を
無

く
し
、
ま
す
ま
す
自
ら
が
具
現
し
て
い
る
社
会
を
正
義
に
よ
っ
て

統
治
す
る
傾
向
を
増
す
に
違
い
な
い
。
」
[
を
ド
コ
∞
]

社
会
的
分
業
の
進
展
に
伴
う
「
社
会
」
の
側
の
性
質
変
化
に
よ
っ

て
、
国
家
は
道
徳
的
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
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(
凶
)
こ
こ
で
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
「
国
家
そ
の
も
の
と
、
そ
の
作
用
を
最

も
直
接
的
に
受
け
、
国
家
に
関
す
る
執
行
機
関
で
し
か
な
い
よ
う

な
二
次
的
諸
機
関
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
」
[
広
∞
旦
と
強

調
し
て
い
る
が
、
こ
の
定
義
は
必
ず
し
も
彼
の
テ
ク
ス
ト
全
体
に

-
貫
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
彼

の
テ
ク
ス
ト
の
中
に
は
、
「
国
家
」
の
内
に
行
政
・
司
法
・
軍
事
組

織
を
含
め
て
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
国
家
の
肥
大

化
」
に
つ
い
て
述
べ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
「
行
政
法
」
の
拡
大

に
よ
っ
て
説
明
し
た
り
[
0
4
3
叶
品
、
行
政
機
構
の
肥
大
化
と
関

連
さ
せ
て
論
じ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
[
戸
∞
己
N
]

。
ま
た
刑
法
の
厳

し
さ
と
統
治
機
構
の
性
質
と
を
結
び
つ
け
て
説
明
し
て
い
る
笛
所

で
は
、
明
ら
か
に
司
法
機
関
の
活
動
を
国
家
の
活
動
の
一
部
に
含

め
て
い
る

[
U
E
持

5
5
S
S己
主
5
0
さ
ら
に
国
家
の
対
外
的
活

動
に
関
し
て
「
攻
撃
」
に
触
れ
て
い
る
箇
所
は
、
軍
事
力
を
指
す

も
の
と
し
か
解
釈
で
き
な
い
だ
ろ
う
下
∞

-02
。
こ
の
よ
う
に
彼

の
意
識
的
な
定
義
に
反
し
て
、
実
際
の
記
述
に
は
国
家
の
中
に
行

政
・
司
法
や
軍
事
機
構
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
以
上
の
議

論
は
明
ら
か
に
一
貫
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
の
彼
の

「
国
家
」
の
定
義
は
、
必
ず
し
も
字
句
通
り
受
け
取
ら
れ
る
べ
き

で
は
な
く
、
む
し
ろ
彼
が
国
家
の
作
用
の
う
ち
何
を
最
も
重
視
し

て
い
た
の
か
、
を
一
示
す
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
、
行
政
・
司
法
・
軍
事
活
動
を
議
会
・

政
府
の
活
動
に
服
す
る
べ
き
「
二
次
的
な
も
の
」
と
と
ら
え
、
そ

れ
自
身
の
自
律
的
な
活
動
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

(
印
)
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
国
際
関
係
観
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
で
若
干
触

れ
て
い
る
。

(
却
)
こ
の
点
で
『
社
会
分
業
論
』
に
お
け
る
立
場
、
つ
ま
り
「
抑
止

的
制
裁
」
は
不
可
避
的
に
弱
体
化
し
て
い
く
と
す
る
立
場
[
ロ
↓

己
∞
}
は
、
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
変
化
し
て
い
る
。

(
幻
)
「
ア
ユ
ル
ケ
ム
が
実
践
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
の
は
、
一
般
に
ド

レ
ブ
ユ
ス
事
件
へ
の
対
応
、
教
育
改
革
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
の

愛
国
心
高
揚
の
た
め
の
様
々
な
運
動
、
と
い
う
三
つ
の
事
例
で
あ
る
。

ま
た
デ
ユ
ル
ケ
ム
が
教
育
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を

説
明
す
る
理
論
外
的
要
因
と
し
て
は
、
父
親
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
ラ
ピ

だ
っ
た
と
い
う
家
庭
環
境
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
自
身
早
く
か
ら
教
師
と

し
て
祖
国
の
再
建
に
役
立
と
う
と
す
る
意
志
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、

さ
ら
に
大
学
の
中
で
教
育
社
会
学
の
担
当
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
の

事
情
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
最
も
大
き
い
の
は
第
三
共
和
政
の
下
で
、

文
相
フ
ェ
リ
ー
3
・

3
司
可
)
を
中
心
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
抗
す
る

教
育
の
世
俗
化
政
策
が
次
々
と
推
進
さ
れ
て
い
た
と
い
う
時
代
背

景
で
あ
ろ
う
。

(
泣
)
よ
り
具
体
的
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
「
道
徳
的
個
人
主
義
」

を
構
成
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
諸
要
素
を
見
て
取
る
こ
と
が
で

き
て
興
味
深
い
。
初
等
教
育
に
お
い
て
は
「
規
律
の
精
神
」
「
犠
牲

の
精
神
」
「
意
志
の
自
律
性
」
と
い
う
三
つ
の
道
徳
の
確
立
が
挙
げ

~t法49(3 ・ 215)711
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ら
れ
る

[
U
R
5
2
5
3
N
U
]
。
ま
た
中
等
教
育
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
、

ロ
l
マ
な
ど
の
歴
史
・
古
典
的
文
芸
と
い
っ
た
教
養
、
生
物
学
・

地
理
学
・
科
学
方
法
論
な
ど
を
含
む
科
学
・
理
性
教
育
の
ほ
か
に
、

国
民
の
歴
史
、
国
民
文
学
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
言
語
教
育
と
い
っ
た
、

国
民
共
同
体

(
E
gロ
)
の
形
成
に
必
要
な
諸
要
素
が
含
め
ら
れ
て

い
る
[
デ
ユ
ル
ケ
ム
苫
竺

-
S
M
I
S
2。

(
幻
)
『
分
業
論
』
第
一
版
(
一
八
九
三
一
)
の
一
部
に
は
国
際
的
分
業
に

つ
い
て
{
ロ
司

M
2
3
、
第
2
版
の
「
序
文
」
(
一
九
O
二
)
で
は
同

業
組
合
が
国
家
を
超
え
て
国
際
的
に
組
織
化
さ
れ
る
可
能
性
に
つ

い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
[
ロ
吋
自
民
』
。

(
担
)
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
は
第
二
章
第
一
節
註
凶
を
参
照
。

「
ア
ノ
ミ

l
」
に
つ
い
て
も
、
「
あ
ら
ゆ
る
進
歩
と
完
全
性
の
道
徳

は
、
あ
る
程
度
の
ア
ノ
ミ
!
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
」
[
∞
全
斗
]

と
言
わ
れ
て
い
る

O
R
[宮
島

3
当一
M
O
ア
邑
凶
]
。

(
お
)
フ
ィ
ユ

i
は
上
記
の
よ
う
な
「
自
然
」
と
「
社
会
」
の
対
比
を
、

デ
ユ
ル
ケ
ム
と
フ
ロ
イ
ト
が
思
想
的
に
近
い
文
脈
に
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
も
の
と
解
釈
し
て
い
る

[
E
E
E
}
2
0・
S
5
0
ま
た
後

期
の
宗
教
論
は
、
本
文
に
述
べ
た
よ
う
な
観
点
か
ら
解
釈
す
る
余

地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
扱
う
こ
と
は
本
稿
の

範
囲
を
超
え
る
。

士
口
会
問

。本一一百

~~ì去49(3 ・ 216)712

政
治
の
問
題
と
は
、
支
配
被
支
配
の
関
係
や
国
家
の
独
占
す
る
物
理

的
暴
力
に
関
連
す
る
問
題
に
尽
く
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
還
元
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
伝
統
的
な
(
こ
の
場
合
近
代
初
期
ま
で
を
含
め
た
)

政
治
概
念
の
中
に
は
、
私
的
な
も
の
と
区
別
さ
れ
る
公
的
な
も
の
、
人
々

の
共
同
行
為
や
共
同
性
の
創
出
に
関
わ
る
営
み
、
全
体
性
・
包
括
性
に
関

わ
る
こ
と
、
闘
争
と
創
造
の
営
み
、
安
定
性
や
自
由
の
保
障
な
ど
、
様
々

(
1
)
 

な
意
味
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
政
治
概
念
の
問
題
構

成
が
、
産
業
化
の
進
展
に
伴
う
経
済
的
関
係
領
域
の
拡
大
や
、
階
級
対
立
、

貧
困
問
題
の
出
現
な
ど
に
よ
っ
て
大
き
な
変
化
を
蒙
り
、
特
に
十
九
世
紀

以
降
に
お
い
て
は
従
来
の
政
治
哲
学
に
代
わ
っ
て
「
社
会
」
を
冠
す
る
多

様
な
諸
思
想
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
、
序
章
に
お
い
て
指
摘
し
た
通
り
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
中
で
政
治
の
問
題
が
い
か
な
る
語
棄
に
よ
っ

て
語
ら
れ
て
き
た
の
か
、
あ
る
い
は
伝
統
概
念
が
い
か
な
る
形
で
見
失
わ

れ
、
ま
た
変
質
し
つ
つ
現
代
に
生
き
残
っ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
十
分
に
解
明
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
は
未
だ
探
求
の
端

緒
に
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
か
ら
ト
ク
ヴ
イ
ル
へ
と
至
る
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
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に
お
け
る
「
社
会
」
概
念
と
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
社
会
学
」
と
の
、
政
治
的

問
題
構
成
を
め
ぐ
る
関
連
お
よ
び
転
換
の
様
相
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
視
角
を
取
っ
た
理
由
の
一
つ
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主

義
」
お
よ
び
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
い
て
、
当
時
の
政
治
状
況
に
対
す
る
鋭
い

現
実
認
識
が
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
両
者
の
思
想
に
お
け
る
特
徴
は
、

そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
政
治
哲
学
の
語
り
口
か
ら
意
識
的
に
距
離
を
と
り
、

つ
ま
り
ア
プ
リ
オ
リ
な
自
然
権
思
想
や
象
徴
的
個
人
に
よ
る
政
治
的
作
為

の
役
割
に
依
拠
す
る
こ
と
な
く
、
成
員
全
体
の
相
互
行
為
の
あ
り
方
に
眼

を
向
け
、
諸
事
実
を
観
察
す
る
と
い
う
方
法
を
取
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
彼
ら
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
、
特
に
十
九
世
紀
以
降

の
産
業
化
と
民
主
化
の
不
可
避
の
流
れ
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
国
家
と
個

人
と
の
関
係
の
変
質
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
一
方
で
個
々
人
の
意
識
は
多
様

化
・
細
分
化
し
、
他
方
で
社
会
は
大
規
模
化
し
ま
す
ま
す
複
雑
な
構
成
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
不
可
避
に
お
こ
る
こ
と
は
、
意
識
の
伺
別
化
と
私

的
利
害
の
解
放
で
あ
り
、
社
会
の
全
体
性
や
公
共
性
が
個
人
の
意
識
の
中

か
ら
見
失
わ
れ
て
い
く
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
ま
た
他
方
で
は
、
分
業
に

と
も
な
う
国
家
の
集
権
化
が
不
可
避
に
お
こ
り
、
普
遍
性
や
公
共
性
の
名

の
下
に
、
画
一
的
な
国
家
に
よ
る
専
制
が
な
さ
れ
る
危
険
性
、
さ
ら
に
実

質
的
に
公
共
性
が
生
み
出
さ
れ
な
い
ま
ま
、
国
家
が
多
数
者
の
意
士
山
に
従

属
す
る
危
険
性
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
二
一
首
で
言

え
ば
、
個
別
性
と
全
体
性
、
あ
る
い
は
私
と
公
と
を
媒
介
す
る
中
間
領
域

の
不
在
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
お
よ
び

デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
政
治
的
問
題
構
成
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
両
者
は
、
多
元
的
社
会
集
団
に
よ
る
国
家
権
力
の
「
分
権
化
」
を
構
想

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
業
の
進
展
す
る
社
会
状
況
に
お
い
て
国
家
の
肥

大
化
と
個
人
の
受
動
化
を
防
ぎ
、
自
由
と
公
共
性
と
を
保
持
し
よ
う
と
試

み
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
さ
ら
に
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
社
会
学
」
の
展
開
を
追
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
彼
が
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
に
お
け
る
政
治
的
問
題
構
成

を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、
第
三
共
和
政
に
お
け
る
政
治
社
会
構
造
の
転
換

に
伴
う
経
済
の
み
な
ら
ず
道
徳
問
題
と
し
て
の
「
社
会
問
題
L

の
政
治
的

ア
ジ
ェ
ン
ダ
化
に
即
応
し
、
「
社
会
」
概
念
の
転
換
を
行
う
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
「
社
会
学
」
は
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
新

た
な
学
問
体
系
で
あ
る
。
こ
の
中
で
彼
が
政
治
的
問
題
構
成
に
解
答
を
与

え
、
「
社
会
」
の
側
か
ら
「
政
治
」
観
を
再
構
成
し
よ
う
と
試
み
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
業
組
合
を
中
心
と
し
た
彼
の
「
政
治
」
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
そ
の
可
能
性

を
明
ら
か
に
し
た
。

以
上
の
検
討
を
経
て
、
結
論
と
し
て
提
起
し
た
い
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
「
社
会
学
」
の
思
想
史
的
位
置
づ
け
に
は
再
考

北法49(3・217)713
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が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
七
O
年
に

至
る
以
前
の
社
会
学
者
に
よ
る
デ
ユ
ル
ケ
ム
研
究
の
多
く
が
、
デ
ユ
ル
ケ

ム
を
「
社
会
学
」
の
祖
と
位
置
づ
け
、
そ
の
方
法
論
や
国
有
の
対
象
領
域

の
確
立
に
関
す
る
業
績
に
言
及
を
集
中
さ
せ
て
き
た
こ
と
は
、
他
方
で
彼

の
思
想
の
政
治
的
側
面
を
閑
却
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
七
O
年
以

降
こ
う
し
た
研
究
の
あ
り
方
に
刷
新
が
も
た
ら
さ
れ
、
彼
の
政
治
社
会
学

や
政
治
理
論
に
関
心
が
集
ま
っ
た
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、

そ
の
中
に
お
い
て
も
、
彼
が
「
社
会
学
」
の
中
で
政
治
の
問
題
を
語
っ
て

い
る
こ
と
の
思
想
史
的
意
味
や
、
従
来
の
政
治
思
想
史
研
究
と
の
接
合
が
、

十
分
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
と
は
言
い
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
の
「
社
会
学
」
的
な
語
義
や
視
角
に
対
し
て
、
政
治
固
有
の

問
題
を
見
失
っ
て
お
り
「
非
政
治
的
」
で
あ
る
、
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る

こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、

こ
の
指
摘
の
当
否
を
論
じ
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
指
摘
の
背
後

に
お
い
て
す
で
に
、
国
家
権
力
の
究
極
性
を
強
調
す
る
、
あ
る
い
は
従
来

の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
規
定
さ
れ
た
、
今
世
紀
に
特
有
の
あ

る
「
政
治
」
観
が
論
者
に
前
提
と
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

点
で
あ
る
。
伝
統
的
な
政
治
概
念
に
お
け
る
多
義
性
を
考
慮
し
た
場
合
、

そ
れ
は
政
治
の
問
題
を
倭
小
化
し
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
政
治
思
想
史
的
位
置

づ
け
を
不
十
分
な
も
の
と
す
る
原
因
と
も
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う

か
。
本
稿
で
は
む
し
ろ
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
社
会
学
」
的
な
語
葉
や
視
角

の
背
後
に
隠
さ
れ
た
政
治
的
問
題
を
、
い
か
に
、
ま
た
ど
れ
ほ
ど
読
み
解

く
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
点
に
主
眼
を
置
い
た
。
そ
こ
で
提
起
し
た

の
は
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
思
想
が
「
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
」
の
潮
流
か
ら
多

様
な
政
治
的
問
題
を
引
き
継
ぎ
、
自
ら
の
直
面
す
る
時
代
状
況
の
中
で
、

そ
れ
ら
の
解
決
を
試
み
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、

社
会
と
国
家
の
関
係
づ
け
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
「
専
制
」
に
対
抗
す

る
権
力
の
多
元
化
の
構
想
で
あ
り
、
公
と
私
、
自
由
と
組
織
化
、
分
化
と

統
合
の
関
係
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
社
会
学
」
の
中
に
政
治
的
問
題
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
わ
け
で
は
な
い
。
よ

り
重
要
な
の
は
そ
こ
か
ら
帰
結
す
る
第
二
の
点
、
す
な
わ
ち
デ
ユ
ル
ケ
ム

が
伝
統
的
政
治
哲
学
の
問
題
を
「
社
会
学
」
と
い
う
新
し
い
学
問
体
系
の

中
で
語
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
を
い

か
に
考
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
点
は
、
デ
ユ
ル
ケ

ム
の
「
社
会
学
」
を
政
治
思
想
史
の
中
に
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
、
と
い

う
問
題
の
み
な
ら
ず
、
十
九
世
紀
以
降
「
社
会
学
」
と
い
う
学
聞
が
ミ
ク

ロ
・
マ
ク
ロ
分
析
に
お
い
て
隆
盛
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
政
治

思
想
史
の
問
題
と
し
て
い
か
に
意
味
づ
け
る
か
、
と
い
う
問
題
と
も
関
わ

る
。
ま
た
「
政
治
」
と
い
う
対
象
領
域
自
体
が
「
問
題
化
」
さ
れ
て
い
る
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(2) 

現
代
の
政
治
理
論
状
況
に
対
し
て
い
か
に
応
え
る
か
、
と
い
う
問
題
と
も

連
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
社
会
学
」
に
お
い
て
政
治
哲

学
的
問
題
が
転
換
さ
れ
た
結
果
、
そ
れ
ま
で
政
治
固
有
の
問
題
と
さ
れ
て

き
た
も
の
が
見
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
単
に
デ
ユ

ル
ケ
ム
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
ら
「
社
会
学
」
と
「
政
治
学
」
、

ま
た
「
社
会
」
と
「
政
治
」
と
の
関
係
に
関
す
る
問
題
へ
と
連
な
っ
て
い

る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
本
稿
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
の
は
、
「
社
会

学
」
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
た
「
政
治
」
観
が
、
当
時
の
政
治
社
会
構
造

の
中
で
、
様
々
な
意
味
に
お
い
て
要
請
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
た
結
果
で

あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
社
会
」
を
包
摂
す
る
「
普

遍
的
国
家
」
観
に
対
抗
し
、
私
的
個
人
と
公
的
機
関
と
し
て
の
国
家
と
を

媒
介
す
る
こ
と
、
社
会
の
「
分
業
」
化
や
専
門
化
を
前
提
と
し
、
そ
れ
に

根
ざ
し
た
「
政
治
」
の
あ
り
方
に
転
換
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
諸
個
人
が

「
社
会
」
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
自
律
的
で
能
動
的
な
参
加
者
と
な
り
う
る

条
件
を
整
備
す
る
こ
と
、
以
上
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。

確
か
に
そ
の
「
政
治
」
観
に
は
様
々
な
問
題
点
が
は
ら
ま
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
近
代
社
会
に
お
け
る
理
性
や
科
学
の
共
有
を
前
提
し
、
「
政
治
」

と
「
科
学
」
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
科
学
」
を
国
家
機
能

(
3
)
 

の
正
統
性
の
根
拠
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
、

公
と
私
を
媒
介
す
る
社
会
集
団
へ
の
個
人
の
参
画
を
自
発
性
に
委
ね
る
の

で
は
な
く
「
組
織
化
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
そ
う
と
す
る
こ
と
、
つ
ま
り

「
政
治
」
と
「
組
織
化
」
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。

デ
ユ
ル
ケ
ム
の
構
想
で
は
、
個
人
と
各
組
織
と
の
関
係
、
各
組
織
と
国
家

と
の
関
係
に
お
い
て
、
自
生
的
な
合
意
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
前
提
さ
れ
、

「
組
織
」
が
上
か
ら
の
抑
圧
の
機
構
と
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
十
分
な
配

(
4
)
 

慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

さ
ら
に
第
三
に
、
そ
の
国
家
論
が
後
の
歴
史
に
お
け
る
国
家
の
歩
ん
だ

道
に
比
し
て
、
楽
観
的
な
見
通
し
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も

否
定
し
え
な
い
。
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
思
想
だ
け
で
な
く
、
二
十
世
紀
初
頭
に

(5) 

欧
米
に
お
い
て
一
定
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
多
元
的
国
家
論
や
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
、
そ
の
後
の
福
祉
国
家
化
、
国
家

に
よ
る
経
済
へ
の
介
入
の
強
化
、
ソ
連
お
よ
び
共
産
主
義
の
台
頭
、
さ
ら

に
ナ
チ
ズ
ム
や
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
登
場
な
ど
に
よ
っ
て
、
決
定

的
な
打
撃
を
受
け
る
。
こ
こ
に
お
い
て
国
家
は
再
び
政
治
学
の
中
心
的
課

題
に
据
え
ら
れ
、
国
家
権
力
の
暴
力
性
、
究
極
性
、
操
作
性
が
強
調
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
「
国

家
の
復
権
」
が
、
か
つ
て
の
政
治
的
問
題
構
成
、
す
な
わ
ち
絶
対
的
主
権

国
家
と
そ
れ
に
対
抗
す
る
自
律
的
「
市
民
社
会
」
と
い
う
図
式
へ
の
後
退

を
意
味
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
国
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家
は
、
経
済
活
動
に
積
極
的
に
介
入
し
、
社
会
生
活
の
隅
々
に
ま
で
監
視

を
及
ぼ
す
国
家
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
社
会
の
政
治
化
」
が
前
提
と
な
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
に
お
け
る
「
政

治
の
社
会
化
」
と
い
う
認
識
と
、
こ
の
「
社
会
の
政
治
化
」
と
い
う
認
識

と
は
、
現
実
認
識
に
お
い
て
、
強
調
点
の
相
違
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
重
な
る

も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
に
お
い
て
、
国
家
の
機
能
が
拡
大
し
社
会
生
活
に

浸
透
し
て
い
く
こ
と
は
、
不
可
避
の
現
実
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
逆

に
言
え
ば
、
国
家
は
社
会
か
ら
自
律
的
に
影
響
力
を
行
使
し
う
る
の
で
は

な
く
、
社
会
内
部
に
入
り
込
み
、
諸
個
人
の
内
面
に
お
い
て
権
威
を
調
達

し
、
自
発
的
な
服
従
を
得
る
限
り
に
お
い
て
、
影
響
力
を
行
使
し
う
る
も

の
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ロ
ン
や
リ
ク
タ

l
の
指
摘
を
待
つ
ま
で

(6) 

も
な
く
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
国
家
論
と
全
体
主
義
的
国
家
論
と
が
近
似
し
た

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
十
九
世
紀
末
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

前
か
ら
の
産
業
化
が
も
た
ら
し
た
政
治
社
会
構
造
の
変
動
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
、
同
時
代
に
共
通
の
問
題
の
所
在
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
国
家
と
社
会
の
相
互
浸
透
が
自
明
で
あ
る
状
況
に
お
い

て
は
、
そ
の
政
治
社
会
は
全
体
主
義
に
近
似
し
、
あ
る
意
味
で
全
体
主
義

へ
転
化
す
る
危
険
性
を
常
に
は
ら
ま
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
に
指
摘
し
た
問
題
点
は
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
政
治
」
観
の
問
題
に

と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
現
代
に
投
げ
返
さ
れ
た
政
治
理
論
的
課
題
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
現
代
社
会
に
お
け
る
統
合
的
価
値
は
い
か
に
見

出
さ
れ
、
個
人
と
全
体
社
会
を
つ
な
ぐ
規
範
は
い
か
に
し
て
規
定
さ
れ
う

る
の
か
。
ま
た
国
家
機
能
の
正
統
化
は
い
か
な
る
基
準
に
お
い
て
果
た
さ

れ
る
の
か
。
第
二
に
、
公
と
私
を
媒
介
す
る
中
間
集
団
は
い
か
な
る
も
の

と
し
て
あ
り
え
、
そ
こ
に
お
い
て
個
人
の
自
発
性
は
い
か
に
保
障
さ
れ
る

の
か
。
現
代
社
会
に
お
い
て
「
組
織
化
」
が
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、

そ
れ
ら
集
団
内
部
、
各
集
団
相
互
、
国
家
と
各
集
団
に
お
け
る
合
意
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
い
か
に
し
て
調
達
さ
れ
る
の
か
。
第
三
に
、
国
家
と
社
会
、

政
治
と
社
会
の
相
互
浸
透
が
自
明
の
前
提
と
な
る
状
況
に
お
い
て
、
「
政

治
」
と
は
何
を
意
味
し
、
伝
統
的
政
治
概
念
は
、
国
家
、
権
力
、
共
同
性
、

自
由
と
統
合
、
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
形
で
再
生
・
再
解
釈

す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
。

我
々
は
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
思
想
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら

現
代
の
理
論
的
課
題
に
対
し
、
何
ら
か
の
直
接
的
解
答
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
よ
う
な
性
急
な
態
度
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿

の
提
起
し
た
こ
と
は
、
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
思
想
を
政
治
思
想
史
の
中
に
位
置

づ
け
、
伝
統
的
政
治
哲
学
の
問
題
と
関
連
さ
せ
て
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
産
業
化
の
時
代
に
お
け
る
「
政
治
」
と
い
う
現
代
的
状
況
に
お
け
る

政
治
理
論
の
課
題
を
「
問
題
化
」
し
、
考
察
の
指
標
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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結

論

註
(
1
)
そ
れ
ら
を
伝
統
概
念
か
ら
す
く
い
だ
す
試
み
の
例
と
し
て
、

[〉『

g
e
3
u∞
]
、
[
者
。

-s-ま
。
]
、
[
ウ
ォ
リ
ン
右
∞
∞
]
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
2
)
[
川
崎

3
U
0・
3
沼
]
を
参
照
。

(3)
こ
れ
に
関
連
す
る
問
題
と
し
て
は
、
例
え
ば
社
会
的
諸
価
値
の

競
合
が
、
こ
の
よ
う
な
「
科
学
」
や
合
理
主
義
を
基
準
と
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
解
決
し
う
る
の
か
、
と
い
う
問
題
や
、
社
会
的
「
秩

序
」
を
科
学
的
に
認
識
可
能
な
も
の
に
限
定
す
る
思
考
法
[
玄

m

∞
斗
]
は
、
個
人
の
行
為
の
自
発
性
や
偶
発
性
の
領
域
を
理
論
か
ら

排
除
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
に
指
摘
で
き
る
。

(
4
)
デ
ユ
ル
ケ
ム
は
フ
ラ
ン
ス
国
家
の
官
僚
制
化
が
抑
圧
を
生
み
出

す
こ
と
に
対
す
る
危
倶
の
念
を
抱
い
て
い
た
が
、
社
会
諸
機
関
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
経
路
を
確
保
し
、
そ
こ
で
の
同
意
に
基

づ
い
て
官
僚
機
構
を
制
御
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
危
険
は
回

避
さ
れ
う
る
と
考
え
て
い
た
(
例
え
ば
[
戸
∞
己
M

]

)

。

デ
ユ
ル
ケ
ム
の
思
想
に
お
け
る
「
組
織
化
」
と
政
治
の
問
題
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
ウ
ォ
リ
ン
が
詳
し
い
問
題
提
起
を
行
っ

て
い
る
[
ウ
ォ
リ
ン
石
室
・
き
∞
・
話
。
]
。
ウ
ォ
リ
ン
は
、
国
家
の

機
能
が
公
的
な
経
済
セ
ク
タ
ー
に
分
散
し
、
正
統
化
を
経
な
い
権

力
が
拡
散
し
た
状
況
を
「
脱
中
心
化
的
集
権
化

2
R
g
s
a
n
gヤ

E
R邑
E)」
と
称
し
て
い
る
が
(
[
川
崎
ヨ
喜
一
週
]
か
ら
の
引

用
)
、
こ
れ
は
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
「
職
業
的
分
権
化

(
a
R
E
E
-
-
g
z
g

ぢ『
O
な

5
2
5宥
)
」
の
構
想
と
鋭
く
対
立
す
る
認
識
で
あ
る
。

(5)
こ
の
時
期
の
多
元
的
国
家
論
お
よ
び
デ
ユ
ル
ケ
ム
の
多
元
主
義

に
触
れ
た
も
の
と
し
て
[
大
塚

3
ま
・
ナ
合
唱

M
2
・N
a
h
H
]

が
あ
る
。

(
6
)
[
ア
ロ
ン
]
唱
∞
品
ご
い
]
、

[
E
n
Z
2
3叶
喧
-
N
C
A
F
]

。

※
引
用
文
献
の
追
加

ロロ『
W
F
2
5・
開

g

z

o

M
む
門
白
色
~
ロ
句
九
町
同
町
、
ε
~
s
b
h
w
r
R
同

V
E
『広

-Hue-H

〉

-gp(】
甲
虫
佐
々
木
交
賢
訳
『
社
会
学
と
哲
学
」
恒
星
社
厚
生

関)。

杉
山
光
信

】
唱
Mh#

右
∞
凶
「
現
代
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
の
革
新
』
新
曜
社
。
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